
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ『崖っぷちＶＴｕｂｅｒ、その名も加々宮エリン』

配信１『見習いメイドうさぎは大バズりの夢を見るか』

配信２『お賃金パラダイスという天竺を目指して』

配信外１『平凡な男子高校生の俺が推しのマイクになったワケ』
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配信４『鏡の国出身にはやべー奴しかいない』

配信外２『思ったより闇が深かった新垣亜理紗の昔話』
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配信６『加々宮エリンの配信は三人乗っても、大丈夫』
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配信９『結局最後に勝つのは愛じゃなくてメイド』

エピローグ『崖っぷちＶＴｕｂｅｒ、加々宮エリン。ようやく一歩後退』
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「──これでまた一歩、一人前のメイドに近付いた気がいたします。そしてご主人様達へ溢あふれんばかりの愛と感謝を伝えて、本日はこれで終了とさせて頂きますね!!」

　軽く頭を下げれば、自身の分身であるアバターは深くお辞儀をする。


・おつエリ～今日も健けな気げで良かった!!

・仕事の疲れが癒いやされたよ。今日もありがとう、エリンちゃん



　そうすると相当過疎っていたコメント欄が漸ようやく動きを見せ始めた。

　このコメント欄が常に動いていれば成功と言える。つまり現状はもう全然ダメ。

「……またここに帰ってきてくださると嬉うれしく思います。おつエリ、でした!!」

　エンディング用の一枚絵をＯＢＳで設定し、マイクをミュートにする。

　同時にクソデカ溜ため息いきを放出。肺の空気全部出すぐらいに。

「っはぁ～、ちょっと引くぐらい同接来なくて笑う。いや、本当は笑えないんだけどさ」

　配信時と比べて明らかに覇気が無い声で思わず出てきたのは、そんな言葉。

「見た目の可愛かわいさとか最強だし、すっごいメイド頑張ってるのに何で伸びないかなぁ……。うさぎの見習いメイドキャラなんて普通推したくなるでしょ、ならない訳が無い」

　短く纏まとめた金髪の上に立っているうさ耳。そしてゴシックが映えるフリフリのメイド服。

　鏡の国からやってきた見習いメイドうさぎの『加か々が宮みやエリン』というキャラ設定。

　Ｖとして活動しようと決めた時に丸三日徹夜して考えた私の性癖の塊。

　天然でポンコツだけど、丁寧に献身的に奉仕をしようとする姿が愛らしい。

「そう思ってるのは私だけか!?　そもそも私がちゃんとロールプレイ出来てないのか!?」

　それが思っていたよりも人気が出ていないのが納得いかない。

「あ、でも今日の配信で登録者千人越えてんじゃーん!!　んで、公開してる動画の総再生時間も……ギリ越えてる!!　っふぅー、遂ついに収益化チャンスだ!!　申請通ればだけど!!」

　上手うまくいってないこともあれば、なんとか一つの壁を越えられた事実もあり。

「ここから私の逆襲が始まる……。崖際一歩手前のこの状況からの脱却……!!」

　独り言が止まらない。決意というのは言葉に出してこそだが。

　一応マイクがミュートになっており、配信が切れていることを確認する。

　裏側の人間の欲望を聞かれるのはあまりよろしくない。

　加々宮エリンとして活動して早二週間。炎上で終了だけは避けたかった。




　　　　＊




　俺は三み樹き春はる人と、十七歳の高校二年生。特徴無し、特技無し、彼女無しの平凡な男。

　Ｖオタクとして数多あまたの配信を見続けてきた。大手の箱だけでなく個人勢の配信まで回り続けて漸く見つけられた最推しが加々宮エリンというメイド系ＶＴｕｂｅｒだった。

　ガワの可愛さは勿もち論ろん、健気に頑張るところと垣かい間ま見みえる天然さにハマった俺は、約二週間程前から他のＶの配信を差し置いて常に彼女の配信に入り浸るつもりだったのだが。

「──ふふっ……マジで上手くいかなかったら詰む……。じゃないと借金返せない……」

（まさか中の人が借金をスパチャや広告収入で返そうと考えてる人だったとはなぁ……）

　そんな俺は何な故ぜか加々宮エリンが使っているマイクになっていた。

　何を言ってるか分からんと思うけど、本当に俺も分からん。

　分かっているのは彼女がマイクを使う時に俺の意識が飛ばされること。

　マイクをオンにした瞬間から、マイクをオフにするまでの間の出来事だ。

　最初こそ戸惑ったものの、実質的に最高の特等席で推しの配信を見られると気付いてから全てが変わった。サクッと受け入れてしまえば楽になるものの方が世の中には多い。

「どうして借金は減らないんだろう？　そしてどうして私にはお金が無いんだろう？」

（あまりのダメ人間っぷりが垣間見えるこの配信終了後が本当に面白いんだよな）

　ひょんなことから加々宮エリンの裏の顔（表の顔？）を知ることとなったが、これがどうにも面白い。キャラの違いは勿論のこと、素が本当にダメ人間の見本のような人だった。

「やばっ、消費者金融から電話……。ま、普通に出ないけど!!　だって返せないし!!」

　当然のようにかかってきた電話を無視して、彼女はメールボックスを開く。

「……見なかったことにしよう!!　さて、気を取り直して明日の競馬の予想でも……」

（典型的な破滅するタイプだ……。本当にこの人大丈夫なのかな……）

　そう思いながらも、配信中とのギャップが凄すさまじくて見ているだけで面白い。

　借金に塗まみれた人間が、メイドとしてＶをやっているその状況。

「競馬配信とか……クソッ、したかったけど……。一応メイドだから、私は……!!」

　その中でキャラ設定を守ろうと、そういう側面を見せないようにしていた。

　苦しんでいる……とは少し違うが、何か悩んでいるように見える。

（……そもそもこの人、俺が元々知ってる人だからな。何とか出来ないかな……）

　マイクの状態で『見た』というのも変な話だが。加々宮エリンは自分の知り合いだった。

　そんな風に思った瞬間に彼女がマイクの電源をオフにする。

　こんな状況でも変に明るい彼女の声を聴きながら、俺の意識は遠とお退のいていった。
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「──やばい……!!　電車内でエリンちゃんのアーカイブ見てたら乗り過ごした……!!」

　とある日の事。少しばかりポカミスをやらかして街を疾走中。

　昨日の配信を電車内で見ていたら最寄り駅を通り過ぎて二つ先の駅まで行っていた。

「ちょっと早めに下校しといて良かった、なんとか間に合った……」

　とにかく今日は夕方からコンビニバイトのシフトが入っている。

　全力で走り、店に到着後すぐさま裏へと向かうと誰かの声が。

「……どうして働かないとお金が入ってこないんだろう？　この世は本当に不条理」

　そこでは一人の女性がスマホと睨にらめっこしていながら何かを呟つぶやいていた。

「実際どっちの方が効率いいのかな……。労働と配信、やっぱ両立は厳しいよねぇ……」

　どうやら俺が入ってきたことに気付いていないらしい。

　綺き麗れいな茶髪をショートカットにしているその女性は一目見て分かる程の美人だった。

「……あの、何か悩んでるんですか亜あ理り紗ささん」

「何なに奴やつ!?　……なんだ、春はる人と君か。おはよう、今日出勤だったっけ？」

「おはようございます。人足りないって、店長から昨日連絡来て」

　驚きを見せたのは同じ時期からバイトを始めた新あら垣がき亜理紗さん、二十二歳。

「学生なのに大変だねぇ。ほら、お姉さんがよしよししてあげるからこっち来な」

「い、いいですよ。それより亜理紗さんの方こそ元気無さそうですけど」

　軽いノリで手招きをしてくる亜理紗さんを制して、気になっていたことを聞く。

「な、なかなか鋭いじゃん、春人君。そうそう、お姉さんは今とってもしんどいのよ」

　亜理紗さんは大きく溜息を吐きながら困ったように笑う。

　その悩みは十中八九配信に関することだろう。

「それより春人君は最近楽しいこととかないの？　そろそろ彼女とか出来た～？」

　そしてはぐらかすかのように亜理紗さんは話題を変えてくる。

「出来ないですよ、彼女なんて。最近は……家でＶＴｕｂｅｒ見てるのが楽しいです」

「いいじゃん!!　私も好きだよＶＴｕｂｅｒ。推しとかいるでしょ、楽しいよね推し活」

　そう聞いてくるのも分かっていたのでここは少しだけ踏み込んでみることにした。

「その、最近デビューした個人勢の『加か々が宮みやエリン』っていう子なんですけど……」

「うぇひ!?　へ、へぇー、企業勢じゃなくて個人勢とはまた珍しいね……」

　知り合いの少年が自分の推しならこういう反応にもなるだろう。

「その、私はよく知らないんだけど……その子のどういうところが好きなの？」

（畳みかけるように素直に聞いてきた!!　本当に欲に忠実な人なんだな、この人……）

「メイドのキャラなんですけど、丁寧で一生懸命なところが推せるんですよね」

「ふ、ふーん。そんなにいいんだ……。こ、今度私も見てみようかな～」

　こちらも素直な感想を伝えると露骨に嬉うれしそうになる。

　やばい、どっちも推せる。むしろこっちの方が推してるまである。

「でも……もう少し色々な側面も見てみたいとも思うんですよね。メイドとしてのエリンちゃんも勿論いいんですけど、そうじゃない時はどんな感じなんだろうって」

「え、でもさ……。それって、所謂いわゆる中の人の部分が少し出てきちゃうような……」

「今のＶってそこまで完璧じゃないですよ。そこのギャップが好きって人もいますし」

　亜理紗さん自身の素が面白いということは俺は良く知っている。

　だから何かしらが起きて素が出せる状況にならないものかと考えるが。

　俺の足りない頭では何にも思いつかない。というか俺が考えても仕方がないだろう。

　一方亜理紗さんの方は、柔らかな笑顔をこちらに向けてきた。

「そっかそっか。うん、ありがとう春人君。色々教えてくれてちょっと元気出たよ」

「少しでも力になれたなら良かったです。そろそろ行きましょうか」
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「そうだね～。私は後少し、春人君はちょっと長いけど頑張って働こう!!」

「ちょ、頭撫なでられるのは流石さすがに恥ずかしいですよ亜理紗さん!!」

　嬉しそうに俺の頭を雑に撫でて、亜理紗さんはさっさと先に行ってしまう。

「……素を出してみる、か。本当の私は加々宮エリンとは程遠いんだよ、春人君」

　裏から出ていく直前に亜理紗さんがボソッと呟いた言葉。それを俺は聞き逃さない。

　変に悩みを与えてしまったか、と俺は自分の発言を反省していた。




　　　　＊




「──加々宮エリンと申します。本日も一人前のメイド目指して精進して参りたいと思います。……うーん、やっぱり丁寧丁寧に行き過ぎて硬いかな？　語尾とか付ける？」

　配信前にマイクをオフにしたまま声出しの練習中。そして自分のキャラも見失い中。

「例えばぴょんとか？　お帰りなさいませでございますぴょん!!　……馬鹿メイドか!?　というか語尾特徴的なメイドってふざけてるよね、舐なめ過すぎ。奉仕とは丁寧から始まる」

　そもそも悩んでいる箇所が間違っている。もうダメだ。

「今日は……新規のリスナーも大事にしていきたいから『加々宮エリンの裏話』って感じで、加々宮エリンっていうキャラのルーツを主に話していく雑談配信にしようかな」

　そして配信の最後にスパチャが解禁されたことを発表する。

　最初に発表すると卑しいと思われてしまうからね、世知辛いね。

「今日の配信が勝負……!!　ここで私がスパチャで生きられるかが決まる……!!」

　一時期は企業に応募することも考えた。だが、それでは収益が少なくなってしまう。

　勿論有名への足掛かりが少ないというのは個人の欠点だが、それでも夢は大きく見る。

「そういう人間なの、私は!!　そういう卑しい部分を隠してでもＶとして成功を!!」

　借金返済という手段にＶを選んだのは、何も労働するのが嫌とかそれだけではない。

　夢、希望、その他諸もろ々もろ。それらをこの手で掴つかみたくて。

「何よりも私は好きなことでお金を稼ぎたい!!　この決意だけは曲げないから!!」

　誰も聞いていないこの状況だからこそ大きな声で自分に言い聞かせるように宣言する。

　かつてはリスナーとして楽しんでいた、そんな危うくもロマンのある界かい隈わいに。

「よし!!　今日も頑張って『加々宮エリン』としてやっていくよ!!」

　彼のアドバイスは的確だったが、きっと私には合わないだろう。

　何よりも自分で考え抜いたキャラをやっぱり捨てたくない。

　新垣亜理紗改め、加々宮エリンとして。今日も今日とてＶの世界に乗り出していく。

　まだ配信活動が出来ていることを幸せに思いながら、マイクの電源をオンにした。




　　　　＊




　意を決した顔で彼女は配信開始のボタンをゆっくりとクリックした。


・始まるぞ、帰宅の準備は出来たか？



　既に待機していたリスナー達はここぞとばかりにコメントを。

　相変わらず加々宮エリンのマイクになっている三み樹き春人です。どっこいこれが現実……。

　現実の自分はきっとスマホで配信画面を開きながら布団に潜っていることだろう。

「──お帰りなさいみゃ……失礼しました。お帰りなさいませ、ご主人様!!　鏡の国からやって参りました見習いメイド、加々宮エリンと申します。よろしくお願いいたします」

（普段はこういう風に噛かんだりしない人だから……逆に練習したのかな。推せる）


・ただエリ、エリンちゃん!!

・初手噛んでるの本当に愛いとしい。ただエリ～



「皆様もおかエリ～、です。未いまだに慣れませんね、このような軽い挨拶は」


・照れてるの可愛すぎるだろ

・この挨拶いいよなぁ、何回でも言える。ただエリ



　キャラ作りは完璧。当の本人には緊張の色など全く見えない。

「本日は、私、加々宮エリンが……何な故ぜ鏡の国から現世に来たのかをお話しいたします」


・エリンちゃんのルーツ!!　鏡の国についても聞きたいな



　ルーツの話!!　それは俺も気になっていたところだった。

「まず、鏡の国で私はメイド養成学校に通っておりました。メイドを目指したきっかけは、私自身が素晴らしいメイド様に育てられた、という部分が大きいように思われます」


・メイド養成学校という、異世界だからこそのロマン

・いい人（？）に育てられたんだね……



「ただ、学校の成績は常に落第寸前で……何度退学の危機に陥ったか。加えて私は鏡の国では一般的な兎うさぎの獣人でしたので、成績不振も相まって典型的な落ちこぼれでしたね」


・今頑張ってるから!!　それが重要だよ、エリンちゃん!!



　いい設定過ぎる。応援したくなる要素満載だ。

　そして学校時代の話を長くなり過ぎない程度にした後、大きく息を吐いて続けた。

「……しかし、ギリギリの成績で間もなく卒業というところで事件が起きたのです」


・ざわ……さわ……

・事件……だと……？



「起きた、というよりは起こしたが正しいのですが。思い出すのもおぞましい……」

　演技ではあるものの、リアルでも思い当たる節があるのか顔を歪ゆがませる彼女。

「その、なんとか卒業出来そうだという喜びで校内を走り回っていたらですね。その衝動で学校にあった超高価な壺つぼを割ってしまい……。あまりにも多額の借金を抱えた結果、鏡の国よりも人が多い現世に出稼ぎに来させられたというのが真相です。はい……」

（なるほど、借金を抱えてるっていう部分はそこに落とし込むのか……。上手い!!）


・世知辛くて、異世界も大して変わらんのやなって……



「そして現世に追放された私は、バーチャルの配信を通して互いに助け合える最高の主従関係を捜している……というのが現状です。言うか言うまいか迷っていたのですが……」


・話してくれて嬉しいよ!!　収益化待ってる!!



　うん。リスナーは自分の推しの話を聞けるだけでも満たされるのだ。

「皆様、本当にありがとうございます……!!　エリンは、とても幸せ者──」

　と、彼女が安あん堵どの表情を浮かべた瞬間に配信にも聞こえる音量で何かが大きく鳴った。


・ん？　インターホンの音？

・俺達にも聞こえてるってことはエリンちゃんのとこか



「──!?　も、申し訳ありませんが少しだけお暇いとまを頂きます!!　少々お待ちを!!」


・いってら～待ってる～



　酷ひどく慌てた様子ですぐにミュートにして、バタバタと玄関の方に向かって行く。

　亜理紗さんの家は広くないので、マイクである俺には来訪者との会話が聞こえてきた。

「──げぇ!?　ちょ、ちょ、家まで来るのは聞いてませんってぇ!?」

（……ん？　何だこの慌てようは……？　届け物とかじゃないのかな……）

　焦り方が何かおかしい。誰が来たのか確かめる為ために更に耳を澄ませてみると。

「え、ここまでするのは稀まれ？　流石に返済の滞納が過ぎるので一度直接会ってお話を……そうですよねぇ!?　それはそうなんですが、今はちょっとまずいと言いますかぁ……」

（まさか……借金返済の催促か!?　このタイミングで来るのは事故不可避だぞ!!）

　そもそも催促に来るなんておかしな状況。そしてタイミングは幸か不幸か配信中。

　ここで俺の頭に一つの考えがよぎってしまう。今俺はマイクになっているということは。

（ミュート設定弄いじったりとか……出来るが!?　会話を配信に乗せたらバズるんじゃ……）

　俺がミュートを解除することによって借金取りとの会話を配信に乗せる。

　そんなことしていいのだろうか。頭の中で思考が取っ散らかってしまう。

「今日は一度お帰り頂けると助かると言いますか……。本当に都合が悪くて……!!」

（!!　やばい、グダグダ考えてたら終わる可能性がある!!　ど、どうしよう……）

　この千載一遇のチャンス。ともすれば何かを変えるきっかけになるかもしれない一手。

　選択を迫られて更に頭が混乱する。もうすぐにでも決めなければならなかった。

（あぁぁぁぁぁぁ、迷う!!　ここでミュートを解除したら全部終わっちゃう可能性すらあるんだぞ!?　今後もずっと俺は加々宮エリンの配信を見たい!!　でもそれ以上に、大きな成功を掴んでステップアップした姿も……。クソッ、いったれ!!　ミュート解除だ!!）

　一いち縷るの希望があるのならばやるべき。そんな亜理紗さんの信条を前に聞いた。

　敢あえて言うなら、全てを賭けたオールorナッシングだ!!　本当にごめんなさい!!


・ん？　ミュート忘れてないか？

・名前とか配信に入ったらまずいんじゃないの流石に

・なんか焦り方も変だったな……大丈夫か？

・鏡の国からの使者でしょ



（本当にやばかったら戻す……!!　お願いだから取り返しのつかない大事故になるのだけは勘弁してくれよ……!!　マジで大事故ったら亜理紗さんに会わせる顔が無い!!）

　コメ欄はざわつき始めているが、俺は違う理由で心がざわついていた。

　そして運命の亜理紗さんの第一声。配信に乗ってしまった彼女の素。

「いや、あの!!　本当に借金返済の催促無視してすみませんでした!!　後日改めてご連絡しますので、どうか今は勘弁してもらえませんか!?　後生です、一生のお願い!!」


・情けない懇願が丸聞こえだｗｗｗｗｗ

・クッソ事故ってるｗｗｗｗｗｗ

・ほ、放送事故だぁぁぁぁぁ!!

・これは痛恨のミュートミスですねぇ……

・借金話も全部マジなのかよｗｗｗｗｗｗ

・草

・こんなん草

・わろたｗｗｗｗｗｗ

・切　り　抜　き　確　定



（祭だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　リスナーのノリが良くて本当に感謝!!）

　そうしてコメント欄は大盛り上がり。誰もが事故を楽しんでいる。

「か、返す当てはあるので、もう一か月だけ待ってもらえませんか!?　これが成功すれば利息分までまるっとお返し出来ちゃうんで!!　へへっ、お願いしますよぉ……」


・三下ムーブ出ちゃってるよ

・これは流石に草

・どうしてこんなことに……？

・最高ｗｗｗｗｗｗ



「次は無い？　そりゃ勿もち論ろんですよ!!　あって堪たまりますか、二度もこんな状況が!!　ははっ!!　はい、はい……。本当にすみませんでした……以後気を付けます……はい……」


・最終的には笑う元気も無いの本当に笑う

・このリアルさは演技じゃない。仮に演技だったら末恐ろしい



　そこで対応が終わったのか、彼女はおぼつかない足取りでＰＣの前に戻って来た。

（問題はこの後……!!　亜理紗さんのリアクション次第で事故か伝説か決まる……）

「クソが……せめて配信中には来ないでほしかったって……空気ぐらい読め……。はぁ……。皆様、お待たせしました……。メイドがご主人様を待たせるなど言語道断──」


・戻ってきたｗｗｗｗｗ

・切り替えが早いｗｗｗｗ

・追い返してて草

・全部聞こえてたよ……



「──はひゅッ!?　み、ミュート出来てなかった!?　嘘うそッ、さっきの全部聞こえ……」

　コメント欄を見て血の気が引き、彼女は画面越しで分かるぐらい息を呑のんだ。

「え、えぇぇぇぇぇぇ!?　絶対ミュートしたってぇ!?　何で、何で!?　あぁぁぁぁぁぁ!!　終わった、あんなの聞かれたら終わってますがな!!　いや、本当に何でぇ!?　やだぁ!!」

（……俺は本当にやばいことをやってしまったんだな……。好奇心はメイドを殺す……）


・やっと気づいたｗｗｗｗｗ

・二重人格かよわろた

・祭だろこれはｗｗｗｗｗｗ

・これは流石さすがにおつエリ



「馬鹿、私の馬鹿!!　メイドでイキってるところ見られるのは本当に恥ずかしいが!!」


・心配するべきポイントがずれてて草

・とんでもない放送事故の方をまず心配してもろて



「そうか、放送事故か!?　取とり敢あえず全員消そう今の記憶を!!　今から一人ずつ頭殴りに行くから正座して待ってて!!　私がリア凸されたからリスナーもされようね!!　うん!!」


・うん、一回落ち着こうか

・壊れてて草



「優しく囁ささやけば分かるかな……？　今から三秒数えるから、それでぜーんぶ忘れようね」

（疑似ＡＳＭＲ!?　マイクに寄っただけだからそれを感じられるのは俺だけなんだが!?）

　ほぼ吐息まで感じられる距離まで口をマイクに近付ける。こんなの耐える自信が無い。

「はい三……二……一……。ゼロ!!　ゼロ!!　ゼロ!!　オラッ、全部忘れろお前ら!!」


・ゴミみたいな催眠音声で笑ってしまう

・迫真のゼロ連呼でもうダメだった

・忘れらんねぇよこんなのじゃｗｗｗｗｗ

・ゼロ連呼で耳ないなったわ



（内容は内容だったけど、流石に至近距離で推しの声聞くのは心臓が……。愛した……）

「まっずいこれは……!!　最終手段も通じないなら私に出来ることなんて何も……!!」


・取り敢えず一旦落ち着こうエリンちゃん

・これこそ放送事故なんだよなぁ……

・草が抑えられん



「そうですね。一旦お茶でも飲んできますので、好きにコメントしておいてください」


・うわぁ!?　急に冷静になるな!?

・この情緒のイカれ具合は大物の予感

・本当に突然メイドが現れて、正しくプロなんだなって……



　もうよく分からないことになってしまった配信。それでも止やめる気は無いようで。
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「──要点だけまとめますと、借金でもういっぱいいっぱいなのです私は」

　泣きそうになりながらお茶を飲んで。ようやく落ち着いていた。


・要点まとめられてえらい

・リアルの話だとは流石に思わなんだ……



「も、勿論鏡の国からのあれですよ？　鏡の国からの使者はなかなか執念深い奴やつ等らでしてね。あいつら本当に許せねぇですよなぁ？　皆様もそう思いますよね？」


・追ってくるのは当たり前なんだよなぁ

・全く悪びれてないのほんまｗｗｗｗ

・鏡の国が産み落とした悲しき怪物



「これで私が鏡の国にいられない理由が分かったでしょう？　逃げてるんです、実際は」


・実際は現実から逃げてるんだよなぁ



「ふふっ、上手いこと言ったおつもりですか？　ご主人様ポイント高めですねこれは」


・喋しやべり方かたは丁寧なのにふてぶてしさが増してて頭バグる

・謎のポイント制になってしまった配信



　改めて見ても事故後の対応力が本当に高い。最強だ、加々宮エリン。

「そうでした。これは配信最後に伝えようと思いましたが……加々宮エリン、遂ついに収益化の条件達成いたしました!!　遂にスパチャ解禁!!　色付きコメント最高でございますね!!　現在申請してますので。この配信の事故が収益化ポリシーに違反してたらさよならです」


・あまりにも際どいラインで何にも言えん

・おめでとうだけど、スパチャの意味合いが変わってきてるんよ



「恐らく、きっと大丈夫でしょう。メイド、最強ですからね。負ける気がしません」


・そのメイドに対する絶対的な信頼感は何なんだよ

・問題なのはメイドじゃなくて借金の方だろｗｗｗｗｗｗ



「全て壺つぼが悪いのです!!　あんな割れやすいところに置いていることこそ、本当の悪」


・その、言える範囲で良いんだけどお幾らぐらいの……？



「そうですね、五十億ペルムぐらいですか。そんなもん適当に置いとくなって話ですよ。因ちなみに現世の貨幣価値で換算いたしますと……良さげな新車が購入出来るぐらいかと」


・あっ……（察し）

・一円は大体五百～千ペルムぐらいと……



　この設定も作ってたんだろうな……。努力は嘘を吐かない。

「鏡の国は非常に健全な国ですので、一発逆転出来る手段が存在しないのもまた問題となっております。せめて、せめて……国営で競馬ぐらいはやっていてほしかった……!!」


・出ちゃってる出ちゃってる、本性が

・そうか、原因はギャンブルか……



「ギャンブル？　はて？　私は玉やメダルなどをお金と交換したことはありませんが？」


・知ってる!!　絶対知ってるよこのメイド!!



（やっぱギャンブルか!!　たまにそれっぽいこと言ってたもんなぁ……）

「一つ一つは小さな積み重ね……。それがいずれは大きなものになっていくのです。いいですか？　これはまだ勝ちの途中なのです。結局は壺が悪いのです……」


・いい話風にまとめようとするな

・つまりは負けまくったって話だよな、草しか生えない

・誤ご魔ま化かしは無用

・ギャンブルという名の蠱こ毒どくに負けた女

・最終的には壺（財源）が割れたのね……



「黙って聞いていれば言いたい放題ですね、ご主人様の分際で。奉仕やめましょうか？　そもそもチャンネル登録をしただけではご主人様になったとは言えないでしょう。そうですね、近いうちにメンバーシップでも作りましょうか。そこからが本当のご主人様道」


・今日の何ど処こに奉仕要素があったんだよｗｗｗｗｗｗ

・仮に見習いじゃなくても分際だけは言っちゃいけなくて草

・俺達はまだ登り始めたばかりなんだ、この果てしなく長いご主人様道をよ……

・この女、本性が知れてからどんどん付け上がって来るな



「そうでした、一つだけ忠告を。皆様は絶対に私の領域までは来てはいけませんよ……。少なくともご主人様達に無理だけはさせたくありません。本当に、この低みは辛つらいのです。だからこそ私は、自分の好きなコンテンツで最後まで頑張ろうと決めたのです……!!」


・声のトーンからしてもうガチなのが伝わる

・泣きながら笑ってる今

・どん底故の優しさ

・応援するよ!!　無理しない程度に!!



　俺もリスナーと同じ気持ちだ。マイクじゃ無ければ号泣していた。

「あ、鏡の国でも配信って流行はやってましてね？　ほら、現世の方がこのうさ耳はきっとウケるでしょう？　やべっ、ウケるとか言っちゃいけませんか、普通に口が滑りました」


・分かったから、もう分かったから!!

・いいよもうこのスタイルでｗｗｗｗ



「……これからもちゃんと加々宮エリンとして頑張るから見捨てないでね、ご主人様」


・急にしおらしくなるのやめてよ……こんなの投げたくなる……

・アカン、刺さった。スパチャあったらやばかった



（今月のバイト代消えるところだった!!　マイクでスパチャ出来なくてよかった!!）

「勿もつ体たい無ないことしましたね、これは……!!　最終兵器として取っておくべきでしたか」


・感情がジェットコースターのように揺さぶられる



「ふふっ、未熟なメイド故お許しを。これから成長していく見習いメイドですので」

（前よりずっと表情が生き生きしてる。これからの配信が益ます々ます楽しみだ）

「それでは盛大に事故ったことですし、本日の配信はここまでに致しましょうか」


・加々宮エリンの新たな一面が見れた配信だった

・今日の配信は確実に切り抜かれる、何なら俺が切り抜く



「切り抜きがもたらすのはバズか炎上か。この運うん否ぷ天てん賦ぷが、私の一番好きなものです。では本日もまた一人前のメイドに……近付けた気は全くしませんが。恐らく加々宮エリンの大きな分岐点になったと思われます。そしてご主人様達に、溢あふれんばかりの愛と感謝を」


・おつエリ!!　なんか応援したくなったよ

・こんなメイドが一人ぐらいいてもいい。おつエリ!!



「では、次のご帰宅は財布を潤わせてからでお願いいたします。おつエリ、でした!!」

　手を振って柔和な笑顔で。エンディング用の一枚絵を設定してしっかりミュートに。

「──あははっ、ミュート出来てないとは恐れ入った!!　ちゃんとしたと思ってたけど、マイクのトラブルか何かかな？　まぁ、君のお陰でなんか面白い状況になったよ!!」

　豪快に笑いながらも亜理紗さんは怪け我がの功名と言わんばかりにマイクを優しく撫なでる。

　こそばゆい思いをしながらも俺は、無む理り矢や理りにハイリスクハイリターンな展開に持ち込んでしまったことを反省していた。というか役得過ぎて感情が追いついていないが。

「春人君の言った通りだったね。Ｖの界かい隈わいっていうのは、思ってた以上に奥が深いよ」

（!?　俺がマイクになってること、バレてないよな？　話しかけてる風だけど……）

「さ、今日はもう寝よう!!　明日以降どうなってるかは明日の私に期待ってことで」

　切り替え早く、すぐにＰＣの電源を落としながらマイクの電源も同様に切る。

　自分で言っていたように、今日の配信はきっと加々宮エリンというＶの分ぶん水すい嶺れい。

　途切れ行く意識の中、俺は彼女が炎上だけはしないように精一杯祈り続けていた。




【本日のスパチャ額　￥０（収益化申請中の為ため）】
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　昨日の配信から一夜明けて。早くも切り抜かれた動画を私はチェックしていた。

「──うわぁ、テンパり過ぎでしょ私。普通にウケるし、これはバズるわ」

　複数の切り抜き動画が既に上がっていたが、その殆ほとんどが事故の場面を切り取ったもの。

　痺しびれを切らした消費者金融のリア凸。まさか配信中に来てしまうとは思わなんだ。

　その特異性も相まって配信翌日にして再生数は大きく伸びている。

　勿もち論ろんそれは切り抜きだけでなく、アーカイブも最高再生回数を記録していた。

「なーんでミュート出来てなかったかなぁ……。絶対にしたと思ったんだけど」

　そして幸か不幸かミュートをし忘れた（？）ことでその一部始終が配信に垂れ流れ。

　私は無事に『借金ＶＴｕｂｅｒ』という不名誉な称号を付けられていた。


・わざとだろこんなの、作った事故だよ

・どうせ借金も嘘うそでしょ。そんな奴がＶなんてやる訳ない



「まぁ、そう思われても仕方ない部分はあるか。でも借金はリアルガチなんだよ!!」

　バズってしまえば色々な意見が出てくるのがこの世の摂理。

　当然よく思わない人達もいる。むしろこの程度で済んでいるのが幸いだった。


・あまりにも見事な事故過ぎて草

・こんな逸材が埋もれてたんか。Ｖ界隈こえぇ

・素直に面白い。今度配信見てみようかな



「でも思ってたより肯定的な意見が多くてびっくり。凄すごいなＶリスナー……」

　しかし、コメ欄は想像以上に私の痴態に対して楽しさと面白さを見み出いだしていた。

　コメントの半数以上がそうなっていることに素直に驚く。

　一定数いる批判的なコメントもアンチという程ではない。

「次の配信……が勝負かな。きっと面白半分で見に来る人もいるだろうし」

　切り抜きは自分には収益は一円も入ってこないけども。

　賛否両論あるのを次の配信で全て賛に変えて見せたいところ。

『──か、返す当てはあるので、もう一か月だけ待ってもらえませんか!?　これが成功すれば利息分までまるっとお返し出来ちゃうんで!!　へへっ、お願いしますよぉ……』

「あははっ!!　やっぱ馬鹿みたいに焦ってる人見るの面白いな。まぁ、私なんだけど」

　折せつ角かくなので伸びているアーカイブで自分の痴態を見返して思わず笑みが零こぼれる。

　もし、この様子が配信に流れずにちょっとしたバズが起こらなかったら。

　自分に一体どれだけのプランがあっただろうか。

「バズっただけで終わらせるのは勿体無いよね、うん。命が懸かってるんだから」

　今後の方針などは決まっている。掲げる信条はオールorナッシング。

　ＶＴｕｂｅｒとして借金を返せなければ終わり。それ以外の選択肢なんて無い。

　借金返済でＶとして生きていくのか。はたまた大失敗で蒸発するか。興奮してしまう。




　　　　＊




「──こちらの銘柄でお間違いないですか？　申し訳ありません、かしこまりました」

（銘柄じゃなくて番号で言えと義務教育で習わなかったのかこの客は。ホイ卒め）

（とか思ってるのが笑顔の裏からでも伝わって来るなぁ……）

　事故配信の翌日、学校が終わって夕方からのバイト。

　当の亜あ理り紗ささんは不気味なくらいいつも通りだった。

「ありがとうございました、またのお越しをお待ちしております」

　落ち込む様子も見せず、されど舞い上がっているようにも見えない。

　俺も既に昨日の配信の切り抜きは確認しているからこそそれが不思議だった。

「亜理紗さん、最近何かいいことありました？」

「いいこと？　世の中にいいことなんて基本的には無いよ～」

　笑顔は笑顔なのだが、どうにもはぐらかされているような気がする。

「春はる人と君の方は、なんか複雑そうな表情してるように見えるけどな～」

「そ、そうですか？　いつも通りですけど」

「はい、言いい淀よどんだ～。悩みがあるならお姉さんに話してみなって……っと」

　そのタイミングでレジに複数の人間が並び、少しだけ間が空いてしまう。

　見透かされているようで気がそぞろになった俺は、そこで少しミスをしてしまった。

「!!　大変申し訳ありません、すぐに商品の方お取替えいたしますね」

　そしてすぐさま俺のミスに亜理紗さんがフォローを入れてくれる。

「ほら、春人君!!　ここは私に任せて君に出来ることをやるんだよ!!」

「は、はい!!　ありがとうございます!!」

　そしてアフターケアも完璧。何な故ぜこんな人が借金など抱えているのだろう。

　それから忙しい時間帯になり、亜理紗さんと会話が出来たのは上がるタイミングだった。

「──お疲れ、春人君!!　今日も労働はクソだったし大変だったね～」

「お疲れ様です。その、フォローして頂いて本当に助かりました」

「同期とはいえ私は大人だからね。青少年のミスをカバーするのは当然っていうか？」

　余裕そうにケラケラと笑う亜理紗さんを見て笑みが零れる。

　俺はずっとこの人のこういう部分に憧れていた。というか今は推してる。

「んで、なんか悩みで心ここにあらずだったんでしょ？　私で良ければ聞くよ？」

　ウキウキとした感情を全く隠さずに、心配よりも好奇心が勝っているように見える。

「その……また推してるＶＴｕｂｅｒについての話なんですけど」

「うぇい!?　加か々が宮みやなんとかだっけ!?　そ、そっか～それは是非聞いてみたいな～」

（てっきり学校で好きな子でも出来たのかと思ってたらまた私の話だったよ!?）

（自分の事となると急に弱くなるのに、思わず聞いちゃうのもこの人らしい……）

　余裕は消えて、亜理紗さんは明らかに動揺した姿を見せている。

「まぁ、簡単に言うと配信がバズったんです。恐らく本人が予期していない方向で」

「い、良い事じゃん!!　きっとこれからもっと人気が出るんじゃないかな～」

　そう、良い事なのは間違いない。だが俺が危惧していたのはその先のこと。

「それは嬉うれしいんですけど、それが原因で変わってしまったら嫌だな、と……」

「ん？　変わっちゃう？　っていうと……」

「上手うまく言えないんですけど、その、方向性を見失ってほしくないというか……」

「あー、インディーズの頃から推してたバンドがメジャーデビューして過去のファンとか置き去りにしちゃう、みたいな？　それは確かに古参からしたら悲しいかも」

「絶妙に的確な喩たとえ……。一ファンの意見ですけど、やっぱりいつも通りがいいなって」

　大きな成功があったことで元々の在り方が変わってしまうことが嫌だ。

　俺のその言葉を聞いて亜理紗さんは少し考えこむ素振りを見せている。

「なるほどね……。そうか、いつも通りでいいんだ……」

「亜理紗さん？」

「いやっ、こっちの話!!　大丈夫、きっと春人君の危惧してる状況にはならないよ!!」

　困ったように笑いながら亜理紗さんは荷物を持ち上げた。

「じゃ、またね春人君!!　悩み晴れるといいね!!」

「はい!!　悩みを聞いて頂きありがとうございます」

　そして亜理紗さんは急ぎ足で出て行ってしまう。

　上手くいけばいいな、という希望を抱えながら俺も帰途についた。




　　　　＊




「──あっぶねー、めっちゃ新規に媚こびようとしてたわー!!　自分を見失ってた!!」

　先日のバイトの時に春人君から聞いた意見がずっと頭の中で回っていた。

　そして様々な考慮を重ねた結果、そんな結論に至った。

「だってさぁ、滅めつ多たに無いチャンスじゃん。そんなの揺れるに決まってるよね」

　今回は一気に登録者数やリスナーを増やすチャンス。

　しかし、今まで支えてくれていたファンを捨てられるか？

　否、捨てられない。捨てていいわけが無いでしょ。

「っしゃ、今から配信やっちゃうもんね!!　早速配信予告ツイートっと……」

　ツイッターのフォロワーも切り抜き直後から三倍ぐらいに増えている。

　ということはきっと今日の同接は多いと思う。少なかったら泣く。

「借金バレはもう仕方ないとして……。メイドとしてちゃんとやろう、うん!!」

　大半が面白がっているのは、私が多額の借金を抱えているという部分だろう。

　しかしあくまで『加々宮エリン』は鏡の国のメイドうさぎなのだ。

　求められているのは事故った直後に見せた、借金を抱えたメイドの姿。

「遂ついにこれを開ける時が来たか……ライバーの玩具おもちや、パンドラボックス」

　開設はしていたものの今まで一度も使えなかった無用の長物。

　知名度に比例して多く届く甘い餌。きっと今この中ではクソが煮詰められている。

　そして配信サイトを開いて、あることをチェックする。この前申請した例のあれだ。

「っし!!　無事に収益化申請通ってる!!　これで私の正しさが証明された!!」

　遂にスパチャ解禁。それを多くもらえる配信をしようとも。

　そんなもの知るか、と言わんばかりにいつも通りにやっていこう。

「加々宮エリン、再出発!!　変化じゃなくて進化したメイドを見せる!!」

　自分に強く言い聞かせるように、そう宣言した直後にマイクのスイッチをオン。

　今まで応援してきてくれたファンも、新たに来た観客も全て取り込んで見せると。




　　　　＊




　急に意識が無くなるの本当に勘弁してほしい。

　切り抜きがあった二日後の夜、まさかのゲリラ配信。


・ゲリラ配信!?　今日は何やるんだろ……

・てっきり暫しばらく配信休むのかと思ってたわ



　熱心なリスナーは既に待機中であったが、ほぼ全ての人が虚を突かれていた。

「──おかえりなさいませ、ご主人様!!　実は鏡の国からやってきてなくて、追い出されていた見習いメイドの加々宮エリンです。皆様のご帰宅、お待ちしておりました」


・草。ただエリ!!

・開幕からぶっこんで来たな、ただエリ～



「おかエリ、でございます。皆様、もう切り抜きの方はご覧になりましたか？」


・見たよ～何回見ても笑えるわあれ

・切り抜きから来ました

・あの慌てようを見た後だと澄ましてる今に違和感が



「ありがとうございます。切り抜きもですが、アーカイブも是非。私にお金が入ります」

　ニッコリと笑顔で初手からアクセル全開。事故直後から何も変わっていなかった。


・ん？　お金が入る？



「勘のいいご主人様は大好きですよ。コメ欄の左下をご覧ください」


・す、スパチャ解禁だぁぁぁぁ!!

・きちゃぁぁぁぁぁ

・まだだ、まだ投げないぞ……



「皆様のご支援、心よりお待ちしております。全て借金返済に使わせていただきますので。というかこれは恵まれない私を救う手立てですよね。実質募金なのでは？」


・その言い方はどっかに寄付するやつなのよ

・自業自得だろがｗｗｗ

・そうだね、（ギャンブル運に）恵まれなかったね……



　ほぼ全てのリスナーが収益化を喜んでいる。スパチャはまだ飛んではいないが。


・どうせ借金とか嘘うそなんだろ

・出たよ乞こ食じき。恥ずかしくないの？



　そして来ているアンチの方々。人の足しか引っ張れないのかこの人達は。

「さて。本日は皆様から頂いたマシュマロにご回答出来れば、と思っております」

　しかし、彼女はそのようなコメントには取とり敢あえず安易に反応しなかった。

　加々宮エリンの配信では初めてのマシュマロ。果たしてどう捌さばいていくのか。

「『ファンネームとか決めないんですか？』なるほど、確かに決めていませんでしたね」


・無難にご主人様でいいんじゃ？

・もしくは旦那様とか

・メイドならリスナーの呼び方はそうなるよな

・ぶっちゃけ他に思いつかないよな



　元々ご主人様と呼んでいた中で、彼女はコメントを見て少しだけ首を捻ひねった。

「……では、連帯保証人は如何いかがでしょう？　特別感もありますよ」

（確かに今までに無いけどさぁ!!　しかも今までで一番いい笑顔だ!!）


・ふざけるなｗｗｗｗｗｗｗｗ

・絶対嫌で草

・正気かよこの女……

・俺達に払わせる気満々だぞこいつｗｗｗｗｗ



「ご主人様になるなら、私の重荷も背負っていただかないと……。私の配信に来ていただいた以上、ご主人様になって頂くのは確定ですので文句を言われましても……」

　全く悪びれずにリスナーを借金に巻き込む女。第一印象がそれでいいのか。


・解雇だ!!　解雇!!

・何で雇われてる側が強気なんだよ

・そういうのはこっちが決めるもんなんだよなぁ



「では、連帯保証人はなりたい方だけということで。そちらの契約内容は概要欄に」


・メンバーシップを地獄の溜たまり場ばにするな

・特典がほぼ無くて草。マジで金払うだけの存在なのやばいな



　借金返済への協力が特典なのはやっぱりおかしい。そこがいい。

「次です。『あの事故は狙ってやったんだろ？　騙だまされないぞ』ほう……？」

（さっきのは偶然見てなかっただけか!?　そういうの触れちゃ荒れる要因に……）

[image: ]


・荒れる荒れる!!

・気になってはいるけどあまりにストレートで草

・こんなクソマロ拾うなよ……

・仮にそうだったとしても推すよ、俺は



　そしてコメ欄は少しだけ熱を帯びていく。これ上から順に適当に拾ってるな、多分。

「真摯にお答えいたします。あれはラッキーでしたね!!　素晴らしかったです。いつかは話そうと思っていたのですが、普通に話すよりも信しん憑ぴよう性せいが増しましたので」


・回答になってねぇよ

・誤ご魔ま化かすな



「そうですか？　どうせ『あれは本当だ』と言っても結局は悪魔の証明にしかなりませんし。なので素直な感想を述べさせていただきました!!　とっても正直者なメイドです」

（ふてぶてしい!!　けど、こういう回答としては満点のような気が……？）


・目から鱗うろこで草

・結局はいたちごっこになるもんな

・信じてほしいと言われるよりも信じられる謎

・そうか、そういう返しもあるか……

・嘘でも面白いから別にいいや

・正直ではあるがこの世全ての悪には変わりない



「流石は私が見込んだ優秀な連帯保しょ……いえ、ご主人様達ですね」


・あぁ、分かったよ!!　なればいいんだろ!?

・これほぼ奴隷契約だよな



「付け加えるのなら、信じるか信じないかは貴方あなた次第です。Ｖとはそういうものでしょう？　そして私はどこまでも本気です。本気で配信で借金を返して、鏡の国へ帰ります」


・￥１２０　エリンちゃんを信じるよ代

・￥５００　心ばかりの支援



「!!　……ッ。ありがとう、ございます……っ!!　色が、色が付いております……!!」


・この額でここまで喜ぶの推せちゃう……

・赤スパ貰もらったぐらいのテンションで草



　そして初めてのスパチャが飛んできて感極まる。明らかに声が震え、目が潤んでいる。

　クソッ、俺が最初のスパチャ投げたかった。もう一生投げられないけど。

「大事にします。大事に大事に、今週の競馬に賭けさせて頂きますね……!!」


・ふｗざｗけｗるｗなｗ

・こんなんじゃもう俺、投げたくなくなっちまうよ……



「流石さすがに冗談です。今週はＧ１無いですし」

（あったら使ってたんかい!!　本当にこの人はぶれないな……）

　コメ欄でも同じような反応が多い。しかし、この発言でアンチも再燃。


・結局スパチャ乞食かよ

・本気で借金返す気あるん？



「え？　これは今月のお給料ですよ。見習いとはいえちゃんとメイドですから。そもそも、リスナーがご主人様である以上は従者に賃金を支払うのは当然の話では……？」


・仮にそうだとすれば労基に訴えていい額で草

・開き直ったぞこいつ……

・もうここまで来ると清すが々すがしいよ

・まぁ、労働は労働だしな……



　変に言い訳をせずに正論かつ面白く返す。そして何にも偽ることなく媚こびない。

　言い返す言葉が無いのか、コメントをした人は一様に黙りこくってしまっていた。

「では次のマシュマロです。『鏡の国に帰ったら何をしますか』、とのことです。そうですねぇ、やりたいことは沢山ありますが、もう二度と壺つぼには近寄りたくありませんね」


・どうせまた壺割るんだろ

・戻って来い、壺割って戻って来い……



「割ってたまるか!!　……おっと、少しばかり素が出てしまいました」


・はい、減給

・言葉遣いがなってないね、見習い

・もう二度と借金したくない気持ちが前面に出てて草



「これは私が悪い。初見の方に説明いたしますとですね──」

　これ幸いに彼女は簡潔に何な故ぜこの世界に来て配信をしているのかを説明していく。

「──という訳で、軽率に高額な壺を置いた奴やつの家に大量の野ウサギを放ちます」


・どういう訳で??

・復ふく讐しゆうの仕方がメルヘン



「飢えた野ウサギは怖いですよ。そう、当時の私のように……」


・何があったんだよｗｗｗｗ



「一日おにぎり二個、たくあん無し」


・やめろ……もうやめろ!!

・マジもんの怖い話じゃん草

・飢えが怖いという話にすり替わってて草

・常人がノータイムで出来る返しじゃないんよ



　そうしてそういえばウサギだったなと皆が納得していく中、サクサクと進めていく。

「『どうしてそんな風になっちゃったんですか』真面目に頑張ってきたからです」


・エリさんマークの引っ越し屋了解



「というか酷ひどいマロですね……。私は昔からこうでしたよ!!　まったく……」


・それこそ問題だろ

・誰だこいつを育てた奴は!!　出て来い!!



「素晴らしい人格者でしたよ。本当に、凄すごく、いい人だったんですけどね……」


・あっ……



（急にデリケートな話題……!!　これはやばいか……？）

　このままだとコメ欄がお通夜みたいな雰囲気になってしまうかもしれない。

「はい……。金の切れ目が縁の切れ目とはよく言ったものです」


・もういいよ……

・うん、心配して損したわ

・吐き気を催す邪悪

・この……ッ、馬鹿野郎がぁ!!

・カス

・流石さすがに草

・本当にどうしてこんなことに……



「まぁ、流石に冗談です。スパチャの代わりに石投げるのはやめましょう？」

　心配して損した。丁寧さの裏にこのクズさ、癖になってしまう。

「『地下労働でもしたらどう？』ここだけの話、一歩手前まではありました」


・え、本当に？

・キンキンに冷えたビールあった？

・あってたまるかｗｗｗｗ

・事実は小説より奇なり



「昔……鏡の国の隣にあるギャンブルが盛んな国で一文無しになった時にですけどね。あれは本当に参りました……。なんとか拙い外国語を駆使して得た路銀を全額ベットした賭けで、奇跡的に帰りの交通費を得ましてね。あの時もし負けてたら、と考えると……」

　そこで一旦言葉を区切ると、彼女は満面の笑みを向けてきた。

「興奮しますよね。やっぱり時代はオールorナッシング、赤選んでよかった……」


・怖い、怖いよこのメイド!!

・すまないがうちでは手に負えそうにない

・とんでもない修羅場潜くぐってて草

・リアルで運命のルーレット廻まわしてるやつ初めて見たわ

・選んだのがルーレットっていう運うん否ぷ天てん賦ぷなのが本当にこわい



　本当か嘘うそかの体験談を聞いて、面白がるよりも既に引き始めているリスナー達。

　気付けば同接は千人を越えている。最高記録だ、これはお祝いだ。

「『エリンちゃん好きです!!　応援してます!!　リカ　七歳』匿名サービスとは？」


・女児からの応援を蔑ないがしろにするな

・どうせ中身はおっさん



「ふむ……。リカちゃんは毎月どれぐらいお小遣い貰ってるんですかね？」


・おい、嘘だろ……？

・それだけはダメだろｗｗｗｗｗｗ

・老若男女平等

・絶対にやっちゃいけなくて草

・追い詰められてんなぁｗ



「とにかくリカちゃん、応援ありがとうございます!!　間違ってもこんな大人になってはいけませんよ。私の良くない部分を反面教師にしてすくすく成長していってください」


・大人ですら反面教師にするレベルのＶ



「またまた、ご冗談を。私はまだ五回も変身を残していますよ。そして私の借金額は一千万超です。勿もち論ろんフルパワーですので、ご安心を。本邦初公開です」


・あっ……あぁ……

・このＶ界かい隈わいを壊す!!

・本当に良かったよ、フルパワーで

・想像以上に額が多くてわろた



　ネタに合わせて借金額を公開。というか一千万は普通にやばいてぇ……。


・￥１２０　せめてもの気持ちです……



「お給料、ありがとうございます!!　雨垂れ石を穿うがつ、塵ちりも積もれば……塵は良くないか。では金も積もれば山になる、ということで。……!!　山買いましょうか、山」


・何で!?

・もしかして脊髄で喋しやべってる？

・山買って何するんだよ、借金返せｗ



「猟師として生計立てるのも悪くないと思いまして。儲もうかるらしいですし」


・お前は狩られる側だろ、見習いメイドうさぎ



「良かったですね画面越しで。私もご主人様を撃つのは本意ではありません」


・どこに沸点があるか分からない女

・もう猟師になった気でいる女

・メイドすらちゃんとやれてないのに転職しようとする女

・一緒に死体を山に埋めてくれそうな女



「ふふっ、たくましいご主人様が沢山ご帰宅なさられていて私は満足です」

　散々な言われようだが当の亜理紗さんは笑顔だった、何なら一番嬉うれしそうまである。


・煽あおりに対しても無敵で草

・そりゃバズるわ……納得した



「それでは本日はここまでに致しましょうか。他のマロは全て燃やします」

　ゲリラ配信ということもあって時間は一時間ちょいと短めだった。

「最後にお給料を振り込んで頂いたお優しいご主人様のお名前をお呼びいたしますね」


・その言い方はズルいだろｗｗｗ

・クソが……ブラックご主人様扱いしやがって……

・こうして罪悪感を植え付けてくるのほんま草



「次の機会にご期待してますよ。お給料はあくまで気持ち、ですからね。では──」

　ワイワイとコメ欄と盛り上がりながら、彼女は名前を読み上げていった。

「──本日もまた一人前のメイドに近付けた気がします。お給料も貰えましたからね」


・おつエリ!!　今日も楽しかったよ

・思ったより面白かった。また来ます

・次はお給料振り込もうかな。おつエリ



「では皆様おつエリ、でした!!　またのご帰宅、心からお待ちしております」

　そして配信を消す。ふぅ、と大きく溜ため息いきを吐いてから彼女は満足気な笑みを浮かべた。

「うん、これだね。丁寧に、自然体で、私が喋りたいことを言う。これでいいや」

　事故以降の自分の配信スタイルが確立した。それは初期からも大きくぶれていない。

　キャラを守りながらも自分のやりたいことを前面に押し出して。欲を出し過ぎず。

　そして何よりも丁寧さと見事に共存したふてぶてしさとクズさを誰も止められなかった。

「楽しかったなぁ。……お父さんとお母さんも、あっちで見てたかな」

（!!　やっぱり、配信ではああ言ってたけど本当は親御さんとは死別して……）

「執しつ拗ようにお金無心し続けて以降絶縁されてるけど、元気にやってるといいな!!」

（ふざけんなよ!!　そういうことは配信で言え!!　言ってたか、言ってたわ）

　結局素でも配信でも喋しやべり方かたが変わるだけでそんなに変わることはないらしい。

「さーてこれからだ!!　加々宮エリンはもっと伸びる!!　知らんけど!!」

（俺もそう思います、亜理紗さん。今日の俺、何もしてないけど!!）

　特等席で配信を見ただけだった。というか基本的にはその方がいい。

　何も無ければそれで。ただただ楽しむ推しを見れるだけで他には何もいらなかった。

　そして今日もマイクの電源は落とされる。楽しい時間はそう長くは続かない。

　本人も言ってたように、これからが勝負。全然スパチャ投げられてなかったしね。




【本日のスパチャ額　￥７４０（実際に収益となるのは七割程度）】







[image: 配信外１『平凡な男子高校生の俺が推しのマイクになったワケ』]




『──皆様のおかげで一人前のメイドに近付けた気がします。おつエリでした!!』

　とある休日の偶然。いや、或あるいは必然的な出来事だったのかもしれない。

　三み樹き春はる人と、十七歳。好きなものはここ数年はＶＴｕｂｅｒの視聴。

　ミーハーな自分は基本的には流行はやっている大手のＶＴｕｂｅｒを見続けていたのだが。

『そしてご主人様への愛と感謝を。またのご帰宅を心よりお待ちしております』

　そんな中で、他のＶを見ていた時におすすめに出てきた一人のＶがいた。

　名前を『加か々が宮みやエリン』。個人勢であり、うさぎの見習いメイドというキャラ設定。

　そしてなんと今日が初配信だったらしい。その割には落ち着いていたように見えた。

「飛びぬけた個性は無いけど……落ち着いて見られるし次の配信も見てみようかな」

　黎れい明めい期きから沢山のＶの配信を見てきたが、推しという推しはいなかったこともあり。

　今なら古参のファンを名乗れるという魅力もあり、彼女を推すことに決めた。

「そういや次の配信いつなんだろ……。ツイッターフォローしておくか……」

　早速加々宮エリンのツイッターをチェックすると、一つの事実に気付く。

　どうやら基本的には夜に定期的に配信するようで、次の予定は今日の夜だった。

　まさかの二回行動。初配信の日ということもあってか、気合が入っているようだ。

「次はリアタイで見れないのか……。まぁ、アーカイブあるしそれで判断してみよう」

　しかし、今日は夕方からバイトが入っている。

　予定が合わないのでは仕方ない。テンションがた落ち。

「うわー、行きたくないなぁ……。面倒だけど行くしかないのか……」

　そこそこにスパチャを投げるということもあって、バイトでお金を稼ぐのは必須。

　単純なコンビニでのバイトで面倒だが、そのバイトの中でも一つだけ楽しみがあった。

「!!　今日は亜あ理り紗ささんとシフト被かぶってないのか……。最悪だ……」

　オープニングスタッフとして入った際に、同じタイミングで入ってきた一人の女性。

　五つ年上の新あら垣がき亜理紗さんという女性に、俺は少しだけ憧れを抱いていた。

　大人として余裕があり、俺のような子供にも優しくしてくれる部分もそうなのだが。

　何よりのらりくらりとしながら仕事が出来るのが凄すごい。本当に尊敬している。

　しかし今日はその亜理紗さんとも被っていない。なんともつまらない日になりそうだ。

　そうして俺は重い腰を上げてモチベの上がらないバイトに向かったのであった。




　　　　＊




「──うーん、もう少しゆっくり喋った方がいいかな。自己紹介とかも……」

（……あれ？　さっきまでバイトしてた気がするけど何が起きたんだ……？）

　いつも通り適当にバイトをこなして、早く終わらないかとか考えていた。

　急に意識が混濁したところまでは覚えている。ギリギリ休憩には入れたかどうか。

　気付けば身体からだが全く動かせない。なのに何な故ぜか意識ははっきりしている。

「一日二回の配信ってどうなんだろ……お昼に来てくれた人は来てくれるかな？」

　そして何やら声も聞こえる。聞き覚えのある、今日も聞いた声だった。

　聴覚は正常、ということは目はどうか。というか俺は今どういう状況なのだろうか。

　どうやら視覚も正常なようで、俺は見慣れない部屋の中にいることが分かる。

　視点は高くは無いが低くも無い。周りも見渡す中で俺はあることに気付いた。

（!!　は？　亜理紗さん……？　何故か俺の目の前に亜理紗さんがいる……!?）

　その姿を見間違える筈はずも無い。俺が密ひそかに憧れている新垣亜理紗その人。

「緊張したけど配信って楽しいな～。思い切って始めてみて良かったな」

（はい、完全に声まで亜理紗さん。幻聴だとしてもどうなってんだ一体……）

　自分が置かれている状況は全く分かっていないが、一つだけ分かったことがある。

　今聞こえている声は、喋り方こそ違うが今日の昼に聞いた声と同じだった。

「一回練習しとこ。……加々宮エリンと申します。本日も一人前のメイド目指して──」

（は？　え、え、嘘だろ？　加々宮エリンの中の人が、亜理紗さん……!?）

　頭がどうにかなりそうだった。それが知れた事実も、それを知れているこの状況も。

　何もかも分からない。今このタイミングにも彼女は俺に向かって声を発している。

　あまりにも突飛な状況過ぎて理解が追いつかない。俺は一体どうなってるんだ？

「──そろそろ配信始め……ってやばっ!?　めっちゃバイト先から電話来てる!?」

　電話が来たことによって彼女は一旦手元の機械を操作し、マイクの電源を切った。

（またこの感覚……!?　さっきと同じで強制的に意識が持ってかれるような……）

　その瞬間にまた意識が混濁し始める。訳も分からないまま俺は意識を一旦手放した。




「──君!?　三樹君!?　大丈夫かい!?　生きてる!?」

「……はっ!?　ここは……？　店長……？」

　もう一度意識を取り戻した時には、俺はバイト先の休憩室の床に寝転んでいた。

　恐る恐る顔を上げるとお世話になっている店長が俺の背中をゆっくり叩たたいていた。

「!!　良かった、急に意識が無くなったから……」

「す、すみません……。俺にも何が何だかよく分からなくて……」

　俺は夢でも見ていたのだろうか。それにしては鮮明に先程の記憶が残っている。

「……俺、どれぐらい意識失ってました？」

「五分くらいかな……。ともかく休憩中で良かったよ、今日はもう早退していいからゆっくり休みな。さっき新垣さんにヘルプ頼んだし安心してくれて大丈夫だから」

「あ、ありがとうございます。お言葉に甘えて今日は失礼します……」

　すぐに帰り支度をして、俺はバイト先をそそくさと後にした。

　約五分の失神。体感時間ではあの夢のような出来事を体験した時間と同じだった。

　まさか、とは思うが。あれがもし現実の事であったらとツイッターを確認すれば。

『申し訳ありません、所用により本日夜の配信は中止いたします……』

　三分ほど前に加々宮エリンのツイートにはそのような内容が記されていた。

　夢で見た内容と繋つながる。配信を始めようとしたタイミングで確か電話が来ていたような。

　店長が言うには亜理紗さんにヘルプを頼んだらしい。偶然にしては出来過ぎている。

「あ、亜理紗さんからラインも来てる……。『春人君、急に気絶したらしいけど大丈夫だった!?　ヘルプのことは気にしなくていいからゆっくり休むんだよ!!』って……」

　なんていい人なのか丁寧にお礼を返して、俺は一旦スマホを仕し舞まって息を吐いた。

「……状況を整理しよう。加々宮エリンが亜理紗さんで、俺はそれを何故か見てて……」

　とにかく夢では無い事だけは確か。あまりに現実とリンクし過ぎている。

　そもそも俺はどうなっていたのか。覚えているのは、亜理紗さんがマイクの電源をオフにした時に意識が遠くなったこと。その事実を踏まえるのなら、答えは一つだけ。

「え、まさか俺マイクになってたのか……？　加々宮エリンが配信する時の……」

　あまりにも突拍子の無い結論だが、そう考えると全ての辻つじ褄つまが合ってしまう。

　やけに近い声、電源とリンクした俺の意識、机の上に置かれていたような感覚。

「ははっ……馬鹿か俺は。そんなこと現実に起きる訳無いだろ」

　思わず乾いた笑いが零こぼれる。そんな小説や漫画のようなことが起きる筈がない。

　次の配信は明日の昼らしい。日曜日ということもあって、その時間はフリーだった。

　そのタイミングでまた同じことが起きたら……と考えてしまう自分がいた。

「無い無い!!　Ｖ見過ぎて頭おかしくなっただけだわ、はははっ!!」

　有り得ないと思いながら、そう笑い飛ばしている頭の中で。

　一応、今後のシフトは亜理紗さんと被かぶせようと俺は決意したのであった。







[image: 配信３『このＡＳＭＲはいずれ万病に効くようになる』]




「──あれ～おかしいな～？　ぜ、全然収益入ってこないぞ～？」

　切り抜きによるバズ、その直後にやった配信も大成功。

　実際に登録者数もアーカイブも順調に伸びている。

　なのに思ってたよりもスパチャが来ない。畜生、やっぱり媚こびるべきだったか。

「バイトもあるし、定期配信を週三、四でやるのが今のところ限界なのがなぁ……」

　バイトはあくまで最低限の生活費を稼ぐ為ためのものであり。

　このままでは一向に借金を返せないクソみたいな状況になってしまう。

　何かしら手立てが必要だと私は必死に無い頭を動かしていた。

「そうだ……!!　深夜になら毎日出来るんじゃないかな!?　自律神経と健康をベット!!」

　毎日配信することでちょっとでも収益を得るチャンスを増やす。

　じゃ、今日はお休み。明日から毎日やるなら今日は身体を休める時。

　となれば趣味のＶＴｕｂｅｒ視聴か、ネットサーフィンにでも興じるのがいいよね。

「……お、密林でセールやってるじゃん。しかも配信者応援セール!?」

　金が無いと言っているにも拘かかわらず見てしまうのがこのサイト。

　そしてこういうタイミングで魅力的なセールをやっているのだから泣ける。

　マイクやオーディオインターフェースなどが盛り沢山ある中で。

「こ、これは……私が手を出していいものなのか……!?」

　ひと際目を引いたのはマイクの中でも、所謂いわゆるバイノーラルマイクという種類のもの。

　まるで耳元で囁ささやかれているかのような錯覚に陥るそれは、私の大好物だった。

「ぐへへ……愛あい野のキリカさんのＡＳＭＲで何度睡眠導入したかっていう話よ……!!」

　自分がＶにハマったきっかけでもある、まさしく神秘的な領域であるトップＶ。

　その人と同じレベル、とまではいかなくともこういう時にこそ始めるべきかもしれない。

　しかし値段の方を見やれば結構値が張り、性能が良いものは十万円近くする。

「……。今の状況で更に投資は出来ない、よねぇ……」

　そもそも初期投資の段階で結構な額を使った。まともに収益を得られていないこの状況下で更に金を浪費するというのはもうギャンブラーではない。単純に頭が悪い。

「まぁ、限界までマイクに近付けばそれっぽくなるか!!」

　すぐにツイッターを開いて、明日から毎日深夜に配信すると告知。

　配信の内容は『見習いメイドうさぎの添い寝ＡＳＭＲ』。なんと背徳的な内容か。

　そうそう無いぞ、メイドと添い寝出来るシチュエーションなんて。

　しかもそれを毎日ときた。正直私なら四日目あたりで飽きてしまう自信がある。

「早速今のうちに台本作っておこ。例えばこんな台詞せりふだったら──」

　こういう準備をしている時が一番楽しい。それを私は今週思い知ることになるのでした。




　　　　＊




「──いらっしゃいませ～……。こちら温めますか～……？」

「え、これアイスですけど……」

　亜あ理り紗ささんが加か々が宮みやエリンとして毎日配信すると宣言してから既に七日目。

　今日ほど亜理紗さんの顔が死んでいる日は記憶に無かった。

「亜理紗さん、相当眠そうですけど大丈夫ですか……？」

「そう言う春はる人と君こそ寝不足っぽいけど～……？」

　加々宮エリンが毎日深夜に配信しているということは、つまり俺も寝れてない訳で。

「……夜はちゃんと寝た方がいいですよ亜理紗さん」

「いや、思い知ったよね……。歳とし取ると寝不足が直じかに身体に来るって」

　上手いこと客のいないタイミングを見計らって会話を続けていく。

「歳って……。まだ全然若いじゃないですか」

「ふぐっ……。それはね、春人君がまだ華の十代だから言える台詞なのだよ……」

「そ、そういうものですか……？」

　二十二歳はまだ全然若いと思うがどうなんだろう。

　そしてあんまり働いていない頭と疲ひ労ろう困こん憊ぱいの身体からだで仕事をこなしていく。

「二人共休憩入っていいよー」

「あ、はい。ありがとうございます」

　そして同じタイミングで休憩が入る。店長の粋な計らいで一緒にしてもらっていた。

「──はっ!?　私、もしかして一瞬寝てた!?」

「はい。それはもう、見事に」

　珍しく話しかけてこないと思ったら、どうやら数秒だけうたた寝していたようで。

　この会話をしている瞬間にも、亜理紗さんの瞼まぶたは今にも落ちそうになっている。

「なんだってそんなに寝不足なんです？」

「え？　そ、それはその……」

　勿もち論ろん俺はその理由を知っているが、敢あえて聞いてみる。

　なんというか夢を壊さないように配慮しているのがよく分かった。

「……女性に寝不足の原因聞くのは失礼だよ春人君!!」

「えぇ!?　そ、そうなんですか……？」

「そうだよ!!　年齢と寝不足、これは女性に聞いちゃいけない二大巨頭だから」

　そもそも年齢に関しては自分から言及していなかっただろうかと思いつつ。

「春人君こそ何でそんな感じなの？　……また推しのＶが原因？」

「はい。最近深夜に毎日配信してるみたいで……見れる日に見てたらこうなりました」

（う、うわー!!　うら若い学生にＡＳＭＲ聞かせるとか普通に犯罪だよ!!）

　恐らくそんなことを思っているであろう表情が隠し切れていない。

　これで全くバレていないと思っているのだから、こちら側は本当に面白い。

「でも今日で一旦終わるみたいです。なので心配しなくて大丈夫ですよ」

「そっかそっか。ち、因ちなみに加々宮エリンさん？　の深夜配信は楽しかった……？」

（これを我慢出来ずに聞いてくるからこの人は破滅したんだと思うなぁ……）

　もしかしたらバレるかも、みたいなリスクリターンの計算が出来ていない。

　この欲望への忠実さは良いところでもあり、悪いところでもあるのだ。

「もう最高でしたね!!　内容は伏せますけど、とにかくいい経験でした」

「そんなに良かったんだ!?　わ、私も推してみようかなぁ!!」

「是非。きっとこれからもっと伸びると思います。一ファンの戯たわ言ごとですが」

　俺のその言葉を聞いて亜理紗さんの口角は徐々に上がり始めていた。

　やはりそれだけ評価してもらえるのは嬉うれしいのだろう。

（だ、ダメだ……まだ笑うな……。バレたら本当に終わる……）

（面白いから見なかった振りしとこ。身バレは流石さすがに嫌だろうし）

　そうこうしている間に休憩の時間も終了。眠い目を擦こすりながら仕事場に戻っていく。

　こうして二人で休憩中に『加々宮エリン』の話をするのも恒例になってきていた。

「今日で聞けなくなるのも惜しいな……。続けられたら心が持たないけど」

　寝不足なのを加味しても加々宮エリンのＡＳＭＲは本当にいい文明だった。

　とにかく今日の深夜が最終日。一体どんな配信になるのだろうか。




　　　　＊




「──効かない……!!　エナドリが効かない領域まで来ている……!!」

　時刻は既に天てつ辺ぺんを越えて一時過ぎ。眠過ぎて本当にワロタ。

　多分寝てしまったら昼まで寝る。そのまま永眠まで見えている。

　正直バイトの最後の方の記憶は無く何回か箸を入れ忘れたかもしれない、すまない。

「翼を授けてくれるとか嘘うそじゃん、完全に翼もがれてるよ今」

　エナジードリンクすら効かない現状で、頭はもう完全に壊れてしまっている。

　一週間ぐらい寝不足でも余裕でしょ、と高を括くくっていた自分を殺したい。

　しかもリスナーすら寝不足に巻き込んでいることを今日改めて知ってしまった。

「やっぱＡＳＭＲって最強なんだ……。やる方は何度も寝そうになってるけどさ」

　メイドと添い寝というシチュエーションなだけあって寝落ちしに来る人が多い中で。

　私だけは配信が終わるまで寝れないという、なんとも恐ろしい苦行。そもそもメイドがご主人様より先に寝るなとかいう正論は受け付けていない。私もメイドと寝たいんだ!!

「あー、なんか眠気でイライラしてきた……。ダメだ、このままじゃ寝ちゃう……」

　なんとかして配信時間までに楽しい事でも考えよう。楽しい事楽しい事……

　やはり私の人生で最も楽しかったことはギャンブルだ。

　キレた日もあった、泣いた日もあった。それでも勝った時のことが忘れられない。

　脳汁が出るその瞬間を生きていたい。ドバドバの脳内快楽物質で生きている。

　ぶっちゃけ良くない思い出の方が多いのは、借金額を見れば、ね。

　ここまでモチベーションが無い配信も初めて。なんとか最終日、乗り切って見せよう。




　　　　＊





・あれ、もう二時過ぎてるが……

・寝落ちかな

・流石に一週間連続でこの時間はしんどかったか



　二時を五分ほど過ぎた辺りでほぼ寝かけていた意識が急に引き戻されて移送された。

　どうやら慌ててマイクのスイッチをオンにしたようだった。待機所のコメントはもう寝ていると予想していたが、ギリギリで間に合ったらしい。ここでようやく声が入る。

「──ふわぁ……。皆様、お待たせしてしまい大変申し訳ありません……。鏡の国から追い出された経歴を持つ、唯一無二の見習いメイド加々宮エリンです……ねむ……」


・あまりにもふにゃふにゃで草

・ただエリ!!　今日も寝に来たよ～



「おかエリ、です……。この時間にご帰宅とは、実に良いご身分ですねぇ……」


・五分程締め出されたんだよなぁ



「物思いに耽ふけっていたらですね、うっかり家の鍵を開け忘れてしまい、ふわぁ……」

　これまで以上に眠そうな様子を見せながらも、きちんとコメントを返していく。

　一度大きく欠伸あくびをかますと、両手で頬ほおを叩たたき、その音も配信に乗る。

「……今日も張り切って添い寝していきましょう。レッツＡＳＭＲ!!」


・添い寝のテンションじゃ無いんよｗ

・なんか嫌な予感がしてきたな……

・一応今まではちゃんと添い寝してくれてたから……

・そもそもＡＳＭＲってこうやって始めるものだっけ？



「最終日、ということでお聞きしたいのですが。ちゃんとＡＳＭＲ出来てましたか？」


・機材が無い割にはようやっとる、って感じだった

・雑音とかはしゃーないけど添い寝してる感覚はあったな

・拙い感じが逆にグッド

・一生懸命だったから好感持てた



　凄すごい分かる……。正直この一週間限定なのが非常に惜しい。

「概おおむね好評、と……。そうなると次は機材を揃そろえてちゃんとリベンジしたいですね」


・￥５０００　エリンちゃんのＡＳＭＲは正直全く期待していませんでした。なので初日だけ聞いたらいいかなって思ってたんですけどいい意味で裏切られました。まさに見習いメイドとの添い寝といったシチュで凄く楽しめました!!　これはお礼です!!



「ご、五千円スパチャ!?　あ、ありがとうございます……!!　やって良かった……。必ず還元しますのでお待ち頂けると……!!　味占めちゃいますよ、こんなの。ぐへへ……」


・ものっそい長文で草

・いや、気持ち分かるけどね。次は本格的なの聞きたいし

・見習いメイドが出しちゃいけない笑い声

・ＡＳＭＲ中じゃなくて本当に良かった……

・味占めていけ、ぶっちゃけ助かる



　寝不足で少々元気が無かった中での高額スパチャ。声に弾みが出てきていた。

「では、そろそろ始めましょうか。コメント等など拾えなくなりますので、そちらご留意の方よろしくお願いいたします。存分に寝落ちしていってください」


・おやエリ～

・最終日だしどんな感じか楽しみだな



（き、今日も始まってしまう……。最後まで心臓持つかな……）

　リスナーは好きなタイミングで寝落ち出来る。だが俺は配信終了まで意識が残る。

　最高なのには変わりない。でもね、オタクは供給過多だと死んでしまうんだ。

　とか考えていたら、彼女が不意にマイクをミュートにして何かを呟つぶやいた。

「やば……。そういえば眠過ぎて台本用意するの忘れてた。どうしよう」

（えぇ……？　どうするんだ……？）

「……取とり敢あえずアドリブでやるしかないか～。記憶を呼び起こせ、私～」

　明らかなポカミスに気が付いて気が抜けたのか、声まで気が抜け始めている。

　そしてマイクのミュートをオフにして、ギリギリまでマイクに口を近付けていく。

「──今日も一日お疲れ様でした。エリンが、ご主人様の睡眠をサポートいたします」


・やっぱ声いいよなぁ

・寝れる寝れる……



「ご主人様が明日もまた頑張れますように、元気の出る言葉を投げかけていきますね」


・今日はちょっと趣向が違うな

・明日も仕事だし助かるラスカル

・元気の出る言葉……ゴクリ



　な、なんだろう。元気の出る言葉ってまさかそういう方向に……!?

「世の中は本当に理不尽なことが多いです。しかしそれに負けてはいけません、決して負けを認めてはいけません。理不尽の中に見み出いだす楽しみこそが最高の至福なのです」

（ん……？　なんか内容もおかしいし、心なしか目が虚うつろだぞ……？）


・……ん？

・流れ変わったな

・え、演説？

・どうした急に



「その楽しみとは何か……。そう、ギャンブルですね。神が生み出した最高の遊戯」


・!?

・やったわこいつｗｗｗｗｗｗ

・聞き間違いかな？（すっとぼけ）

・そうはならんやろ

・なっとるやろがい!!



（どうしてだ!?　昨日までは本当に順調だったのに！　ちゃんとメイドだったのに!!）

　ＡＳＭＲの本質とは囁ささやきにこそある。だがこの囁きは何か違うだろう。

「大穴の三連単……。百円が一気に万に化ける、それこそが競馬の醍だい醐ご味み……」


・なんだ、なんなんだ……!?

・これは……なんだ!?

・本当になんだ!?

・何が起きた!?



「固く当てに行く、それもまたいいでしょう。ですが、配当が二倍三倍では脳汁は出ないのです。いいですか、競馬は三連単です。それ以外は総じて逃げですよ……。負けてもいいんです。最後に勝てば、最後に高配当を当てた者が勝者なのです。あの時、少しでも番号がずれていたら……とか考えてはいけませんよ……。その成れの果てが私……」


・添い寝はどこ……？　ここ……？

・一体俺達は寝る前に何を植え付けられてるんだ

・エリンちゃん壊れちゃった……

・懺ざん悔げの時間なの？

・ギャンブルの教本ＡＳＭＲ



　これは……本当に何だ!?　ＡＳＭＲってこんな感じだったっけ……？

「５─３─12、７─４─９、18─９─11、１─10─６、３─15─16……」


・こわいこわいこわい!!

・え、呪じゆ詛そ!?

・数字の羅列は怖いって!!

・まさかこれは……

・止めれ……!!　止まってくれ……!!

・円周率でも数えてるんか



「これらは全て塵ちりとなって消えていった私の三連単馬券達です。忘れられない……」


・供養の時間だった!!

・あまりにも斬新な催眠音声

・どういう気持ちでこれを聞けばいいんだよ俺達は

・紙かみ屑くず読み上げＡＳＭＲ……？



　これをＡＳＭＲと言っていいのだろうか。元気は出ないし、全てが謎に包まれている。

「やっぱり単勝とか馬連でちゃんと勝ちに行った方がいいんですかね……？」


・知ｗらｗなｗいｗよｗ

・逆に考えるんだ、添い寝されながらメイドに相談されてるって

・嫌だよ、寝る間際にそんなこと言ってくるメイド

・もうギャンブルやめれば……？



「ふふふ……。実は競馬はギャンブルとしては序の口です。あくまであれはスポーツですからね。なのでここからが本番です。最後まで付いてきてくださいね……？」


・お願いだから見習いメイドを返して

・寝れないよこんなの!!



　まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かん。寝に来たと思ったら、悪魔が耳元で囁いている。

「天井からＡＲＴを完走した瞬間が、一番生を実感します……。ＭＡＸ二千四百枚。ということは四万までなら入れてもいいということです。五万はダメですよ……」


・だろうと思ったよｗｗｗｗｗ

・そりゃそうだよな、次はパチスロだよな……

・予想可能、回避不可

・地獄じゃねぇか草

・加々宮エリンの皮算用



「ですが、何ですか完走って……!!　私が過剰に乗せたストックは一体何ど処こに……？　六号機を私は決して許しません。私は!!　閉店間際までＡＴを回したいんです……!!」


・分かる。分かるけども……!!

・全然分からなくて草

・こうして人は破滅していくんやなって……

・わぁ!?　急に大声を出すな!?

・最後のベル取ったら終わりのやつ～



（うわー、全く分からん!!　多分分からない方が幸せなやつだこれ）

「……ガション、という大当たり確定のランプが何度も私を奮い立たせる。一枚だけ掛けて慎重に７を揃えに行くその瞬間に、私の心臓は今にも張り裂けそうになるのです。当然ぶどう抜きをするのも忘れずに……一枚掛けなら十四～十五枚貰もらえますからね……」


・ＧＯＧＯ!!

・あれ本当に気持ちいい

・相当に玄人のやり方してて草



「からのＢＩＧではなくＲＥＧ。思わず無言で席を立ってしまう私、台パンは厳禁です」


・分かるのがほんまに悔しいわ……

・あるあるｗｗｗｗｗｗ

・三倍の差があるのほんまカス

・パチカスしかいねぇのかここは



「……はぁ。本当に儘ままならないですよ、はぁ～……ふぅ～……ふふっ」


・悲ひ愴そう感しかない吐息ｗｗｗ

・無駄に器用にＡＳＭＲ要素入れるのやめろ

・こんな雑な吐息導入ある？

・悲しみが耳に流れ込んでくるんよ



　分からない。分からないが何な故ぜか楽しめる、声がやっぱり最高。


・元気が出る言葉くれよ……頼むよ……



「フリーズ……中段チェリー……プレミアム演出……設定４５６確定……」


・そういうことじゃねぇｗｗｗｗｗ

・これ知らない人はどうするんだよ。元気は出た

・分からんけどエリンちゃんが楽しそうだからいいよｗ

・夢しかない言葉だよこれは

・寝れない寝れない!!



「……。普通に考えて一枚二十円は高過ぎですよね。潰れてしまえ」


・情緒逝ってるだろこの女

・そう考えると何で打っちゃうんだろうな……



「そんな貴方あなたにこちら。実は一玉四円で遊べるものもありまして……」


・トータルで見たら変わらないんだよなぁ



「まだ、エリンと流れ星見てないですよね……？」


・復活だぁぁぁぁぁぁ

・急にロマンチックになってしまった

・あぁ^～脳汁が出てくるんじゃ^～

・ネタがマニアック過ぎるｗｗｗｗｗｗｗ



　延々と続く沼。俺はといえば、内容はもうどうでもいいので推しの声を楽しんでいた。

「白、白、白、白、白、白、白、赤、白、白、緑……」


・保留ＡＳＭＲ!?

・頭おかしくなるって

・赤保留外してて草なんだよ

・↑確かにｗｗｗｗｗ

・虹以外は信じるなとあれほど



「……左打ちに戻してください。左打ちに戻してください。左打ちに戻してください。左打ちに戻してください。左打ちに戻してください。左打ちに──」


・寝かせる気ねぇだろ!!

・悪夢が、悪夢が蘇よみがえって来る……

・推しとはいえぶっ飛ばすぞ

・もしかして案件狙ってる？

・早く戻せや、素人か？



　壊れたレコードのように謎に美声で連呼する。どうすればいいんだろうこれはもう。

（こんな大人にはならないようにしよう。反面教師ＡＳＭＲだこれは）

「手持ちがなくなってからが本当の勝負です。台に何かを置いてＡＴＭへとひた走る、その後ろ姿は誰よりもたくましくて、力強い。これは危険なので絶対に真似まねしないでくださいね、これを続けていると段々と戻れなくなってくるので……」


・実質敗走なんだよ

・そもそも店内に置いてあるのが良くないよな



「そう、ですよね……。そもそも、今の私は口座にもほぼお金無いんですけど……」


・絶対スパチャ投げないからな

・今日だけは許さん。トラウマがフラッシュバックした

・救いようが無くて草



「いいんです……。私の話を聞いてくださるだけで、加々宮エリンは本当に幸せで……」


・これがギャンブルの話じゃ無かったら最高だった

・きっと今までこういうの話せる相手いなかったんだな……



「ふわぁ……借金が洒落しやれにならない額になってからは、流石さすがにやめましたから……」

　話している間に段々眠くなってきたのか、段々とうとうとし始める。


・眠い？　寝てもいいよ（疲ひ労ろう困こん憊ぱい）

・ご主人様置いてきぼりで先に眠くなる辺りは完璧な見習いメイド

・言いたいこと全部言い切った後の眠気かこれ

・やりたい放題したら眠くなるの可愛い



「眠く、ないですよ……。従者が先に寝るなんて、そんなの……ダメ、です……」

　そう言いながらも言葉は途切れ途切れ。眼めを擦こすりながらうつらうつらと。


・不意に可愛くなるの本当にやめてほしい

・このギャップがね……それにしたってそれまでが酷ひど過ぎたけども



「ご主人様を寝かしつけるんです……私の、渾こん身しんのギャンブル語録で……。絶対に気持ちよく寝てもらって、明日への活力に、してもらうために……うぅ……」


・そのやり方が間違ってることに是非とも気付いてほしかった

・エリン……俺達の為ために……!!

・本当に睡眠促進は出来ましたか……？

・眠れなくなったよぉ!!　夜はパチ屋が開いてない!!

・明日の抽選並ぶか……



　どうやら本気で寝かせる気ではいたらしいのがよく分かる。

（……こういう健けな気げな部分があるのがね、いいよね。本当に内容は分からなかったけど）

「すぅ……すぅ……」


・急に寝た!?

・のび太君ばりの速さだったな今



　そして遂ついに寝息がマイクに乗る。完全な寝落ちなのでマイクに口が近い。

　先程まで悪魔のような囁ささやきをしていたとは思えないぐらい、優しい寝息だけが聞こえる。

「う、ん……。すぅ……ふふっ……」


・なぁ、これはこれで良くないか

・見習いメイドというよりも、ダメな彼女……？

・この寝息は……!!　狂う……!!

・もう全部許した

・これでギャンブルさえやってなきゃなぁｗ

・俺達のライフももうゼロだよ



（この天使の如ごとき寝顔を皆に共有したい……けどこのままだと流石にまずいよな……）

　配信付けっぱなしでこのまま朝までとなると俺が持たない。

　なんとかして起こせないものか、と試行錯誤してみるがマイクでしかない俺は無力。


・￥５００　今なら投げれる

・￥２００　普通に面白かった

・￥１０００　今までにない斬新なＡＳＭＲだった

・￥４００　ワンチャン金の匂いで起きるんじゃないか？



　と、そこでリスナーが面白半分でスパチャを投げ始めると事態は一変した。

「──はっ!?　お金の気配……？」


・本当に起きたｗｗｗｗｗｗ

・もうここまで来たら特殊能力の領域だろ草

・酷い、本当に酷いｗ

・なんか逆に安心するな



　これぞ借金Ｖという姿。そもそも眠りが浅かったか、周りをキョロキョロと。

「す、すみません……!!　目覚ましスパチャ、ありがとうございます……。ですが、これ以上は皆様に多大なご迷惑をおかけするので、本日はここまでにいたします……」


・聞いたことねぇよそんなスパチャｗｗｗｗ

・ちゃんと終われてえらい

・ゆっくり寝てもろて

・最後だけは添い寝してる気分だったよ、乙



「はい、ありがとうございます。皆様も、ゆっくりご就寝なさってくださいませ」

　眠い目を擦りながらも、アバターでも分かるように綺き麗れいに一礼する。

「それでは皆様、おやエリです……」

　コメ欄がおやエリ、で埋まったことを確認すると彼女はすぐさま配信を閉じた。

　余程眠いのか、頭が働いていないのか、そのままＰＣを閉じないで寝床に向かう。

「やっと、眠れる……。一週間、お疲れ様だぁ、私ぃ……」

　そんな言葉を残して、寝転んだ彼女はまたもや即座に寝息を立て始めていた。

（……え？　俺は!?　もしかして、亜理紗さんが起きるまでこのまま……？）

　痛恨のマイク切り忘れ。そもそも俺が乗り移ってるなど知らないから仕方ないのだが。

　マイクの状態では寝ることも出来ない。寝ている亜理紗さんをただ眺めることしか。

（……。今度から深夜に配信しようとしてたら絶対止めてやる……!!）

　あまりにも生殺しというか理不尽な状況に、俺はそんな決意を固めたのであった。




【本日のスパチャ額　￥７１００】







[image: 配信４『鏡の国出身にはやべー奴しかいない』]




「──そういえば、推しの切り抜きの再生数が二百万突破してたんですよ」

「へぇー!!　もうそんなにいってたんだ、私も何回か見たよ～」

　バイトの休憩中。いつものように他た愛あいの無い雑談をしていた時の事。

「一か月前の切り抜きでまだ伸びてるってことは、まだ注目度は落ちてないってこと？」

「そうですね。ただ、同接の伸びは段々と緩やかになってきてはいますけど……」

　とそこで言葉を止めてチラッと亜あ理り紗ささんの方を見ると、頬ほおを膨らませていた。

（そんなの知ってるし!!　春はる人と君は配信者側の苦労を分かってないね!!）

（もうこれ隠す気無いんじゃあ？　取とり敢あえず拗すねてる亜理紗さんがやばい可愛い）

　切り抜きバブルが終わりに近いのは誰もが分かってる。

　この前のＡＳＭＲがもたらしたものは正直あんまり無かったし。

「なんだかＶって難しいんだね。人が多いっていうのもあるんだろうけどさ」

「後はやっぱり企業勢が強いですよね。個人だと繋つながりが弱い部分もありますし」

「繋がりっていうと……コラボとか？」

「とはいえ個人勢がコラボとなると、相手を探すのがまず大変ですよね」

　確かに……と亜理紗さんは顎に手を置いて思案する。今のところ加か々が宮みやエリンに誰かしらとの繋がりはなく、きっと直近でコラボを実現させるのは難しいと考えている。

　そうしてすぐさまツイッターをチェックし始める亜理紗さん。流石に露骨過ぎないか。

「やっぱり推しが誰かとコラボすると嬉うれしいもんだよね～」

　そしてそんなことを言いながらチラチラこっちを見てくる。明らかに反応を窺うかがっていた。

「嬉しいですけど、推しが誰かとコラボしてるとこは今全く想像出来ないというか……」

　なので少し意地悪を言ってみることにした。ぶっちゃけ本音も少し混じっている。

　また拗ねるのかと思いきや、今度は意外にも挑戦的な表情へと変わっていく。

「私はね、愛あい野のキリカさんっていうＶが大好きでさ。もう神と崇あがめてるんだよね」

「愛野キリカさんっていうと……『プリズマ』のトップＶですよね」

　空前のＶブームの中で突如生まれたＶの企業、『プリズマ』。設立されるや否や、すぐさまＶ界かい隈わいを席せつ巻けんしていき、今ではＶといえばこの箱というぐらいの知名度と人気を誇る。

「甘いね、春人君!!　キリカさんはプリズマという箱に収まらない、Ｖの頂点だよ!!」

「そ、そうですか。俺も昔はよく見てましたから分かりますよ」

「そのキリカさんは個人での配信でも凄すごいけどコラボがまた凄くてね……!!　もう何ど処こに行っても誰とやっても必ず大きな爪痕を残すっていうか……!!　愛してます」

　まるで自分の事のように語る亜理紗さん。それほどまでに大好きな存在なのだろう。

「つまり……？」

「つまり、コラボってハイリスクハイリターンだよねっていう」

（!!　そう考えると、そういうのが大好物な亜理紗さんは……）

　先程は想像出来ないと言ったものの、そんな考え方をするなら話は変わってくる。

　亜理紗さんが掲げる信条はオールorナッシングと大々的に公言しているとすれば。

「──さ、今日も残りのクソみたいな労働頑張ろうか春人君!!　先行ってるよ～」

「え、ちょ……」

　俺の返事を待たずに亜理紗さんはさっさとスマホを仕し舞まって先に行ってしまう。

（これは……。絶対近日中に意地でもコラボするんだろうな……）

　その証拠に先に仕事場に出た亜理紗さんはとてもいい笑顔を振りまいている。

　本当にコラボをするのなら、俺はそれを楽しみにするだけだった。




　　　　＊




「よっしゃ!!　なんとか今月分の返済出来た……!!　配信始めて初の快挙……!!」

　まぁ、半分以上はバイト代から捻出したのだが。それでも収益から出せたのが凄い。

　借金バレから約一か月。色々やってきた甲か斐いがあったというもの。

「……んで、急ぎでコラボ相手を捜してる訳なんだけど……」

　春人君に言われるまで考えたことも無かったその選択肢。

　というかそもそも知名度も人気も無さ過ぎて出来なかったんだけども、ははっ。

「相手も初コラボだとよき……。死なば諸もろ共ともで一いち蓮れん托たく生しよう出来る方募集……」

　なんと失礼な捜し方か。それでも同じレベルが望ましいだろう。

　その方が相手にも迷惑が掛からない。本当炎上怖いから……。

　私の今のチャンネル登録者数は二万人弱。結構頑張ってると思うが。

「愛野キリカさんとコラボとか、いつかは出来るようになるのかな。無理か、ガハハ!!」

　そもそも企業勢がこんな借金抱えてるやばい奴やつと絡めるかという話。

　何を個人勢の方が取り分が多いとか抜かしてたのか。そもそも入れないっての。

　スマホではツイッター、ＰＣでは配信サイトでコラボ相手を捜していく。

「……ん？　この人、アリスって名前でＶＴｕｂｅｒやってるんだ」

　そうして捜し回っていると、ツイッターで偶たま々たま見つけたＶＴｕｂｅｒがいた。

　名前をアリス・ミスティーナ。モチーフは恐らく不思議の国のアリスだろう。

　何を隠そう私のうさぎ要素もそこに起因する。鏡の国とかパク……参考にしたし。

「うわ、めっちゃ可愛い!!　可愛い要素しか無いよこの子!!」

　すぐさま彼女のアーカイブをチェックすると、オタクになってしまった。

　喋しやべり方かたや声は勿もち論ろん、ガワも最高。私の理想とするアリスの姿だった。

「え？　っていうか私フォローされてるじゃん!?　何で!?　馬鹿か私は!!」

　一体どのタイミングだ。見逃した馬鹿はここだ。秒速でフォローを返す。

「よし、早速ＤＭだ!!　善は急げ、お近づきになりたい!!」

　こんなに可愛い女の子が同じモチーフでＶとして活動している。

　そこに運命を感じずにどうする。私が彼女に追われるウサギになってみせる。

　そして人生史上一番丁寧な文面が完成。それにしても突然過ぎたか。

　この送った後の待ち時間が本当に嫌いだ。他の何も手が付かない。

「はぁ、はぁっ……!!　これで無視されたり晒さらされたら死ねる……!!」

　私の中のエリンが『アリスがそんなことするはずが無いでしょう!!』とキレている。

　お前は一体アリス・ミスティーナさんの何を知ってるんだよ、シバくぞ。

　とんでもない緊張感の中、過呼吸になる程の状況で一旦ツイッターを閉じる。

　もう私のコラボ処女はアリスさんに捧ささげると決めた。Ｖとしての命運がかかっている。

「イメトレだ、イメトレ!!　今からアリスさんのアーカイブ見まくるぞ!!」

　もう決まったと思うようにしながら彼女の配信のアーカイブを視聴。

　これで登録者数一万五千人……？　ふざけるな、全人類が見るべきだろ。

「──やば、一生見れる。メンバーシップ登録しました」

　そしてどれだけの時間が経たっただろうか。少なくとももう日が落ちていた。

　そういえば。相当な時間が経ったが返事は来ているだろうか。

　恐る恐るスマホを手に取ってツイッターを開くと、通知が一件来ていた。

「ッ、スゥー……!!　見たいけど見たくないよこれぇ……」

　ここまで緊張する一瞬が今後人生にあるだろうか。ルーレット並みの緊張感。

　意を決してＤＭを開くと、次のような文面が刻まれていた。




『加々宮エリン様

　初めまして、アリス・ミスティーナです!!　ＤＭ見た時、嬉うれしくて跳び上がってしまいました!!　同じモチーフで活動されているＶＴｕｂｅｒとして、何度か配信も見させていただいたのですがまさかエリンさんからコラボのお誘いをしていただけるとは思っていませんでした!!　是非ともコラボ、お願いしたいです!!


アリス・ミスティーナ』






「っしゃぁぁぁぁぁぁ!!　ありがとう、アリスさん!!　愛してます!!」

　こちらはもう跳び上がったとかいうレベルではない。跳ね回っていた。

「というか何この子!!　いい子過ぎて泣けるんだけど!!　クズでごめん!!」

　その文面の次のメッセージには丁寧に通話が出来るアプリのＩＤも載っている。

　本当にいいのか、私で。見習いメイドの皮を被かぶったクソ借金女だぞ。

　早速いただいた連絡先を追加して、今度はそちらに簡単にメッセを送る。

　せっかくなのでここで少しでも彼女の人となりを確認しておこう。

　いい子だといいなと夢想しつつ、私自身も迷惑をかけないようにと。




　　　　＊




　結論、私は鏡の国の闇で彼女は光。魂のレベルが違い過ぎる。

　初絡みの二日後にすぐにコラボが行われるというスピード仕上げ。

　楽しみ過ぎてすぐにやりたいという彼女の要望を聞いた結果である。

『──き、緊張しますね……!!　都合合わせて頂いてありがとうございますっ!!』

　先程少し話した結果、彼女は学生だったので開始時間は夜の二十一時から。

　丁度金曜日ということもあり、彼女の気合の入りようは凄すさまじかった。

「いいのいいの。私も流石さすがに初コラボだし緊張するなぁ……」

『そ、うですね……。オフのエリンさんと話すの、凄い不思議な感じ……』

　軽く打ち合わせをしたこともあって既に打ち解けた。なので素で喋しやべっている。

　完全にキャラを作っている私と違ってアリスちゃんはほぼそのまま。

　そんなのもう奇跡の産物だろう。Ｖという文化があって本当に良かった。

「アリスちゃんは何でＶやろうと思ったの？　そういえば」

『お友達に声を褒められたので!!　じゃあ、やってみようかなって思いました!!』

「眩まぶしっ……。私の理由カス過ぎて本当に泣けてくる……」

　なんて素晴らしいんだろう。きっと本体も可愛いに違いない。

『エリンさんの理由は配信で話してましたよね!!　目指せ借金返済、って!!』

「引かないでくれるの本当に助かる……」

　まさしく天使。これは十代故の無む垢くさか、彼女の本質か。

　何かを始める理由は千差万別。そこに良いも悪いも無いと思いたい。

『でも私のリスナーさんはちょっと心配してました……。とんでもない借金抱えるくらいだしコラボ相手の方相当やばい人なんじゃない？　って……』

「いやまぁ、合ってるけどね。まともなリスナーさんで安心したよ私は」

　私だったら絶対に止めるが。私の肯定にアリスちゃんはクスッと笑った。

『本当の本当にやばい人だったら私分かりますから。エリンさんは大丈夫です!!』

　通話越しでも笑顔なのが伝わる。それなりに修羅場を潜くぐってきた言い方だ。

　本当の本当にやばいかどうかは知らんけど、やばいのは確定です。

『私精一杯頑張りますから!!　エリンさんの足を引っ張らないように!!』

「いつも通りでいいよ～。アリスちゃんの魅力はそこだしね」

『そ、そうですか？　えへへ……』

「可愛いかよ……」

　配信中に素を出さずに済むんだろうかこれ。助けてくれ誰か。

　本当にＶ界隈とは末恐ろしい。こんな逸材が埋もれているのだから。

「……そろそろ始まる時間か。アリスちゃん、準備は大丈夫そう？」

　三分前。既に枠は取ってあるので、後は配信時間まで待機するだけ。

　声をかけたが、アリスちゃんからの返答はすぐに返ってこなかった。

「アリスちゃん？」

『!!　は、はい!!　大丈夫です!!』

　口でも言ってたが、やはり初めてのことで緊張しているのだろう。

　大人としてここはビシッと緊張を解ほぐす一言を投げようか。

「何かあっても全部私の責任だから安心して。気楽にいこ？」

『!!　か、かっこいいですね、エリンさん……!!』

「まぁ、ダメ人間とはいえ一応大人だしね～」

　そもそも十代に責任など負わせられない。失敗は全て私が背負う。

　配信タイトル『鏡の国の突発コラボ』。なんともメルヘンな響き。

　死なば諸もろ共ともと言ったが、私を盾にしてアリスちゃんだけは生き残ってほしい。




　　　　＊




　彼女がマイクをオンにすれば俺は意識がマイクに移る。となれば。

（……てぇてぇ会話の聞き過ぎで頭死んだわ。さようなら）

　推しが楽しそうに話しているだけで全てが浄化された。楽園はあった。


・初コラボ!!　楽しみすぐる

・流石に突発過ぎるだろｗ

・大丈夫かな、お相手に変な影響与えないかな……



　待機所では既にコラボと聞きつけて多くのリスナーが待っている。

　楽しみにしてろよ。今日のコラボは凄すごいぞ……凄いぞ……。

「──お帰りなさいませ、ご主人様。故郷の鏡の国に帰りたくても帰れない、見習いメイドうさぎの加々宮エリンです。そしてなんと、本日は特別ゲストをお呼びしております」

「はいっ!!　鏡の国から舞い戻った奇跡の少女、アリス・ミスティーナだよ!!　今日はコラボ企画にお呼びいただきありがとうございます、よろしくお願いしますねっ!!」


・よろしくアリスさん!!

・アリスとうさぎの組み合わせ

・これはいいコラボだぁ……

・アリスさん可愛いな、推せる



「本日は私と同じく鏡の国に所縁ゆかりのあるアリスさんにお越し頂きました。……そこ、私よりアリスさんの方が可愛いというコメントを書いてますね？　いいですね、もっとやれ」


・いいのかよｗｗｗｗ

・これはエリンちゃんもアリスさん推してるのかｗ

・どっちも可愛い、僅差でアリスさん



「あ、ありがとうございます……。エリンさんもとっても可愛いですよ!!」

「聞きましたか皆さん？　いい子なんですよ、絶対推してくださいね。アリスさんを」

　分かってはいたが本当に彼女はアリスさんを気に入っているようだった。

「では早速、本日のメインである雑談の方に参りましょうか」

「は、はいっ!!　頑張ります!!」

　奇を衒てらったようなことはせず、無難に雑談メインの進行らしい。


・アリスちゃん緊張してるな

・頑張れ!!　アリスちゃんならやれるよ!!

・大丈夫かな……落ち着いていこ



　今回アリスさん側の枠は無い。なのでそちらのリスナーも遊びに来ていた。

「……さ、さて、何から話しましょうか。そ、その……ご趣味は？」


・お前の方がド緊張してどうするｗｗｗｗｗ

・初コラボだししゃーなしやろ

・借りてきたエリン

・じゃあ、後は若い者同士で……



（これ、わざとだな。表情にも声にも一切緊張しているような感じが無い）

　アリスさんが緊張しているのを見て、自分はそれ以上に緊張して見せた。

　なんて出来た大人なんだ。リスナーの皆にも是非とも伝えたい。

「趣味ですか……。えっと、お洒落しやれなカフェ巡るのが好きです!!」

「おっふ……。聞きましたか皆さん、これが所謂いわゆる陽キャですよ……」


・いきなり押されるなｗｗｗｗｗ

・解釈一致

・眩しい……眩しいよ……



「ぜ、全然普通ですよ!!　エリンさんは何か趣味とかありますか？」

「え、アリスさんと似てますよ。煌きらびやかなネオンがお洒落なパチ屋巡り」

「え、えぇ!?」


・初手オーバーキルやめろｗｗｗｗｗ

・まぁ、煌びやかなのは間違いないけどさ!!

・あのさぁ……

・困らせるなよ、アリスさんをよぉ!!

・そもそもパチ屋って巡るものなのか……？



　前言撤回。やっぱりダメな大人だった。でもこれぐらいがいい。

「所謂、ハイエナという行為がございまして……」

「ハイエナ、ですか？　確か動物のお名前ですよね？」

「はい。まさしくそのハイエナのように、他人が座って当たらなかった台のおこぼれを貰う為に店を巡るという、素晴らしい文化があるのですよパチ界かい隈わいには……!!」


・頼むからその口を閉じろ加々宮ァ!!

・アリスさんに悪影響を与えるな!!

・本当にすみません

・お願いだからメイドらしいこと言って



「な、なるほど……。今度私もやってみてもいいですか!?」

「ダメです!!　マジでアリスさんのリスナーさんから殺されますよ私が!!」


・おう、やってやるよ（過激派）

・一応良識のある大人みたいで良かった……

・アリスちゃんには絶対にやってほしくない（固い意志）



「むぅ……。じゃあ、今度一緒にカフェ巡りはしてみたいです!!」


・浄化完了

・これよこれ

・見たか？　これが本物の〝清せい楚そ〟だよ

・シンプルに癒いやされる



「カフェ……ですか。どちらかといえば私は奉仕する側ですし……」


・思い出したかのようにメイドにｗｗｗｗ

・そうだ、メイドだった……

・何な故ぜ渋る、せっかくの誘いだぞ



「行きましょうよ!!　もしお金に余裕が無いなら私、奢おごりますよ？」

「あぁ!?　これ以上は私の尊厳が破壊されます!!　捻出、捻出しますとも!!」


・￥５００　コーヒー代

・￥６００　ケーキ代

・￥１０００　交通費



「変わらないでしょう、リスナーに奢られるのも!?　お給料ありがとうございます♡」


・前半と後半で別人で草

・その話を聞きたいから払ってんじゃこちとら

・アリスさんを悲しませるわけにはいかねぇ……

・加々宮が振り回される貴重なシーン



　そう、オタクにとっては新鮮なのだ。いつも振り回されているから。

（これがコラボの良いところ……。毎日やってくれんかなぁ）

「なるほどなるほど。アリスさんの趣味はカフェ巡りとのことですが、お好きな食べ物は何ですか？　因ちなみに私の好きな食べ物は競馬場で食べる立ち食いそばです」


・美味うまい……美味いけども!!

・あれ妙に美味いよな、何でだろ

・ギャンブル絡ませないと死ぬ病気なの？

・少なくともメイドの回答としては０点だよ

・クソッ、食いたくなってきた……



「美味おいしいスイーツですっ!!　タピオカとか、マカロンとか!!」

「流行はやり物をきっちり押さえてらっしゃる……強い……勝てない……」


・負けるな

・ここで挽ばん回かいするんだ!!

・ツイッター映えじゃない、インスタ映え……



「あ、でも私も好きですよ。ナタデココ」

「ナタデココ……？」


・めちゃくちゃ流行に置いてかれてるじゃねーかｗｗｗｗ

・一体幾つなんですかねぇ……

・ナタデココってスイーツなのか？

・この二人、相性良いのか悪いのか分からんｗ



「さて、私が質問したいことは終わりました。リスナーさん、今がチャンスですよ」


・質問デッキ最弱で草

・趣味、好きな食べ物、だけなのかよｗｗｗｗ

・合コンでももっとマシな質問するぞ



「本当はもっとちゃんと打ち合わせしたはずなんですけどね……忘れちゃいまして」

「そうですよね!?　ちょっとびっくりしちゃいました」

「すみません。まさかこの私が緊張するとは思いませんでしたよ……」

「ふふっ。でもお陰で緊張が解ほぐれた気がします。やりやすかったです!!」

　なんとも純粋な少女なのか。そして俺の推しはなんと策士なのか。

「私でもアリスさんへの質問でもいいのでどんどんどうぞ。勝手に私が選びます」


・加々宮エリンさんが謎過ぎて困ってます

・本当加々宮エリンさんって何者なんですか……？

・見習いメイドうさぎなんですよね……？

・借金抱えてるって本当なんですか？



　一気に寄せられてきたのは、アリスさん側のリスナーからの加々宮エリンへの質問。

「加々宮エリンは多額の借金を抱えた見習いメイドうさぎです。人生崖っぷちです」

「エリンさんの配信は凄いんだよっ!!　本当に追い詰められた人にしか見せられない凄みがあるというか、説明するのが難しいけど『本物』って感じがするの……!!」

（……ん？　なんか言い方に違和感が……。普通に可愛いだけじゃない……？）

　そう感じ取ったのは俺だけのようで、何事も無く話は進行していく。

「そう言っていただけると助かります。沢山配信見て頂けてるのも本当に嬉うれしいです」

「はいっ!!　あの切り抜き見た時からすっごく惹ひかれちゃって……!!」


・アリスちゃんもあの切り抜きから知ったのかｗ

・じゃあ、加々宮がやばいのは承知済みと

・あれを見て惹かれるのはなかなか



「まだよく分からないという人も見て頂けると助かります。地獄がそこにありますので」


・見てみるか……

・アリスちゃんが好きって言うなら

・二人がコラボに至った経緯とか知りたい



「エリンさんが私を誘ってくれたんです!!　突然だったけど嬉しかったなぁ……」

「偶然見かけまして。同じモチーフでしたし、最高に可愛いなと思いまして」

「もうっ、褒め過ぎですよ!!　エリンさんも凄すごい可愛いです!!」

「ぐっ、本当に推せる……。もう結婚したいぐらい好き……」

　その後も二人で仲良さげな会話を続けていく。初コラボとは思えない。

「エリンさんみたいなお姉ちゃんがいたらなって、ずっと思ってたんですっ!!」

「苦労しますよ、私が姉だと。お金の無心をするかもしれませんし？」

「ふふっ、きっと罪悪感で出来ないですよ。ね、お姉ちゃん？」

「ちょっと待っててくださいね。今、お小遣いあげる為にお金借りてくるので」

「これ以上借金増やすつもりですか!?」

　どうして普通の会話がこんなに尊いのか、素晴らしい人生だ。


・￥２０００　てぇてぇに感謝代

・￥１５００　今日の給料（ちょっと色を付けました）

・￥１０００　アリスちゃんの良さを引き出してくれてありがとうございます

・￥５０００　二人が並んでる絵面がもう最高



「お給料ありがとうございます!!　アリスさんと折半……ですよね、流石さすがに……ッ……!!」

　悲痛そうな声をあげながら、断腸の思いでスパチャを分けようとするのを聞いて。

「──やっぱり最高……。エリンさんが追い詰められてる姿と声、本当に可愛い……」

「え？」

「もし半分欲しいって言ったら、もっといい声出してくれるのかなぁ……ふふ」

「え!?」

（えぇ!?）


・!?

・流れ変わったな

・こわい

・アリス……ちゃん……？

・聞き間違いかな……

・可愛いだけ……じゃない!?

・事故か!?　また事故なのか!?



「あの、アリスさん？　ミュートミスとかしてます？」

「え？　いや、私そういうのが一番好きなんです!!　てっきりご存じかと……」


・事故じゃないんかーい!!

・草



「そういうの、というと……？」

「人が怯おびえてる姿とか、苦しんでるところとか……。凄く可愛くて興奮するんです!!」

「おお……なんとも……」

　あまりにも唐突なカミングアウト。本人的にはそうでも無さげだったが。


・まぁ、こういう反応にもなる

・そんなところも可愛い

・これがアリスちゃんの本当の魅力



「……？　何かおかしなこと言いましたか、私……？」

「おかしい、というよりはあんまりにも意外でして……。ギャップ萌もえ以上の驚きよう愕がく」


・人には色々な一面がある……

・これも切り抜きやろなぁ

・まさかのドＳキャラ

・流石に草



「その、さっき仰おつしやっていたカフェとかスイーツ以外にも好きなものありますか？」
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「あ、はい!!　実は一番の趣味はホラー映画とかスプラッタ映画の鑑賞ですっ!!」


・草

・楽しみ方が違うんよ

・また違った恐ろしさが

・怖いもの見たいとかじゃないんだ……

・綺き麗れいなバラには刺とげがある

・あまりにもイメージと違って草



　アリスさんのまさかの暴露にコメ欄はお祭り騒ぎ。まさかの歪ゆがんだ少女。

　亜理紗さんも思わず額に汗が滲にじんでいる。口も開きっぱなしだ。

「……いやぁ、なるほど。だから私のあの切り抜きが好きなんですね……」

「はい!!　慌て方とか追い詰められ方とか、どれを見ても『本物』だなぁって……」

「そういう感想を抱かれたのは初めてなので少し困惑してます」


・そりゃそうだろｗｗｗｗｗ

・それが面白い、じゃないのがまた面白い

・着眼点がシャープ過ぎる

・これもまた人の業だなぁ

・本物呼ばわりは流石に草なのよ

・そういえばちょっと前に零こぼしてたな



「まさかの借金メイドと歪んだ少女の組み合わせでした、皆さん。やばいですねぇ」

「や、やばいですか……？　全然普通の趣味だと思って生きてきたので……」

「いえ？　ぶっちゃけ私のやばさに比べたら可愛いものですよ。ははっ」


・それはそうｗｗｗｗｗ

・借金塗まみれに比べたら可愛いもんだよな

・実際相性良さそう



「ＶＴｕｂｅｒはエンターテイメントですからね。どういう意図であろうとも、私自身や私の言動を楽しんでもらえるのが一番の喜びですし、私としても凄く嬉しかったですよ」


・泣いた

・Ｖの鑑かがみや

・たまにこういうこと言うから推しやめらんない



「どんどん自分の内側を曝さらけ出していきましょう。友達ってそういうものでしょう？」

「そうですね!!　この際だから語らせてもらいますが、私が特に好きなのはあのＡＳＭＲの限界まで眠そうなエリンさんで、自分で自分の首を絞めている感じがもう最高──」

　そして自らの性癖を語り始める。相当に業が深いぞこの少女は。

　好きなものの話は盛り上がる。亜理紗さんは基本苦笑いだったが。

　そして話題はまた違うものへと移り始めていた。

「──と、時にアリスさん。リスナーの方のファンネームとか決めてるんでしたっけ？」

「あ、はい!!　私、アリス・ミスティーナの物語はリスナーさんの手によって紡がれている。そんな意味を込めて『紡ぎ手さん』って自分の配信では呼ぶようにしてます!!」

「なるほど。では、紡ぎ手さん。そして連帯保証人の皆様方」


・連帯保証人!?ｗ

・この差よね……

・同じ皿に乗せちゃダメだろｗｗｗ

・本当に……不名誉な……

・心中お察しする……

・俺らもお洒落しやれなのにしようやぁ!!

・そこはご主人様でええやんｗ

・どっちもなくてはならないものだから……!!



「お互い腹を割った部分を見せた訳ですし、今後もコラボしたい、と思いまして。折せつ角かくなので皆様から私たち二人のユニット名を募集したいのですが如何いかがでしょう？」

「!!　それいいですねっ!!　ずっと仲良くしたいので、是非ともお願いします!!」


・おぉ!!

・これは責任重大

・個人勢同士の繋つながりいいね



　こういうものに意味があるのがＶ界かい隈わい。あるのとないのとでは大きく変わる。

　そして二人でワイワイと、続々上がっている候補を吟味していく。

　王道なもの、凝ったもの、明らかにネタなものが入り混じりながらも。

「──『メイドインアリス』。これいいですね、センスも語感も素晴らしいです」


・これは……ギリギリアウトだろｗｗ

・ハマってる、ハマってるけども!!

・これあげた奴やつ凄いな、完璧じゃん

・怒られないですかね……？

・有名になり過ぎたら炎上しそう（小並感）



「後は『アリスの奏者エリン』とかもありますけど」


・だからどうしてパロしか拾わないんだよｗｗｗｗｗ

・もう意味も何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやで草

・アリスちゃんをエリンが奏でる……？（ゴクリ）



「これはどうですか？　『アリスとうさぎ』って可愛い響きで良いと思いますっ!!」


・安心した……

・これでアリスちゃんまでボケてきたらどうしようかと



「そう、私は可愛い可愛いうさぎの獣人ですから。皆さん忘れてたと思いますけど」


・ぶっちゃけ忘れてた

・うさ耳見慣れ過ぎて

・今後忘れない為ためにもそれ採用で良いんじゃ？

・シンプルイズベスト



「そうですね。では、ユニット名は『アリスとうさぎ』に決定です!!　拍手!!」

「わー!!　皆さん、沢山候補をあげていただきありがとうございますっ!!」

　二人の拍手と同時にコメ欄は一気に大量の数字の８で埋まっていく。

（素晴らしい……ッ!!　このコラボに感謝、感謝、感謝……ッ!!）

　俺も心の中で多大な拍手を送っていた。もう本当に尊いコラボだ。

「さて、名残惜しいですがそろそろ終わりの時間ですね。本当は後五時間程やりたいところなんですが、大事なアリスさんに夜更かしさせるわけにもいきませんので」

「むぅ……。まだ全然眠くないですけど、仕方ないですよね……」


・駄だ々だこねないの偉い

・ちょっと不満そうなのも可愛い

・こういうとこしっかりしてるから推せる、加々宮は

・しっかり大人なんやなって……



「また、いつでもやれますよ。私達は『アリスとうさぎ』なんですから」

「!!　そうですよねっ!!　次のコラボも楽しみにしてます!!」


・てぇてぇしかない配信だった

・いい……（語彙力消失）

・￥１５０００　アリスとうさぎの今後に幸あれ

・￥１００００　このてぇてぇ世界に祝福を!!



「は、初の赤スパ!?　い、いいんですか本当に!?　赤いんですよ、コメ欄がぁ!?　ど、どうしましょう、絶対にアリスさんのお陰なのでこればっかりは半分こ、半分こです!!」

「うーん。もし八割貰もらったら、エリンさんはもっと苦しんでくれますか？」

「今ばっかりは貴方あなたのことを嫌いになりそうですよ、アリスさん!?」

「冗談ですっ!!　赤スパ本当におめでとうございますっ!!　エリンさんのものですよ!!」

「やったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　とにもかくにも本日のお給料の追加、本当にありがとうございます!!　時間の関係でお名前読み上げられませんので、今のうちに精一杯の愛を叫びます。愛してますよ、ご主人様!!　勿もち論ろんアリスさんもですよ!!」


・今日のブラックご主人様炙あぶり出だし無しなの助かる

・愛してるのはこっちもなんだよなぁ

・そりゃこんだけ喜ぶよなぁｗ

・最高のコラボだった!!



「本日は一人前のメイドに少し近付けたと思います。それもこれも全ては突発的なコラボを受け入れてくれたこの方のお陰です。お相手はうさぎの方、加々宮エリンと」

「今日という最高の日を絶対忘れない幸運な少女、アリス・ミスティーナでしたっ!!」

「それでは皆様おつエリ、です!!　またのご帰宅心よりお待ちしております」

　沢山のおつエリコメントで埋まっていく。そして配信は終了した。

　最終的に同接が三千人以上。個人勢としては快挙と言っていい。

「──お疲れ様、アリスちゃん!!　今日は本当にありがとう!!」

「こちらこそです!!　お疲れ様でした、エリンさん!!」

　コラボ終わりの裏での通話。これも配信者側では当たり前のこと。

　それを聞いていていいのだろうか。コラボ示唆したしセーフ。

「さって、今日はもう流石さすがに寝ようか～。疲れたでしょ、アリスちゃん」

「あ、その……。もう寝ちゃいますか……？」

「ん？　まぁ、私はまだ全然眠くは無いけど……」

　その返答に戸惑いがちになりながら、アリスさんは告げた。

「私が眠くなるまで……お話してくれたり、って出来ますか……？」

「……。今夜は寝かさないよ、お嬢ちゃん」

　そしてそのまま寝落ち通話に切り替わる。これが配信者の日常か？

（もういっそのこと殺してくれ……!!　これ以上罪を重ねたくない!!）

　百合ゆりの間に意図せずも挟まっていることに気付いて少し泣く。

　マイクになるのはせめて配信中だけにしてほしいのが本音だった。




【本日のスパチャ額　￥３６６００】
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　薄給、激務、休み無し。ブラック三か条を満たした素敵な職場。

　半年で限界を迎えた私が退職届を叩たたきつけるのも無理はなく。

「──自由だぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　クソ社畜からの解放!!」

　思わずそんなことを叫ぶぐらいには既に追い詰められていた。

　時間も無ければ金も無く。ただただ消費される毎日に別れを告げて。

　馬鹿会社を辞めたその足で向かったのは、煌きらびやかな看板のお店。

「財布の有り金全ツッパじゃあ!!　打つぞ打つぞ～!!」

　久し振りのパチスロ。解放された欲望は留とどまることを知らない。

　専門学校時代にハマって以来、仕事でなかなか来れなかった夢の場所。

「強きよう靭じん!!　無敵!!　最強!!　誰が私を止められるってんだ!!」

　そんな風に叫んでも周りの客には聞こえない超絶爆音空間。

　今までの鬱憤を全て晴らす。当たり外れなどもはや些さ細さいな事。

　好きなことをしているだけで幸せだ。こんな幸せ、他にはきっとない。

「きたきたきた!!　これは流石に当たるんじゃないの!?」

　ＡタイプからＡＴ機、ＡＲＴ機まで全網羅してやる。負ける気がしない。

　そもそもパチスロだけに留まらない。あっ、ＣＺ外した。クソが。

　暫しばらく離れていたこともあってか、よく分からない仕様も多い。

　……そもそもＡＴ完走って何だ？　当たれば無限に出た筈はずでは……？

「ふふふっ……この何も当たらない虚無の時間……。まるでクソみたいな企業で仕事をしていた時の私のようで笑っちゃう……。今すぐ退職したい……してるけど……」

　なんだかんだ言ったが早く当たってフィーバーしたい。脳汁を出させろ。

　そう、まるで人生はパチスロのよう。山あり谷あり、儘ままならない。

　だから今はダメでもこれからの私の人生は薔ば薇ら色いろだ。人生にも天井がある。

　メダルを入れてレバーを落とす。そしてボタン三つ、はい何も無し。

　それでもこの積み重ねが大事。その先にある景色を私は見たい。

「やりたいこと全部やるんだ!!　今日から私の新たな人生が始まる!!」

　パチスロも競馬も。何なら少ない貯金で海外行ってベガスなんてのもいい。

　ここから私の人生逆転が始まる。ギャンブルで一山当てて豪遊だ!!




　　　　＊




　仕事から解放されて早半年。時が経たつのは本当にあっという間だった。

　現代でやれるギャンブルは全部やった自信がある。網羅した。

「……？　お金が無い。無いどころかマイナスなのは何な故ぜ……？」

　そもそも貯金は少なかった。それはいい、覚悟していたことだ。

　自分の記憶ではそこそこ勝っていたはずだ。勝っていたから半年持った。

　いや、当然それ以上に負けたんだけど。一回貯金底ついたからお金借りたし。

「一回は嘘うそ吐ついたわ。めっちゃ借りてる、白状すると」

　そこそこ勝ったも実は嘘。ちゃんと勝ったのはベガスで旅費稼いだ時だけ。

　一時の快楽に呑のまれた。そして自分の運と勝負勘を過信した。

　気付けば机の上には様々な書類や紙が積み重なっており。

　恐る恐るそれらを確認すると、一気に血の気が失うせていった。

「──終わった。私、ギャンブルの才能全く無かったのかもしれない」

　こんなん余裕でペイ出来るやろ、とか考えていた自分を呪いたい。

　積もりに積もった借金は、優に一千万を超えていた。

　そして今の私の貯金は極少。借金を返すどころか生活も怪しい。

　というかここ半年の記憶がハイになり過ぎてて曖昧。私は誰……？

　何が一山当てて豪遊だよ。それどころか死ぬ一歩手前だよ。

「……また働くのやだぁ!!　でもこれ以上は借りれないよ!!」

　マジで闇金に手を出したら終わる。私知ってるんだ、漫画で読んだから。

　かといってまた働くのはトラウマが蘇よみがえる。虚無はもう無理だ。

　死よりも虚無。きっと地獄すら生なま温ぬるい環境だったのは間違いない。

　一旦。一旦現実から逃げ出そう。ネットの海に溺れてしまおう。

　暫く遊び倒していたから、久し振りに配信サイトで時間でも潰そう。

「ＶＴｕｂｅｒ……？　いつの間にこんなジャンルが生まれてたのか」

　適当にホーム画面を眺めていたら、興味深い配信を見つけた。

　どうやらバーチャルのアバターを用意して、それに声を当ててるとか。

　なるほどなるほど、今はこういうのが流行はやってるのか。見てみよう。

『──ってことがあって、やばかったんだよね～。死にかけたって話』


・草

・馬鹿やんもう

・相変わらずイカれてる



「……なんかめっちゃ楽しそう。こんなのやってみたら絶対面白いでしょ……!!」

　直感でそう思った。私が今まで楽しんでいたもの以上に、確実に。

　そしてその日一日はずっと偶たま々たま見かけたＶＴｕｂｅｒの配信を見ていた。

　配信している側も、それを見ている側も。誰もが皆楽しそうで。

　夢と希望に溢あふれている。どうして今まで私はこれを見逃していた。

『あ、スパチャありがとうだ～。私に投げて財布は大丈夫か～？』

「スパチャ……!?　お金を貰えるシステムもあるのか……」

　そしてちゃんと職業として成り立っている。それが本当に重要なことで。

「この愛あい野のキリカさん、っていう人が一番登録者数多いんだ……。ほぉ……」

　トップ層でもチャンネル登録者数は八十万人程。まだ発展途上のジャンル。

　見られている人にはちゃんと理由がある。凄く面白い配信だった。

「……やってみたいなぁ。好きなことでお金を稼ぐ、そういうのもあるんだ」

　私にとってギャンブルはお金を稼ぐ手段ではない。一時の愉悦。

　だからそういう考え方を今まで全くしたことがなかった。

「──よしっ!!　バイト始めよう!!　それでちょっとずつ返済しながら資金を貯ためて……」

　そうと決めたら話は早い。いつだって考えなしに、したいと思ったことを。

「どんなキャラにしようかな～。時間はあるし、ゆっくり考えよ!!」

　こうしてちょっとした思い付きと好奇心で始まった私の夢。

　いつかデビュー出来る日を夢見て。まずは最低限の生活から始めよう。

　現実はクソだ。バーチャルはどうしようもない私をきっと救ってくれるはず。

　そんな淡い希望と夢を抱いて、新あら垣がき亜あ理り紗さは再出発したのであった。
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「ふふふ……。マジでアリスちゃん最高に可愛い、一生見れる……」

『アリスとうさぎ』のコラボ後、私はもう完全にアリスちゃんの虜とりこになっていた。

　あのコラボの反響はとにかく大きかった。革命が起きたレベル。

　お互いがお互いのリスナーを平和に取り込み、鏡の国連合が爆誕。

　得しか無かったコラボ、二人の意見の一致によって月一で行われる予定。

『もう!!　亜あ理り紗ささん、今は私と通話してるんですから!!』

「ごめんごめん。アリスちゃんのアーカイブ見るのが日課になってて」

『恥ずかしいですって!!　せめて私がいないところで……!!』

　本日はアリスちゃんと通話中。動画と生の声が両方の耳に、最高。

　コラボとか関係なく仲良くなったことで裏でも遊んでいた。

　今後リアルで合う予定とかも立てていて、お互いの本名も教え合っている。

『亜理紗さん、今日は配信しないんですか？』

「あー、この後すぐ夜からバイトなんだよね。だから今日は配信はお休み」

　毎日配信はもう懲りた。あれは正直リスナー側もしんどい。

　結局は週四回ぐらい配信する頻度で落ち着いた。それぐらいがいい。

『そうですか……。追い詰められるような配信する時は絶対教えてくださいね!!』

「欲望に忠実で草。本当に可愛いしおかしな子だなぁ、有あり栖す川がわ未み来くちゃんは」

『うぅ……。やっぱり本名で呼ばれるの慣れませんね……』

　アリス・ミスティーナ改め、本名を有栖川未来。なんと華の十八歳。

　まさか実際にアリスが関連する名字を持っているとは思わなんだ。

　ぶっちゃけ本名でそのままＶやれちゃうレベル。奇跡の存在。

「Ｖやって初めて仲良くなれたのがアリスちゃんで本当に良かったわ～」

『私こそです!!　これからも色々な事教えてくださいねっ!!』

「私が教えられることなんて良くない事とか汚いことばかりだから……」

　本当に気を付けている。私の人生経験なんて何一つ役に立たない。

　とにかくアリスちゃんをこれ以上汚さない。それだけを心に誓って。

『あ、私もそろそろご飯なので落ちますね!!　バイト頑張ってください!!』

「あいー、ありがとう。またね～」

　暇な時間を見つけては通話しているのでもうマブダチと言っていいかもしれない。

　とはいえ彼女は戦友でありながら同時にライバル。Ｖ界かい隈わいは世紀末。

　お互いの配信の内容に口を出したりはしない。それが良い関係なのだ。

「さってと、面倒だけどバイトに向かいますかね～。生活費生活費」

　加か々が宮みやエリンではない時。新あら垣がき亜理紗である私はただのフリーター。

　Ｖ活動が軌道に乗り始めたとはいえバイトを辞める訳にはいかなかった。

「今日も春はる人と君とシフト一緒だし、また色々話してもらおっと」

　私が加々宮エリンではないことがバレていないかつ、Ｖ界隈に詳しい彼。

　そんな彼の助言は本当に助かっている。彼無くして今の加々宮エリンは無い。

　色々終わった暁にはご飯でもご馳ち走そうしてあげようと思いつつ。

　騙だましているような罪悪感も少しだけ抱えながら、私は家を出た。




　　　　＊




「──もう加々宮エリンの配信見るのしんどいです!!」

「えぇ!?　どうしたの急に!?」

　季節は春を越えて初夏になり始めた頃。

　有り得ないぐらい忙しかった夜帯のバイトを乗り切った後の、コンビニ前。

「な、何で!?　すっごい推してたじゃん!!」

「あ、いえ、今のは言葉の綾あやで……別に本気では言ってないです」

　その、オタク特有のあれです。好きすぎてしんどくなるやつ。

　しかし言葉通りに受け取った亜理紗さんはこの世の終わりのような顔をしていた。

（ど、何ど処こが悪かったのかな……。そんなにやばい配信はしてない筈はずだけど……）

（意外と亜理紗さんって限界オタクでは無いんだよな。Ｖが好きってだけで）

　まぁ、確実に俺の言い方が悪かった。そもそも本人の前で言うことでもない。

「その、最近コラボやってたじゃないですか。知ってるかは分かりませんが」

　うんうん、と頷うなずきながら俺の言葉の続きを待っている亜理紗さん。

　不安そうな顔をしている。この人もう本当に隠す気無いだろ。

「そのコラボが良過ぎてですね……。逆に見るのがしんどいんです」

「……？　良過ぎて見るのが逆にしんどい……？」

「オタクはですね、良いものを過剰摂取するとこうなるんですよ……」

「う、うん……？　なんか矛盾してるような……」

　好きなものは好きと高らかに宣言する亜理紗さんらしいとも言える。

　そういう面倒な感情を抱かないからこそここまでおかしくなったとも言えるが。

「とにかく最推しは加々宮エリンです。それは一生変わりません」

「いいねー!!　私はコラボしてたアリスちゃん大好き!!」

　どうやら加々宮エリンのリスナーという体は崩さないようで。

　それよりもまた今度は嬉うれしそうな顔になっているのが分かりやすい。

「そんなに簡単にファンは離れないものですよ。よっぽど酷ひどくなければですが」

「まぁ、確かに。私もキリカさんやアリスちゃんが仮に炎上しても推し続けるなぁ……」

　と気分が良くなった亜理紗さんは一旦コンビニの中に戻っていく。

　何か忘れ物でもしたのだろうか。わりとよくあることなのだが。

「ほら、春人君!!　お姉さん今日気分いいから奢おごったげた!!」

　戻ってきた亜理紗さんが両手に持っていたのは二つ入っているタイプのアイス。

　その片方を、満面の笑みで俺に向けて差し出してきた。

「え、いいんですか？」

「気にしなさんな!!　日頃のお礼ってことで!!」

　有無を言わせずに俺に持たせて、そのまま帰り道を歩き始めた。

　全くお金など余裕が無いだろうに、その気持ちに涙が出そうになる。

（推しから貰もらったアイス……。帰って永久保存したい）

「ほら、早く食べないと溶けちゃうよ」

「は、はい!!　いただきます」

　とか考えていたら、食べることを急せかされてしまう。

　早足で亜理紗さんに並んで、貰ったアイスを一口食べる。

「で、今後の春人君の推しはどうなっていくと思う？」

「そうですね……。遂ついにコラボまでしたので、これからは色々出来ますよね」

　初めてかもしれない、自分からストレートに聞いてきたその話。

　せっかくアイスまで頂いたことだし、落ち着いて答えよう。

「なので今までやったことがない配信を見てみたいです。一ファンの希望ですけど」

「ふむふむ、なるほど。色々なことを模索し始める時期ってことか!!」

　これは本当にお互いに得があるやり取りなのだ。

　俺は好きなことを語れるし、亜理紗さんはファンの気持ちを知れる。

　唯一俺だけが全ての事情を知っている。そのことに少しだけ後ろめたさを覚えつつ。

　違う帰途を辿たどるまでの間、俺達は沢山『加々宮エリン』の話をしていた。




　　　　＊




「──っしゃ、いい加減手を出してもいいでしょ!!　解禁解禁!!」

　時期も丁度いい、それなりに収益も上がってきた、やるなら今しかない。

　春人君と別れた後。家の最寄りのコンビニでとあるものを買ってきた。

　普通に家に届くものとは少し違いカラフル。お馬さんが一面。

「久し振りだなぁ、ガチ競馬予想。赤ペン用意しないと」

　それは競馬新聞。明日行われる一日のレースの情報が載っている。

　私よりよっぽど競馬を知っている人達の意見を見れる貴重な存在だった。

「新馬戦、未勝利戦、一勝クラス……おほー!!　今回も有力な子が沢山!!」

　競馬の楽しみは何も大きなレースだけではない。

　むしろ大きく稼ぐのならそれぐらい情報が少ないレースの方がいい。

　少ない情報から勝ち筋を探る。小さなレースで大きな夢を見る。

　つまり今の私はさながらデビューしたてのサラブレッドと同じだ。

「!!　この子の名前可愛いなぁ、『グランアリス』だって」

　なんというか既視感を得てしまう、新馬戦に出る牝ひん馬ばの名前。

　これも何かの縁ということで本命に。調教も何も見てないけど。

　新馬戦ともなると重要なのは騎手。ベテランの方が騎乗するらしい。

　そしてその日行われるレースの予想をどんどん固めていく。

「──来たな、遂に。クラシック三冠の最重要レース……日本ダービー!!」

　競馬をよく知らない人でもそのレースは知っている。と思う。

　一生に一度しか出る機会を得られない、全ジョッキーの夢とも言われるレース。

　配信は明日の朝から始める予定だが、時刻は既に午前二時過ぎ。

　これから日本ダービーの予想を立てていたら朝になる可能性が。

「うわー、強そうな子多過ぎ!!　こんなの予想立てられないよ!!」

　とかなんとか一人で深夜にはしゃいでいる成人女性。

　これを親が見たらどう思うだろうか。あ、縁切られてるんだった。

　でもやめらんない。それがギャンブル、私の人生。

「っし、マジで明日は勝つ!!　本当はギャンブル上手いってとこ見せてやる!!」

　多くのリスナーが勘違いしている。借金抱えてる私は下手なんだって。

　舐なめるなよと。借金を抱えた理由は私にブレーキが無かっただけだから。

　負けて負けて負けて。負け続けた私は誰よりも負け方を知っている。

　負け方を知っているということは勝ち方も知っているということ。

「度肝抜いてやる……!!　悪いけどアリスちゃんが興奮するようなことは無い!!」

　なので配信告知はツイッターだけ。マジで明日は勝つから。

　追い詰められた人間の沼など無い。申し訳ないね、本当。

『見習いメイドの大勝利競馬配信』と銘打った枠を既に取っている。

　分からない人は置いて行く。付いてこれる奴やつだけ付いてこい。




　　　　＊




「──皆さん、私に謝ることがありますよね？」


・まだ謝らない

・偶然だぞ

・競馬に絶対は無いから

・一生の内の一回がここで出ただけ

・信用ならないです



（うん、どうせこうなるだろうと思って新しいことって言ったよ俺は）

　五月のとある日曜日。加々宮エリンの競馬配信は朝九時から始まった。

　予告はしていたのと休日だったのもあって、同接は千人弱ぐらい。

「軍資金一万円がもう既に倍以上なんですよ、ご主人様!?　これを褒めないのであれば何を褒めるというんですか!!　ちゃんと当たったことから目を背けないでください!!」


・ぶっちゃけると見事だった

・普通に当たってて草

・まぁ、クッソ固い三連複だったけどな

・絶対外すと思ってたわ



「なかなか口が減りませんね……。まぁ、今機嫌が良いので許してあげましょう」

　正直競馬に詳しくないのであれだが、どうやら馬券が当たったらしい。

「ふふっ、まさか１Ｒから当たるとは。昨日徹夜で予想した甲か斐いがありました」

　ニコニコの笑顔でそう告げる。どうりで眠そうだったわけだ。


・どうせすぐ溶かすぞ

・日本ダービーまで持つか～？

・初手から軍資金の半分突っ込む女は怖いって



「大丈夫です、勝てる自信がありましたから。負けても次のレースがありますし、最悪全部無くなっても追加投資すればいいだけです。競馬はちゃんと勝てるようになってます」


・破滅する人間の思考なんよ

・企画趣旨だけは守ろうやｗｗｗｗｗｗ

・まぁ、全レースやるって言ってたから……

・こうして人は溺れていくんやなって



「軍資金を一万円に設定したのは、色々考えた結果出せる金額の上限だったからです。しかしですね、ギャンブルっていうものはそんなに甘い物じゃ無いんですよ」


・知ってる（白目）

・お前を見てれば一目瞭然だよ



　ここで一呼吸置く。そして何を言い出すのかと思えば。

「絶対に手を付けちゃいけないお金に手を出してからが本当のギャンブルですよ……!!」

（これをキメ顔で言うんだからこの人本当に壊れちゃってんだなぁ）


・もう馬鹿過ぎるｗｗｗｗｗ

・あまりにもカス

・救いようが無い……

・ごめんな、家賃がチョコ一枚になっちまった

・でも分かる自分がいるのも悔しい

・頼むから理性的であれ

・『本物』だよこれは

・アリスちゃんに止めてもらおうよ

・↑ダメだ、あの子は人の破滅を好む



「まぁ、一旦競馬会にお金預けてるだけですから。本日はそれを引き出していきましょうね。なんなら預けた金額以上を引き出すことも出来る素晴らしい銀行です」


・カスの常じよう套とう句く

・暗証番号は馬番の組み合わせと

・因ちなみに今まで幾ら預けたの？



「そうですね、大体二万口ぐらいじゃないですか。知らないですけど」


・はい、二百万

・引き出した分もあるから実際はもっと多いよな……

・どうしてこんなことに

・まぁ、少ない方なんじゃない（適当）



（け、競馬ってそんなにお金使うものなのか……こわ……）

　恐らく彼女を基準にしてはいけないが、恐怖を感じるには十分。

「私の目算では今日で全て回収出来ます。返してもらうぞ、奪った物を」


・競馬会を悪者にするなｗｗｗｗｗ

・逆恨みも甚だしい

・どう生きたらこんな怪物が生まれるんだ

・台詞せりふはカッコいんだけどなぁ



「っと、そろそろ次のレースが始まりますね。皆様の予想は如何いかがでしょうか？」


・言わない

・参考にされて文句言われとうない

・終わったら開示するわ

・人に頼るな



「本当に私のファンなんですかねこの人達……？　労基に訴えますよ……？」

　こんな時間から配信を見てる以上確実にファンなのだろうが。

　もう最近はずっとこんな感じ。これも一つの関係性か。

「さて、次のレースは単勝一点買いです。勿もち論ろん本命は『グランアリス』ちゃんです!!」


・おぉ!!　アリスちゃん繋つながり!!

・これは絆きずな

・普通に三番人気だしありそう

・これにはアリスちゃんもニッコリ

・外す訳にはいかないな



「もう名前を見た時から賭けると決めていました。賭ける金額は……そうですね。この前のコラボで頂いたお給料の半分突っ込みますか。これが絆、これが友情パワー……ッ!!」


・待て待て待て

・行くな加々宮!!　戻れエリン!!

・確か結構額いってたよな……？



「確認しました、１８３００円です。単勝四倍なので五万程ゲットしましたね」


・勝った算段で話を進めるなｗｗｗｗｗ

・あまりにも皮算用が過ぎるだろ草

・アリスちゃんの頑張りも無駄にするつもりか!?



「勝てばいいんですよ勝てば。いけっ、グランアリス!!　勝て、勝て!!」


・アリス・ミスティーナ　￥１００　エリンさんにボロ負けしてほしい自分もいます



「あ、アリスさん!?　そういう本音は隠しましょう!?　お給料ありがとうございます!!」


・草

・本　人　降　臨

・そうか、どっちに転んでもいいんだあの子は

・業が、業が深いよぉ……

・ここまでストレートに言えるのもなかなか



「はぁ、びっくりしました……。ということで頂いた百円も追加で突っ込んで……と」


・お願いだから懲りろｗｗｗ

・どうしようもないな本当に

・誰も止められない



　そしてレースが始まった。映像は流せないので彼女の反応だけが配信に。

「いいスタートです!!　恐らく差し馬ですので高位置につければいいのですが。マイルレースなのでなるべく前に行きたいところ……。今のところ掛かったような様子も無いのでこのままいけば全然差し切れますよ!!　さぁ、いよいよ第三コーナーを回っていきます」


・実況上手うまくて草

・もしかしてやってた？

・贔ひい屓き目めなのを除けばようレースが見えとる

・案件待ってます



「最後の直線、坂を登る!!　って、えぇ!?　グランアリス伸びない、伸びない!?　何で、どうして!?　完璧なコーナリングでしたのに、直線で大幅に失速……？　そんな……」

　どうやら負けてしまったらしい。この絶望顔がアバターに反映されないのが惜しい。


・はい

・いつもの

・見事なまでに負けてて草

・溶けた……



「あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　一体どうしてくれるんですか、アリスちゃん!?　せっかく増やした軍資金が一気に雀すずめの涙に!?　どうして最後伸びが苦しかったんですか!?」


・挙句アリスちゃんの所為せいにするなｗｗｗｗｗ

・普通なら炎上だけどこの二人はね……

・また反面教師配信だ

・アリス・ミスティーナ　￥１０００　心地のいい絶叫をありがとうございます



「おかしい、こんな筈はずでは……。そしてアリスさんは本当にブレませんね……」


・多分この配信を一番楽しんでるぞ

・早くも暗雲立ち込めてきたな

・返済の為ためのお金は使っちゃダメだからな……？

・果たして最後までいけるのか

・日本ダービーには百円しか残ってなさそう



「ま、いいですよ。まだ10レース以上も残ってますし、すぐ取り返せます」


・これでこそ加々宮エリン

・この切り替えの速さはまさしくギャンブラー

・マジで楽しみだわ

・絶対無理に一票



　一回の負け程度で落ち込んではいられない。すぐに次の準備をする。

「今日は長丁場の配信になりますので、皆様適宜休憩しながら見てくださいね」

　予定通りなら確か十六時までには全レースが終了する、はず。

　まだ午前中。そもそも体力よりも先に彼女の軍資金が尽きそうだった。




　　　　＊





・嘘うそだろ……？

・有り得ないだろ流石さすがに

・まさかとは思うが

・夢だ、これは夢なんだ!!



「──私が神!!　これが三連単という買い方!!　完璧なメイドの嗜たしなみです!!」

　時刻は十五時過ぎ。日本ダービーの一つ前のレースで事件が起きた。

「最後の百円が二万円に化けるという大逆転!!　前日の予想とか全部無視してルーレットで決めた番号の組み合わせが大当たり!!　二百倍オッズご馳ち走そう様でした!!」


・これは流石にイキっていい

・負けたわ……

・こんなことがあるんか（呆ぼう然ぜん）

・持ち過ぎだろｗｗｗｗｗ

・配信終わる準備するとか言ってたのになｗ



　まさかのラストチャンスで的中。女神様が少し微笑ほほえんだ。

（ここで終わらないから加々宮エリンなんだよなぁ……流石は俺の推し……）

「いやぁ、気持ちいいですね。この思い出だけで十年は生きられそうです」


・流石に褒めるわ

・ここで当ててくるかー



「やはり運うん否ぷ天てん賦ぷ……!!　オールorナッシングこそ私ですよ……!!　これで予想に数時間かけた日本ダービーに臨むことが出来ますね!!　勿論、今の配当全ツッパしますよ!!」


・あっ……

・今までの遍歴思い出してもろて

・せめて半分にしよ!!

・半分残せばトントンだから……!!



「もしかして日ひ和よってます？　その程度だったんですね、連帯保証人の皆様は」


・そりゃ連帯保証人なら止めるやろが!!

・俺達が止めないで誰が止める

・止める側なんよ、連帯保証人はぁ!!

・日和ってる奴やつ、いる!?

・いるんだよなぁ

・画面越しじゃ無かったらシバき倒してる



　なんとかリスナーは止めようとしているが、止まる筈もなく。

「マジで安心してください、徹夜で本気で予想したんです!!　日本ダービーのような大きなレースは固い結果になりがちですが、今回は本当に有力馬が多くてですね。どのお馬さんも好成績を残している訳です。となれば、こんなのやることは一つですよね？」

（分からん!!　俺が競馬に疎いの差さっ引ぴいてもこの人やっぱおかしいって!!）

「こんなのもう穴狙いの三連単ですよねぇ!?　一気に借金返済と洒落しやれ込みましょう!!」


・終わった

・終わりやね

・これが成功体験に狂った人間の末路

・これで返せたらほんまに凄すごいが

・返せるわけないだろが!!



「じゃあ安定に固く行くか、って話ですよ。そんなの裏でやりゃあいいんです!!　今ここで!!　配信者の私が見せるべきなのは、勝負から逃げないという強い意志です!!」


・気持ちと一緒に口調も上向きに

・配信者としては満点

・確かにそうなんだけども

・俺達が間違っていた……？

・まぁ、単勝二倍とかで勝ってもね



　強い言葉に押されていくコメ欄。本当に大丈夫なのか？


・いったれ!!　もう知らん!!

・止まるんじゃねぇぞ……

・爆死期待

・大勝利してくれいっそのこと

・夢はでっかくだな



「皆様、ありがとうございます……!!　がっつり買わせていただきますね……!!」

　口車に乗せられるとはこういうこと。とはいえ正解は正解。

　そして彼女は二万円全てを、夢溢あふれる馬券に変えていた。

「三連単一頭軸の組み合わせに、私の二万円全てを賭けます!!　頼みますよ……!!」


・存外賢い買い方ではあるんだよなぁ

・一番人気外してて草

・絶対一番人気は入れた方がいいって!!

・一番人気って今年の皐さ月つき賞しよう取った馬だろ？

・そもそも軸が五番人気なのか……



「もう戻れないんですよ!!　前にしか道はありません!!　進むしかないんです!!」

　まるで疲弊した兵士を鼓舞するジャンヌダルクのように。

　これが競馬じゃなかったら本当にかっこよかった。

「さぁ、始まりますよ……。クラシックの頂点、私の夢は億万長者です……!!」


・まず借金返そう

・えっと、最高で四千倍超？

・当たったらマジで返済出来るな

・借金返済しても億万長者目指してＶ続けそうで安心した



　そしてファンファーレが鳴り響いて、馬がゲートに入っていく。

「来い……来い……!!　頼みますよ……!!」


・ドキドキ

・当たれ……当たれ……



「日本ダービー、スタートです……!!　……え？　ちょ、嘘ッ──」

　ゲートが開き、彼女が推していたのは五番人気の馬だったのだが。

「──あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　確実に落馬してますよねぇ、これぇ!?　え、夢!?　何で、どうしてぇ!?　一旦やり直しましょう、目覚まし時計持ってきてください、早く!!」


・ウッソだろおいｗｗｗｗｗ

・夢って儚はかないね……

・壮大な出オチ

・草

・もうダメだぁｗｗｗｗ

・何でこう、綺き麗れいにオチが付くかなぁｗ

・奇跡だろこれこそ

・二万円紙かみ屑くず決定ｗｗｗｗ

・馬だけで走ってて草

・始まった瞬間に終わったってマ？



「いや、そんなことよりも騎手の方は大丈夫でしょうか!?　結構激しめに落ちちゃってたので心配です……何事も無ければいいのですが……!!」


・優しい

・金より命

・良かった、人の心は失ってなかった

・なんか泣けてきた

・本当に大事なことを知っている



　この切り替えの速さは一流。しんどいだろうに、流石だった。

　そしてレースが終わる。結局一番人気の馬が順当に一着を取っていた。

「──これどっちにしろ負けてませんか？　はい、負けてますね。対ありでした」


・一番人気ぶっちぎりで草

・競馬下手か？

・落馬関係ねぇｗｗｗｗ



「……さ、とっとと配信閉じますか。手元には一円も残らず、兵つわものどもが夢の跡」


・待て待て待て

・締めの挨拶ぐらいしろｗｗｗｗ

・本当濃密な半日だった

・全レースやれただけでも快挙だよ



「一応まだレース残ってるんですよね……。とはいえ約束は約束、今日は退ひきましょう」


・えらい

・退くこと覚えたカス

・悪い流れだもんな



「ということで本日の配信はここまでになります。大勝利どころか大敗北をかましてしまいましたが、皆様が思っていたよりは、ギャンブル下手では無かったでしょう？」


・上手うまくはなかった

・運はあるなって

・破滅するやり方はしてる

・そんなエリンが好き

・本当に好きなのがよく伝わった

・すげぇ楽しかったわ



「ッ……。ありがとうございます、ご主人様!!　これからも加々宮エリンは、沢山ギャンブルの方頑張っていきますね!!　もう二度と負けません、私は!!」


・配信を頑張れｗｗｗ

・程々にしようね

・味を占めるな



　新たなこと。というか、やりたかったことを肯定された。

（やっぱ推しが楽しそうだとリスナーは嬉うれしいもんだよなぁ。うんうん）


・￥３００　次頑張れ代

・￥５００　今日のお賃金

・アリス・ミスティーナ　￥２０００　素晴らしい悲鳴が聞けて良かったです

・￥７００　よいお年を



　証拠に最後の方にはスパチャが飛ぶ。配信への正当な報酬だ。

「お給料ありがとうございます!!　荒すさんだ心に色付きコメントが染み渡ります……。アリスさんに関しては後でシバきますから通話の準備をよろしくお願いします。では、お名前の方読み上げていきますね。ホワイトご主人様のご登場です──」

　そうして読み上げている間にも何件か飛んできて、彼女は時間を確認する。

「──最終レースに間に合わないように、スパチャ投げるの調整してますねこれは」


・策士しかおらん

・そらそうよ

・だって絶対使うし



「優しいご主人様しかいませんね、ここには。まぁ、本当はやる前に欲しかったですが」


・贅ぜい沢たく言うな!!

・もう投げねぇぞ!!

・少しぐらいは歯に衣きぬ着せてもろて



「冗談ですよ、冗談。春の競馬のＧ１はまだ残ってますからねぇ……!!」


・懲りろｗｗｗｗｗ

・人の金でやる競馬は楽しいか？

・だと思ったけどさｗｗｗ



「さて。本日も皆様のおかげで一人前のギャンブラーに近付けた気がします。配信を見て頂けた全てのご主人様に溢あふれんばかりの愛と感謝を。おつエリ、でした!!」


・もうメイド辞めたんか、おつエリ

・来年もよろしく!!　おつエリ!!

・目指せ、最強のギャンブラー!!　おつエリ



　最後にコメント欄が加速したところで彼女は配信を切った。

「負けたぁ!!　絶対勝てると思ったんだけどなぁ……っと、早めに日本競馬の公式チェックしとかないとだね。落馬した騎手さんが本当に心配だぁ……」

　すぐにスマホで検索をかけていく。配信上の言葉に一つも嘘うそはなく。

（こういうところちゃんとしてるのがね、もう本当に全人類に知ってほしい）

「やっぱ競馬は楽しい!!　何が起きるか分からないのが本当最高!!」

　勝っても負けても笑顔。好きなことをして生きていく。

　加々宮エリンの伸びしろは、きっとこの先も無くなることはない。




【本日のスパチャ額　￥４６００　投資　￥１００００】







[image: 配信６『加々宮エリンの配信は三人乗っても、大丈夫』]




【今話題の加か々が宮みやエリンとかいう借金抱えてるＶがやばいｗｗｗｗｗ】

【前代未聞!?　ガチ借金ライバー加々宮エリンとは】

「──うわ、いつの間にこんな記事が!!　私も有名になったなぁ!!」

　あの大敗から暫しばらくして。趣味のネットサーフィンしてたら自分の名前がある。

　まさかそんなことが起きるとは夢にも思っていなかった。

「エゴサしなくても見つかるって……ついに私の時代か～？」

　Ｖ関連のまとめサイトのトップに自分のスレがあるとは。

　しかし安易に中は見ない。とんでもないこと書かれてそうだしね。

「しかし、どの見み出だしにも借金のことしか書かれてないな……。メイドはどうした!?　加々宮エリンは借金だけじゃなくて、可愛い可愛い見習いメイドうさぎなんですけど!!」

　自分の配信を見返しても可愛い要素しか見当たらない。

　なのに最近はリスナーからも言われない。どうなってんだこの状況。

　取り沙汰されているのは、アリスちゃんとのコラボだったり、競馬配信だったり。

　私の良くない側面が出ている場面のみ。これが偏向報道か……ッ!!

「ぷはっ!?　やっぱり賛否両論だぁ!!　私の知らないところで争っている!!」

　まぁ、結局気になってスレを確認したらそんなことになっている訳で。

　Ｖとして良いのか悪いのか、など。やめろ、私の為ために争うんじゃない!!

　とはいえ話題になっている、という点ではいいのではなかろうか。

「アンチが来ても懐柔出来る自信がある。お前も連帯保証人にならないか？」

　実はアリスちゃんとのコラボ以降、どんどん登録者数が増えている。

　その数、なんと六万人。これはもう銀の盾が貰もらえる日もそう遠くない。

　そして収益も順調に増えてはいる。まだまだ全額返済には程遠いが。

「……ん？　ツイッターにＤＭが来てる……アリスちゃんかな？」

　暇を持て余してツイッターを開いたら通知が来ていた。

　相互フォロワーしか受け付けていないので、恐らく知り合いだろう。

「姫ひめ崎さきザクロさん……？　そういえば一昨日おとといぐらいにフォロー来てたな」

　送ってきた相手は同じ個人勢でＶをやっている女性らしい。

　取とり敢あえず確認ということで開けば、こんな文章が書いてあった。

『良かったら私達とコラボしませんか？　返信待ってます』

「え、コラボ依頼!?　嘘っ、私も誘われる立場になったってこと!?」

　凄すさまじく簡素な内容だったが、その事実に全てが霞かすみ。

　爆速で彼女のプロフをチェック。え、めっちゃ可愛いツインテ少女やんけ。

　すぐに丁寧に快諾の旨をＤＭで返すがあることに気付く。

「ん……？　私達、ってことは他に誰かいるってこと？」

　二人でのコラボではなく複数人。ということは私は単騎で攻め入るのか。

　すぐに彼女のチャンネルもチェック。そこで見つけた人物がいた。

「永なが倉くら誠せい司じさん、って方も一緒なのかな？　なんと男性のＶ!!」

　よくコラボしていたのはその人。恐らく確定だろう。

　というかその人以外との絡みが見当たらない。

『ありがとうございます!!　こちら通話用のサーバーなので参加していただけると!!』

　そしてすぐにＤＭの返信が。トントン拍子だが迷いは一切無し。

　初めての誘われた形でのコラボ。何としてでもモノにしなければ。




　　　　＊




「──春はる人と君休憩入っていいよー」

「あ、はい!!」

　いつものバイト。丁度品出しが終わるタイミングで休憩に入ることになる。

　少し遅れて休憩室に入ると、先に亜あ理り紗ささんが待っていた。

「……来たね、春人君」

　椅子に足を組んで座り、肘掛けに肘を突いて右頬ほおは拳で支えられ。

　さながら魔王のような姿に、俺は少しだけたじろいでしまった。

「ど、どうしたんですか亜理紗さん」

「ふふっ……。君は加々宮エリンさんのツイッターは見たかね？」

「あ、あぁ……やっぱり……」

　もう本当にこの人おかしい。この切り出し方は馬鹿の類。

　配信やり過ぎて壊れてしまったのか。いや、前からこんな感じだったわ。

「やっぱりってことは見た!?　またコラボだよ、またコラボ!!」

　俺の反応を見て亜理紗さんは椅子から飛び跳ねる。

「そのコラボのことなんですけど」

「ほほう。まーたいつもの心配事タイムかね、三み樹き春人君？」

「え、まぁ、はい。厄介オタクの杞き憂ゆうではあるんですけど」

　もうこの感じにも慣れた。最近はあまりにストレートに聞いてくる。

　とはいえこれだけは伝えておかなければならない。

「亜理紗さんはコラボ相手の二人の配信はもう見ましたか？」

「見た見た!!　すっごい相性良いよねぇ、あの二人!!」

　コラボ相手のリサーチは当然欠かしておらず、素直な感想を述べる。

「しかもキャラも立ってるし、普通にファンになっちゃうよね!!」

（問題はそこな気がするんだよなぁ……）

　特に姫崎ザクロの方が凄まじい。立っているというより尖とがっている。

　まさしく自分の『可愛い』要素を前面に押し出す配信をしている。

「あ、分かった!!　加々宮エリンがコラボ相手に喰くわれないか心配ってことでしょ!?」

「そう、ですね……。お二方とも個人勢の中に限らず有名ですし、仲の良さはＶ界かい隈わいでも随一だと思うので。結構やりづらいんじゃないかな、とは思ってます」

　信じたくは無いがそういう可能性もある、とは正直思っていた。

　持ち掛けてきたタイミングが加々宮エリンの知名度が上がっている今なのも。

　初めてのコラボの時とは違う、漠然とした不安があるのは確かだ。

「大丈夫だって!!　春人君の推しはそんなに弱くないよ!!　もうコラボは何回もしてるじゃん？　ってことはコラボ適性はそこそこあると思っていいんじゃない？」

「アリスさんとのコラボとはまた勝手が違うと言いますか……」

「もー、心配し過ぎだって!!　加々宮エリン最強!!　加々宮エリン最強!!」

　とにかく上機嫌。誘われたという事実はここまで人を舞い上がらせる。

　後は自分絡みのまとめサイトが増えてきたというのもあるのだろう。

　こうして素直にそれらを喜べるのもある意味才能か。

「もしかして亜理紗さんも気に入りました？　加々宮エリン」

「勿もち論ろんさ!!　むしろ私が一番推してると言っても過言じゃないよ!!」

「それに関しては負ける気はしませんけどね」

　とはいえ自分が自分を一番推しているという言葉を聞けて安心した。

　きっと亜理紗さんなら大丈夫、と俺も不安を掻かき消けすことにした。




　　　　＊




『──なぁ、ザクロ。一応聞いておきたいんだけどさ』

『何よ、せーじ。不満があるならさっさと言いなさいっていつも言ってるでしょ？』

『圧つっよ……。コラボ相手に加々宮エリンさんを選んだ理由って何だ？』

『そんなの決まってるじゃない!!　今急激にバズってるからよ!!　乗らない手は無いわ!!』

『え、それだけ？　何か絡みがあったからとかじゃないのか？』

『ある訳無いわよ!!　彼女の配信見たことあるの!?』

『あー、俺も切り抜きだけ見たな。なんか凄すごい借金抱えてるとか』

『どうせ嘘よ、そんなの!!　バズらせる為の設定に過ぎないでしょ!!』

『そ、そうか……？　あの感じだとマジっぽいが……』

『とにかく!!　今日のコラボは潰すぐらいの気持ちでやるわ!!　私の飛躍の為にね!!』

『失礼過ぎるだろ、コラボ相手に。折せつ角かくだし楽しくやろうや』

『馬鹿ね……。他のＶは皆敵なのよ。相手を喰うぐらいじゃないと生き残れないわ』

『俺はそこまで執着無いし。ゆるーく配信して酒を美味うまく飲めればそれでいい』

『何でそれでアンタの方が登録者数多いのよ……ムカつく……』

『知らん。ほら、そろそろ約束の時間だ、相手に失礼の無いようにな』

『うっさい!!　私は私がやりたいようにやらせてもらうから!!』

『本当に年頃の少女の扱いってのは難しいな……』




　　　　＊




「──あ、聞こえてますか？　はじめまして、加々宮エリンです」

　コラボ開始の三十分前。軽く顔合わせという体での通話の約束。

『こんばんは、はじめまして!!　姫崎ザクロだよ～!!』

　まず元気よく挨拶を返してくれた可愛らしい声の女性が姫崎ザクロさん。

　プロフでは十七歳の魔法少女らしい。いい設定だ、推せる。

『はじめまして。永倉誠司です。今日はよろしくお願いします』

　そして続くようにやけに良い声で挨拶したのが永倉誠司さん。

　非常に落ち着きがある。三十を越えたおじさんと自分では名乗っていた。

「この度はコラボにお誘いいただき真まことにありがとうございます。本日のこの貴重な機会を全力で楽しませていただきますね。是非ともよろしくお願いいたします」

　丁寧に丁寧に。最初の印象というのは非常に重要だ。

『も～エリンちゃん硬いよ～!!　もうちょっとフランクでもいいんだよ？』

　お、随分グイグイ来るな。こういうのは苦手ではないからありがたい。

『確かメイドさん、なんですよね？　気にせずそのままでやって頂いて大丈夫ですよ』

　永倉さんの方はバランスを取るかのように、気を遣ってくれている。

「私はこれが一番喋りやすいので。お二人もいつもの感じでお願いしたいです」

『だって、せーじ!!　正直その敬語聞き慣れてなくて困惑するしキツイよ!!』

『酷ひどい言われようだ……。じゃあ、いつもの口調でやらせてもらうよエリンさん』

（仲が良いのは裏でもそうなんだなぁ……。これはてぇてぇ祭わっしょいかも）

　実際に目の当たりにすると、確かに仲の良さに気け圧おされる。

　既に出来上がったグループに入る、というのはそういうことだ。

『エリンさんは配信始めてどれぐらいなんだ？　結構長い？』

「まだ二か月ぐらいですかね。Ｖの中では短い方だと思いますよ」

『え!!　それでもう登録者数六万人もいるんだ!!　すっごーい、エリンちゃん!!』

　めちゃ褒めてくれるやん。絶対いい人だよ姫崎ザクロさん。

「ありがとうございます。ですが、お二方にはやっぱり敵かないませんよ」

　ザクロさんが十五万人越え。永倉さんはなんと二十万人。

　間違いなく個人勢ではトップに近いその数字。凄い人たちなんだなぁ。

『私達はもう一年以上やってるからね!!　始めた時期もほぼ一緒なの!!』

『偶然な。その縁でこうして頻繁にコラボしてるって感じかな』

　なるほど、私とアリスちゃんのような関係ということか。

　それで二人とも成功しているのは、非常にいいサンプルになる。

『私とせーじのコラボで誰か呼ぶのって初めてなんだ!!　緊張しちゃうね!!』

『そういえばそうかもな。他の誰かを呼ぶって発想がそもそも無かった』

『実は私の方では何人か誘ったことがあるんだけど、全部断られちゃって……』

『そう考えるとエリンさんは凄いな。今回は何でコラボ受けてくれたの？』

　何でコラボを受けたか。理由なんてそんなもの一つしか無い。

「嬉うれしかったから、ですかね。誘われるのは初めての経験でしたので」

『それはこっちも嬉しいな。今日は皆で楽しく配信出来たら最高だ』

『そうだね!!　私は誰よりもこの配信を楽しむよ!!』

　うんうん、好感触。これなら上手いことやれそうだ。

　そして配信時間まで軽い雑談を。私も今日は沢山楽しむことにしよう。




　　　　＊




　コラボと聞いて同接は今日も三千人を越える大盛況となっている。


・アリスちゃんとのコラボ以外は初か

・期待

・ちゃんとやれんのか

・大丈夫だろ（適当）



（不安もあればやっぱり楽しみもある。いつも通り俺は楽しむだけだ）

　事前の通話は聞いており、特に問題は無さそうだったが。

　それでも拭えない不安が頭の片隅にこびり付いていた。

「──こんクロ～!!　皆のアイドル、ゆめかわ系魔法少女ライバーの姫崎ザクロだよ!!　今日もザクロの魔法で皆を虜とりこにしちゃうから、いっぱいザクロのこと好きになってね!!」


・可愛い

・ザクロちゃんすこ

・まさかコラボするとは

・正統派の可愛さ

・推し変えようかな



「永倉誠司です。今日もザクロにコラボ呼ばれたんで、是非ともよろしく」


・めちゃ声良いな、この人

・イケオジだぁ……

・これはハーレム



「そして今日は!!　なんと特別ゲストを呼んでるよ!!　この人!!」

「お帰りなさいませ、ご主人様。鏡の国から追い出されて久しく、故郷の景色がもう思い出せない見習いメイドうさぎ、加々宮エリンと申します。よろしくお願いいたします」


・きちゃぁぁぁぁぁ

・追放された挨拶は健在

・全然負けてないぞ!!

・このブレなさよ

・どっちも可愛いな、うん

・全く余よ所そ行ゆき用じゃなくて草



（いつも通り……どころか満面の笑みだ!!　未いまだに誘われた嬉しさが表情に!!）

「という訳で、加々宮エリンちゃんです!!　皆知ってる？　知らない人もいるかな？」

「そうだな。ざっくりでいいからもう少し自己紹介してもらってもいいか？」

「はい、一千万を越える借金を抱えてるメイドです。ギャンブルで破滅しました」


・一歩も引かない姿勢ｗｗｗｗ

・全く猫被かぶらんなｗｗ

・引かせる気満々で草

・右ストレートから入るスタイル

・遊びはいらないんだよね



「そ、それだけでいいのか？　いやっ、全然それだけって内容じゃ無かったけど」

「と言われましても……。皆様からのスパチャで借金を返そうとしてますとしか……」


・堂々と開き直るなｗｗｗ

・何でちょっと困惑気味なんだよ

・困惑したいのはあっちなんよ

・お願いだから迷惑はかけないでね……



「お、思ってたよりもやばい人なのかもしれないな……」

「あははっ!!　こっちのコメントでも『やばい』ってめっちゃ言われてるよ!!」

　どうやら初手で既に爪痕は残している。良くない方向で。

「でもさ、実際配信の収益だけで借金って返せるものなの～？　ぶっちゃけ普通に働いた方が早いんじゃない？　配信を選んだ理由ってどんなのなのかザクロ気になるな～!!」

（言い方にちょっと刺とげがあるような……そういうスタイルなのは分かるけど）

　あまりにもストレートかつ踏み込んだ質問に俺はちょっとムッとなる。

　しかし当の本人は全く気にしたような様子を見せずに笑顔を全く崩さない。

「莫ばく大だいな借金を抱えた時に偶たま々たまＶという文化を知りまして、何よりも楽しそうだったことが決め手ですね。返せるかどうかは全ては連帯保証人の皆様にかかってます」

「れ、連帯保証人……!?　もしかしてリスナーの呼び方なのか……？」


・もうやめてくれその呼び方!!

・一いち蓮れん托たく生しようです……

・こういう反応を見たい節はある

・永倉さん良い反応してくれるなｗ



「え、リスナーさんのことそんな呼び方してるのエリンちゃん!?　それは可哀かわいそうだよ……。リスナーさんは私達配信者を支えてくれる、大事な大事な人達なんだから!!」


・仰おつしやる通りで草

・推し変えるかそろそろ

・可哀そうだよな、俺達……

・でもなんかもう慣れたわ



「リスナー様全員洗脳……了承済みですから。因ちなみにザクロさんのとこは何と？」


・本音隠せなくてえらい

・洗脳……だよなぁ……

・俺達が自ら選んだ道



「ザクロのとこは使い魔さんだよ～!!　魔法少女だから、それに因んだ名前で!!」

「俺のとこは飲み仲間かな。基本ソロ配信は飲酒してるから」

「お二人共素晴らしいですね。私も是非ともそのセンスを見習いたいところです」


・口だけ

・絶対変えないぞ

・見習いメイド要素久し振りだな

・今更感はある

・やっぱり異質なんやなって……



（……なんか全然問題無いな。いつも通りだし、相変わらずふてぶてしい）

「今日は折せつ角かくエリンちゃんに来てもらったから、色々聞きたいんだけどいいかな～？」

「是非是非。基本的にＮＧ無しなので何でも聞いちゃってください」

　一応この配信は亜理紗さんがゲストの体なのでこうなるだろう。

　その質問の内ない容よう如何いかんでは、今後の展開に関わってくる。

「ぶっちゃけ、借金あるって本当に本当なの～？　嘘うそだったら流石さすがにやばいよね～？」


・その質問はまずい

・悪魔の証明が始まる

・踏み込んできたな

・未だに答えが出ないブラックボックス



「おい、ザクロ。流石にずけずけと聞き過ぎだ……プライベートな話だろ」

「だって気になるじゃん～!!　本当はエリンちゃんのリスナーさんも気になってるでしょ～？　折角のコラボだしこの際はっきりさせといた方がいいってザクロは思う!!」

　悪戯いたずらっぽく、嫌みっぽくはならないように聞いてくるその質問。

　純粋無む垢くっぽい聞き方が故に、強くは否定が出来なかった。

「はぁ……。エリンさん、答えたくなかったら答えなくてもいいから──」

「──それもそうですね。いい加減証明しましょうか」

「へ？」

　まさかそんな答えが返って来るとは思わず、素っ頓狂な声をあげるザクロさん。


・証明!?

・やってくれるのか

・嘘だろ？

・遂ついに開かれるのか



「元々は十万人記念配信でお披ひ露ろ目めしようとしてたのですが。切りましょう、手札を」

　そして何やらＯＢＳを操作し始めると、画面に画像が表示された。

「流石に色々隠してますが、漸ようやく見せる準備が出来ましたので」


・借用書ｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

・マジのやつじゃねーかｗｗｗｗｗ

・せめて借りてる会社名も隠せｗｗｗｗ

・これＶの配信だよな？

・ぐうの音も出ない

・申し訳程度に名前のとこに加々宮エリンって被せてあるの草



「お二人も是非。私の方の配信枠に載ってますので、ご確認の方をお願いします」

「え、え、本当に!?　うわっ、こんな感じなんだ借用書って……」

「……これガチだわ。俺も一時期借りてたことあるからよく覚えてる……」

「ふふっ、ちゃんと消費者金融の方にも許可頂いてます。結構大変でしたが」


・そらそうだろｗｗｗｗ

・その前に借金返せよって話だしな

・永倉さんも借りてて草

・催促の電話で許可求められたらビビるわ

・あまりにも強過ぎる

・どうしてそう、変な方向に思い切りが良いんだ

・前代未聞で草



「担当の方と電話し過ぎてもう仲良くなっちゃいまして。配信も見て頂いてます」


・ウッソだろｗｗｗｗ

・怪物だわ……

・この人やばいな、本当にｗ

・ザクロちゃん凄すごい人連れてきたね……



　衝撃の展開があったことで何人かのリスナーが流れてきていた。

　気付けば同接は五千を越えて、コメ欄の盛り上がりが凄すさまじい。

「で、でもさ!!　リスナーの人に払わせて申し訳ないとか思ったりはしないの!?」

「配信者はもう一種の職業だと私は解釈しています。そして私はご主人様に仕えるメイド。となればスパチャはお給料なので、むしろくれない人は労基に訴えてもいいぐらいです」

「そ、そっか～。そういう捉え方も、確かにありだと私も、思うな～」


・その言い方ずるいんよ

・ご主人様である以上はね……

・ここまで開き直られるともうね

・ザクロちゃんは優しいなぁ

・ええ子や……



「ごめん、俺も質問していいかな？　何だってこんな額の借金が……？」

「鏡の国の国宝である壺つぼを割った結果ですね。壺を見ると震えが止まりません」

「なるほど……。それで配信しながらメイドやってる、と。大変だね」

「はい。まぁ、全然関係ありませんが、ギャンブルも大好きなんですよね私」

「絶対にそれが本当の理由だよな!?　逆に関係あるように聞こえるが!?」


・壺だから!!　壺の所為せいだから!!

・壺割った（比喩）

・言うなよ余計なことをｗｗｗｗｗ



「……ギャンブル俺もめっちゃ好きなんだけど、何が一番スッた？」

　その理由に興味を持ったのか、永倉さんが質問を重ねていく。

「パチスロですね。あんなにお金が溶けるコンテンツは他にはありません」

「分かるわぁ……。一時間足らずで三諭ゆ吉きちぐらい消えるからなあれは……」

「一回入れたらもう後には引けないんですよね……。あっ、涙が……」

「なんか俺も震えてきたわ。不意にトラウマが蘇よみがえってきた」


・この二人相性良いなｗｗｗ

・遂にギャンブルで繋つながった!!

・仲間が出来たよ、やったねエリンちゃん

・↑おいやめろ

・何とも貴重な体験



　その間ずっとザクロさんの発言は無く、話に入れていなかったが。

「ちょ、ちょ、ごめんね!!　ザクロ、一旦お手洗い行ってくる!!」

「!!　すまん、俺も丁度宅配来ちまった。対応時間かかるかもしれん」

「エリンちゃん暫しばらく一人で繋いでてくれる～？　エリンちゃんなら出来るよね～？」

「お任せを。お二方のリスナー様、少しだけ私一人になりますがご容赦ください」

（つっよ。この場面でノータイムで快諾とか普通出来ないって……）

　確実にイレギュラーなのにも拘かかわらず、全く動揺を見せない。

「……ふぅ。お二方共素晴らしい人格者ですね。慣れないコラボで私が孤立しないように沢山質問してくださり……。やはり長年続けている方はそういう気遣いが違います」


・急にまともになるなぁ!?

・いないところで褒めるなｗｗｗ

・加々宮さんも素晴らしいです

・まともなのかやばいのか分からなくなってきた

・ここが加々宮のいいところ



「折角の機会なので、是非連帯保証人になりたい!!　という方はいらっしゃいませんか？　加々宮エリンが仕えているお屋敷はいつでもその門戸を開いていますので」


・勧誘するなｗｗｗｗ

・その誘い方でくる奴やつはいない

・俺達もなりたくてなった訳じゃないから

・聞いたことないよそんな誘い文句

・普通に生きてたら経験しない言葉



「勿もち論ろん、連帯保証人の方が使い魔さんや飲み仲間になると言っても私は止めませんよ？　どれだけ浮気したっていいんです。最終的に私のご主人様であれば、それで」


・ラオウ理論

・まぁ、リスナーは自由だからな

・いい考え方

・メイドっぽくはないよなぁｗ

・なんか泣けてきた



　と、一人であってもその個性というものを存分に見せつけていっている。

　その影響か、またちらほらと同接が増え続けていた。

「──ただいま!!　エリンちゃん一人で大丈夫だったかな～？　ごめんね、配信歴浅いのにコラボで一人になって大変だったでしょ？　上手うまくいかなくても全然問題無──」

　そして五分程経たった後、先にザクロさんの方が離席から戻って来る。

「──お帰りなさいませ、ザクロさん。非常に有意義な時間を過ごさせていただきました」

「へ、へぇ～。……ザクロの使い魔さん達、エリンちゃんどんな感じだった？」

　そしてどんな感じであったのかをリスナーに呼び掛ける。

「……急に一人になってもトークが全く途切れずに個性的で面白くて凄かったって!!　エリンちゃん、すっごく場慣れしてるんだね～!!　やるじゃん～!!」

「お二方のお陰です。沢山お話を私に振ってくださったので、緊張も解けました」

「それがバズったりする要因なのかな？　ざ、ザクロも負けてられないな～!!」


・ザクロちゃんめっちゃ褒めてくれる

・フラットに接してくれてるの良いね

・難しい部分もあっただろうにな

・加々宮が迷惑かけてないの珍しい



「すまん、俺も戻った。いい感じに二人共仲良くなってるみたいだな」

「そりゃそうだよ、せーじ!!　私とエリンちゃんが仲良くなる為のコラボだもん!!」

「え、俺は……？」

「せーじはおまけ!!　やっぱり女の子同士でキャッキャウフフしないと!!」

「ひでぇな。まぁ、ザクロ的にも仲が良い女の子いた方がいいか」


・この二人本当に仲良いんだな

・本当に加々宮いて大丈夫？

・この空間は凄まじい



（ここぞとばかりに仲の良さを見せつけてる!!　蚊か帳やの外になったりしないか……？）

「てぇてぇ……。年下女子に振り回されるおじさんのカプ、推せる……」


・満足してて草

・もういいよそれで

・楽しそうで良かった（白目）

・オタクちゃん出てるって!!



「あの、エリンさん……？　ザクロと仲良くするって話じゃ……」

「あ、私は一旦隅にいるので続けてください。皆様もそれを求めてますので……」


・弁わきまえられるオタク

・うーん、これはいいメイド

・久々にメイド要素来たな

・一歩下がって見守るの草なんだ



「俺としては三人で仲良く喋しやべりたいんだが。折せつ角かくの三人でのコラボだしな」

「私としましてもそれは嬉うれしいですね。永倉さんとは趣味も合いますし」

「ザクロはそういうのあんまり興味無いから俺も嬉しいよ。俺はおじさんだしな」


・出来た大人だなぁ

・シンプルに楽しそう

・お嬢様、執事、メイドって感じ

・バランスめっちゃ良くて草



「ザクロさんは何か好きな物とかありますか？」

　そっちにも寄り添おうと、亜理紗さんが優しく質問する。

「…………………………」

　だが、すぐに返答が無かった。ミュートにでもなっているのか。

「ザクロは確かアニメが好きだな。俺も多少は嗜たしなんでる」

「いいですね。昔はよく見てたんですが、段々と見るのがしんどくなってきて……」

「クッソ分かる。好きなんだけど、歳とし喰くうとどうにもリアタイはきつくてな」


・分かる

・分かっちゃった……

・一気見しか出来なくなった

・大人ってそうなの……



「ザクロさんは何のアニメが好きなんですか？　やはり魔法少女系ですか──」

　また気遣ってのザクロさんへの質問。回し方が非常に上手い。

「──せーじ」

「え？」

（うん？）


・ん？

・なんだなんだ

・告白？



　聞き間違いか。ザクロさんが返した言葉はそれだけ。

　そして次の瞬間に堰せきが切れたかのように喋り出した。

「せーじ取っちゃやだぁ!!　ザクロが一番の仲良しなんだから!!　エリンちゃん可愛いし凄すごく面白いの分かるけど、ザクロがせーじとずっと一緒にやってきたの!!　うぅ……」

「!?」

「こんな感じになるなんて全く思ってなかった!!　せーじも鼻の下伸ばしてるし!!」


・あー、泣かせた!!

・嫉妬して泣いちゃうの可愛い

・マジで仲良しなんやな

・謝れ加々宮

・急だなｗ

・これ大丈夫か？

・二人って付き合ってんの？



「お、おいザクロ……。流石さすがにエリンさんに失礼だろ──」

「──私はおじさんには興味無いのでご安心を。あ、お金貸してくれるなら話は別です」
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・おいｗｗｗｗｗｗ

・クズがｗｗｗ

・初対面だよなぁ？

・最低で草



「本当に本当!?　ザクロ、嘘うそ吐つくの絶対許さないから!!　エリンちゃん信じるよ!?」

「えぇ、勿論。ギャンブル好きな人間は守備範囲外です、ロクな人間じゃないので」

「美少女達からの言葉の落差が凄くてマジで困惑してる。感情が迷子」


・あーもうめちゃくちゃだよ

・これもまた事故

・ザクロちゃん一いち途ずでええな

・ファンになったかも

・永倉さんは苦労人だな……

・加々宮が一番やばい



（……立ち回りが上手過ぎる。一歩間違えれば本当に事故だったろ）

　その後、永倉さんがなんとかザクロさんを宥なだめて、なんとか事なきを得る。

「──ご、ごめんね～!!　ちょっと感情が昂たかぶっちゃって……」

「お気になさらず。本当にお二人が仲良しなのがよく伝わりましたので」

「悪いね、なんかゴタゴタで。気を取り直して続けるか」

　雑談を続けようとした永倉さんを、亜理紗さんは制した。

「いえ、私はそろそろお暇いとまします。本日は十分楽しませていただきました」

「えっ!?　エリンちゃん、もう行っちゃうの？　ま、まだたっぷりお話しようよ!!」

「身勝手で申し訳ありませんが、この後の予定が少し押してまして」

　深々と頭を下げて、早めの別れを謝罪していく亜理紗さん。

「そうか、それなら仕方ないな。今日は来てくれて本当にありがとう」

「分かった、今日は諦める!!　……後、沢山変なこと言っちゃってごめんなさい」

「こちらこそです。またの機会を楽しみにしてますよ、ザクロさん永倉さん」


・またね!!

・またコラボするの楽しみ!!

・面白かったな

・加々宮に引っ張られた説



　そうして何度も何度もお礼を言い、二人との通話を切った。

「──さて、如何いかがでしたか？　お二人共、本当にいいコンビで良い人達でしたね」


・加々宮が一番偉かった

・なかなか濃いコラボだった

・わざと早めに抜けたな

・気を遣ったのバレバレで草



「まさか。この後、消費者金融の方と電話するので放送事故を恐れただけですよ」


・本当でも嘘でも草

・嘘吐け絶対わざとだゾ

・そうかそうか

・敢あえてネタを捨てるスタイル嫌いじゃない

・綺き麗れいな加々宮



「過大評価し過ぎですよ。ということで、ご主人様。本日のお給料はまだですか？」


・￥５０００　日給

・￥１５００　頑張った代

・￥２０００　最後はちゃんとメイドだった

・￥１００００　オラッ、赤スパだ!!　泣けっ!!



「!!　特別ボーナス、ですね……!!　皆様、本当にありがとうございます……ッ!!　きっとこの様子を消費者金融の方も見ていらっしゃることでしょう……。今夜は祝杯です」

　その後も細かなスパチャが飛び交い、一気に名前を読み上げていく。

「──そして最後に。姫崎ザクロ様、永倉誠司様。ご両名にも溢あふれんばかりの愛と感謝を伝えて、本日の配信はここまでとさせていただきます。おつエリ、でした!!」

　おつエリで溢れたコメ欄を満足気に見て、亜理紗さんは配信を閉じた。

「ふぅ……。いやぁ、緊張した!!　でも二人のお陰でうまく立ち回れたな～」

（ど、どうだろ……？　大体の人はやりづらかったと思うけど……）

　イレギュラーもあったし、なんとなくだが圧も感じた。

　それでも尚なお、いつも以上にやれたのは彼女がどこかおかしいからか。

「ＤＭでお礼もしてっと……。楽しかったー!!　またコラボしてくれるといいなぁ」

（してくれるのかな……？　ぶっちゃけ完全にコラボ相手喰ってたし）

　またしてもＶＴｕｂｅｒとしての才能の片へん鱗りんを見せつけた亜理紗さん。

　大きな大きな爪痕を残して、変則コラボは終了したのであった。




【本日のスパチャ額　￥２５５００】
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「──マンネリ気味かもしれんね、加か々が宮みやエリンさんは」

「そ、そうですか……？　順調だと思いますけど」

　就業を終えて、いつものように帰り道に雑談。

　アイスコーヒーを片手に亜あ理り紗ささんは神妙にそう告げてきた。

「実際喋りは上手うまいし、雑談が合ってるのは分かるんだけどさ～。流石にそればっかりだろそろそろ飽きてくる人がいるんじゃないかな、と私は考えてるんだけどどうかね？」

（自分で言うのか……。概おおむね合ってるから何も言えないんだけども）

　確かに今までの加々宮エリンの配信はほぼ雑談か企画がメイン。

　それで今まで成立しているのだから恐ろしいとも言える。

　このまま俺が助言し続けるのもどうかと思い一旦突き放してみるか。

「俺は現状で満足してますけどね。新しいことが良いこととも限りませんし」

「うーん、確かにそうかも……。上手く行くばかりじゃないよね……」

　空になったコーヒーの缶をゴミ箱に捨てて、俺の方に向き直る。

　その表情が妙に憂い気味であり、思わず目を奪われた。

「……逆に亜理紗さんは、今後の彼女には何が必要だと思います？」

　放っておくとか普通に無理だった。そもそもずっとマイク状態で何も出来てないし。

「そうだなぁ……。やっぱり雑談だけだと画面にあんまり変化が無いなぁって思う」

「なるほど、確かに。あくまで配信は目と耳で楽しむコンテンツですからね」

　とはいえリスナーは推しの顔が画面にあるだけで満たされるもの。

　それ＋αとなるともう答えが一つしか無いのだが。

「……思いつかないなぁ、うん」

「そ、そうですか……」

（絶対思いついてる顔!!　だけどやりたくないって顔が言ってる!!）

　あまりにも隠し事が下手だ。ここまで顔に出るのも珍しい。

　となればやっぱりＶが天職だったのかもしれない。

「……そうだ、春はる人と君。さっきの話とは全然全く関係無いんだけどさ」

「何です？」

「今どんなゲームが流行はやってるとか知ってたりする？　お姉さんそういうの疎くて!!」

（まるで成長していない……!!　やる気はあるってことね……）

　俺じゃなかったら吹き出しているところだ。相変わらず欲が剥むき出しだ。

　逆に関係無いとか言うことで怪しくなってるからねこれ。

「今はＦＰＳじゃないですか？　もしくはＲＰＧとかは長く続けられますよね」

「そう、なるよねぇ……。うん、ありがとう。結局全部苦手で草も生えない」

　ちょっと落ち込んだ顔を見せながらも冗談を言う亜理紗さん。

「今までゲームとかやったこと無くてさ。やってみてもいいかなって」

「そうなると……難しい操作とか何もいらないゲームも沢山ありますよ」

「そっか!!　じゃあ、色々調べてみるわ～。そんじゃ、またね!!」

　そう言い残して亜理紗さんは、そそくさと改札を通っていく。

　これで次は確実にゲーム配信だろうなと思いながら俺も電車に向かう。

　何をやるのかだけ楽しみにして。何やるんだろうなぁ……。




　　　　＊




　この前の二人とのコラボは非常に大きな反響があったように思える。

　証拠に切り抜きが結構上がっており、再生数もまちまち。

「そうなんだよな～泣かせちゃったのは本当に反省案件だわ～……」

　その動画タイトルの大半が『加々宮エリン、女性Ｖを泣かす』みたいな。

　もうちょい書き方あるだろ。まぁ、動画見てもらえば理解してもらえるが。

　コメントもどちらかを責めるかのようなものは少なかった。

「もう少し上手く立ち回れたら……彼女に嫌な思いもさせずに済んだのかね」

　理由がどうあれ、私が原因でザクロさんが泣いたのは間違いない。

　件くだんの配信をどうやら見ていたらしいアリスさんには

『エリンさん、人を追い詰める才能もありますね……』

　と言われてしまった。そんなつもりは全く無かった、信じてくれ。

　そしてザクロさんからのＤＭの返信はよそよそしい。参った。

「昔からそうだった気がする……。なんか人とずれてるというか」

　思えば学校でも会社でも仲の良い人はそれなりにいたが。

　なーんか困惑されることが多かったというか。何でなんだろう。

　普通に、自然体に話している筈はずなのだがどうにも他と相違がある。

「配信中一歩下がるべきだったか……？　いやっ、流石に何も爪痕残さないのは……。もっとザクロちゃんと話せたら良かったんだけど、永なが倉くらさんと趣味が合い過ぎてな～。相手はせっかく気を遣ってくれてたんだから、私もそう出来てたら……畜生ッ!!」

　反省点は山ほどある。結果は良かったが、危うさは常にあった。

　そして切り抜きを見み漁あさっていたら、気になるコメントを見つけた。


・これ姫ひめ崎さきザクロが意地悪いだろ

・加々宮が上手く躱かわしてるからいいけどさ。性格悪いって

・新人潰そうとしたら失敗したやつやんこれ



「何……だと……!?　その批判は的外れなんじゃないかなぁ、流石さすがに!!」

　あれだけ優しくしてくれたのにそれを意地悪と取るか。

　そもそも当事者の私が全くそう感じてない。許せないなこれは。

「そもそも私が空気読めてなかったのが悪い!!　このままじゃ不味まずいって話!!」

　この話は終わり、と言わんばかりに動画を閉じる。

　エゴサはやっぱり精神衛生上あまりよろしくないと思いつつ。

「──あ、そうだった。ツイッターでやるゲーム募集してたんだった」

　全くその辺りに詳しくないのでリスナーに頼らせてもらう所存。

　数時間前に募集したのだが、既に結構なリプが付いていた。

　はぁ、色々な種類のゲームがあるんだなぁと思いつつ見ていくと。

「……『空気読め』？　何これ今の私にぴったりじゃん!!」

　しかも結構リクが多い。他のＶの方も結構やってるとか。

　検索してみると、案の定空気を読むだけのゲームらしいが。

「これだぁ!!　この前の禊みそぎも兼ねてこれやらせていただこうかな!!」

　即断即決。本当は私が空気を読めるということを知らしめてやろう。

　早速明日の配信でやらせてもらおう。この程度の出費は痛くない。

　Ｖやると決めた時点で粗方揃そろえた中にゲームハードもあった。

　この三万円があればもう少しいいご飯が食べれたと後悔した日もある。

「そんな日々に終わりを告げたらぁ!!　何でゲームやらないのに買ったんだろ……」

　とにかく当時の私はおかしかった。そりゃ借金も増えるわ。

　ここで上手くいけば、あの時の出費は無駄じゃなかったと思える。

　そうしてゲーム配信を続けていけば、いずれは企業案件なんかも……。

「夢溢れまくってるが!!　何で今までやらなかったんだ、私は!!」

　私の中のゲームはもう、ずっと前からギャンブルに塗り潰されていた。

　早速ゲームのＤＬ版をポチる。いい世の中になったものだ。

「予習はしない!!　ぶっつけ本番で私の実力を見せたる」

　Ｖを始めてから凄すごく独り言が増えた気がする。

　いいんだ、なんか喋しやべってないと落ち着かないから……。

　ワンルームで一人で喋る成人女性。まだまだこれからも頑張ります。




　　　　＊




　初手にこれを持ってきたということは、本当にゲームが苦手なのだろう。

　それにしてもいいチョイス。非常に合っている気がする。


・遂ついにゲーム来たね

・逆に今までやってなかったのが不思議

・メイドなのにゲームやるのか

・金無いから避けてるのかと



　初ゲームということもありそれなりに同接も多い。

　というか最近は平均して常に二千人以上いるんだよな。

「──どうも、加々宮エリンです。今日もこんエリ～って感じです」


・!?

・なんだなんだ

・軽い

・スタイル忘れた？

・ギャルみたいになっとる



（な、なんだ……？　漂う雰囲気はいつも通りなのに喋り方だけ違う……）

　最初の挨拶と言えば、どの配信でも丁寧に実直に。

　それが今回はめっちゃ軽い。素の亜理紗さん味をより感じる。

「ってことでね、今回は『エリンの休日』です。メイドやってらんない時もありますね」


・あーそういうｗ

・今日はメイド休みなのか

・というか普段はメイドだったのか

・敬語だけは崩さないこだわり

・絶妙にやさぐれてて草



「あ、メイド服着てるのは気にしないでください。私服買うお金がね、はい。流石に就業中にゲームするとクビになるので、やっと休日が来たということでお願いします」

　いい具合に言い訳も重ねながら、サクサク進めていく。

「いやぁ、メイドじゃないと気が楽ですね～。っしゃ、適当にやっていきますよ～」


・ふわふわし過ぎだろｗｗｗ

・なんだろう、凄くいい

・メイドの裏側かぁ

・そうか、そういうやり方か

・半分素だろそれｗ

・この緩い感じもたまにはいいな



「事前に告知してましたけど、今日は『空気読め』というゲームをやっていきます。普段からメイドやってる人間としての実力を如何いかんなく発揮していけたら、みたいなね」


・因ちなみに選定理由は？



「あー、なんか自分が人とずれてるかもって思ったので。儘ままなりませんね」


・この前のコラボか

・あれは逆に読めてた気もするが

・とりま応援

・休日も仕事の為ために頑張るメイドの鑑かがみ



「では早速やっていきましょう。完全初見です、全力でかかってこい」

　慣れていなさそうな操作で、ゲームをスタートさせる。

「あれ、どれが決定ボタン……？　タイトル画面から一向に進まないんですが、不良品ですかね？　あ、押すのはＡじゃなくてＳＴＡＲＴボタン？　すみませんね、グダグダで」


・おばあちゃんレベル

・マジで触れてきたことがない人の動き

・下手とかの領域じゃなくて草

・苦手なら触って来いｗｗｗ



「っと、やっとゲーム始められますね。一人用と二人用……二人用？　つまり明確に空気読めない方が炙あぶり出だされると……？　なんて恐ろしいゲーム、気に入りましたよ」


・いいからはよやれｗｗｗｗ

・なんか親とゲームやってるみたい

・ピコピコやってるやん



　もうこの段階から空気が読めてない。才能か。

　いざゲームが始まればどうなってしまうのだろう。

「あー、はいはい、電車内……。まぁ、私は空いてたら座りますけどね。よっこらせと」


・ノータイムやめろｗｗｗｗ

・譲る気ゼロで草

・でも空いてたら座るわ

・空気読めてる!!（洗脳）



「ほんで次はカップルが前歩いて……邪魔じゃあ!!　どけ、この……ッ!!　天下の往来の道塞ぐとかどういう了見なんですかね、一体……!!　私がこの街の平和を守ります」


・豹ひよう変へんするな

・怖いって

・これは……非モテですね

・陰キャの極み

・言葉遣いがエグい



　暴走気味。というよりも全く猫を被かぶっていない。

　メイドという側面から抜け出せば人はこうなるということか。

「はいはい、一本締めですか……あ？　何な故ぜ私に合わせない……？　革命……？」


・自分を社長と勘違いした精神異常者

・傲慢で草

・メイドから解放された末路

・沸点が低い



「……私の前に立つなぁ!!　全員今すぐエレベーターから降りろ!!　狭いんじゃあ!!」
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・シンプルにダメ

・日常生活ちゃんと送れてる？

・マンションには住めないね

・どうしてそうなる……？

・わざとやってるだろこれはｗ



「ここで一旦休憩……と。どうですかね、そこそこ読めてるんじゃないですか？」

　しれっと聞いてくるその態度。記憶でも消えたのか。

「やっぱメイドやってる身としてはね、これぐらいは軽く出来ないとですよ」


・コメント読めてない？

・これは駄メイド

・出来……てた？

・逆にね？



「いや、あれですよ。こういうのって深く考えたら意味無いんで……。私のありのままをね、見せようかなと。よく言えば自然体の加々宮エリン、悪く言えば脳死プレイです」


・そういうもんか……？

・本気のも見たいなぁ

・まぁ、休日に頭使いたくないよな



「本気をご所望……？　ふふっ、嫌でーす!!　私の本気はそこまで安くありませーん!!」


・ウザすぎる

・住み込み辞めさせるぞ

・クビ

・連帯保証人解約する

・舐なめるなよご主人様を



「よーし、休憩終わりです。見せてあげましょうか、私の本気、をね……」

（結局こうなるのも、確かに素の亜理紗さんに近いのかもな……）

　敬語の亜理紗さん。そう考えると非常に合点がいく。

「組体操!!　タイミング良く……こう!!　あぁ!?　操作がおぼつきません!!　因みに私の運動神経は壊滅的でしたので、常にピラミッドの一番下で屈辱を噛かみ締しめていました」


・もう何が何だか

・本気はどうした^～

・女の子って大抵上だろ草

・あれ砂利が喰くい込んで痛いんだよな



「ほぉ、赤さんを笑わせると。育児スキルはメイドの嗜たしなみ、完璧ないないいないばぁを見せましょうか。オラッ、笑えよ……生まれたての少女。私はここにいるぞ」


・もう空気読むとかじゃないんよｗｗｗ

・魔王？

・いないいないなばぁってそうなのー？

・シンプルに草

・感性が独特過ぎてついていけない



「私が……彼氏？　となれば、車道側を歩くのが道理というものでしょう。男であろうとスーパーメイド、大事な彼女を危険な目には遭わせません。はい、轢ひかれました」


・淡々とやるなｗｗｗｗ

・怖いって!!

・読めてはいる（白目）

・死んでて草

・彼女は助けられたから（震え声）



「まーた今度はお家うちデートですか、モテモテですねこれは。なんか暇そうにしている彼女に対してとなれば……。俺がいるだけじゃ……ダメか？　俺で妥協しろよ、お前」


・キャラだけは見失うな

・何もしないという選択肢

・妥協しません

・別れましょう……



　その後も続けていく空気読め。常に何ど処こかおかしい。

「──っと、ここで終わりですか。なかなか良かったんじゃないですかね～？　果たして結果は……『そこはかとなく読めてる』……？　難しい日本語使いますね……」


・ゲームに気を遣われてて草

・つまり読めてないってことじゃあ？

・なんとなくってことやね

・言い得て妙

・伝わってないｗｗｗｗ



「時代が私に追いついてない、そういうことですか。……悔しいッ!!　もう一回ッ!!」

　結果が気に喰わなかったのか、もう一度プレイをすぐに選択。

（……向いてるのかもなぁ、こういうゲーム。ムキになってるの最高）

「Ｖの中で誰が一番空気を読めるのか、今ここで決めようじゃありませんか……!!」


・一人でやってて草

・主語がデカい

・頑張れ～

・何回やるんだろうなこれ



　そして何度か挑戦するも、結果は大体同じだった。

「──はい、ここらが潮時ですかね。最後はマジでガチだったんですが……」


・エンタメとしては最高

・いい見世物だった

・空気読め（直喩）

・急に箍たがが外れるんよなぁｗｗ



「まぁ、言ってしまえばですね……。空気やその場の雰囲気を分かってれば借金なんて抱え込まないんですよねそもそも。私の人生は、エアーリードとは無縁でした」


・もうその発言が読めてない

・これ以上ない説得力

・言い訳として最強



「でも凄すごく楽しかったです。リアルでもありそうなシチュエーションが結構あったので、なんとか今後に活いかしていこうかなとか思ったり思わなかったりしましたね」

　最後の最後まで緩く。確実にエンターテイメントとして成立していた。

「では短い配信でしたが、本日の『エリンの休日』はここらで終わっときますか」


・￥５１０　空気読め代

・￥１５１０　お小遣い

・￥２５１０　面白かったです!!　またゲームやってください!!



　終わる直前のスパチャタイム。￥５１０はメイドのもじり。

「え、貰もらっていいんですか!?　スパチャありがとうございます～!!　これが所謂いわゆる不労所得というものですかねぇ、メイドの時は皆様もう少し色付けて頂けると嬉うれしいですよ～」


・このオフの感じハマってきた

・一粒で二度美味おいしい

・毎度嬉しそうでほっこりする



「ほんじゃ、名前読み上げていきますか。皆さん、今ならまだ間に合いますよ～」

　そして恒例のスパチャ読み上げ。今日は純粋な支援。

「──では、また明日からはまたメイドに戻りますのでよろしくお願いします。今日は私の休日に付き合っていただきありがとうございました!!　ってことでおつエリ～!!」

　普段より数倍は軽い『おつエリ』でコメ欄は埋まっていく。

　休日は終わり、明日からまたメイドの仕事が始まる。

「めっっっちゃ楽だった……。普段は本当に気を張ってるんだなぁ……」

（確かに自然体過ぎる程に自然体だったな……。いい傾向）

　肝心のゲームの結果は芳しくなかったが、配信としては大成功。

　また新たな知見。彼女の成長は留とどまることを知らない。

「ゲームって面白い、ってことに気付けたのが一番の収穫!!　メイドとして頑張ってなくてもスパチャ貰えるって凄いよね……!!　今後も月一ぐらいでやってこ～」

　そして当然味を占める。どんどん占めていってほしい。

　俺の所感では亜理紗さんは相当に空気が読める人だと思った。

「これで私が空気読めないって分かったでしょ!!　アンチ乙と言わざるを得ない」

　高らかに笑いながら、きっと今回の配信の切り抜きを待つ。

　誰かの為ために動ける。そんな人が空気を読めない筈はずが無い。




【本日のスパチャ額　￥１６１７０】







[image: 配信８『新衣装とセンシティブはＶの華』]




「──おいおい、これは結構凄いんじゃないの……？」

　配信始めて数か月。自分のチャンネルのアナリティクスを見て思わず呟つぶやく。

　軌道に乗り始めてからの収益は非常に安定している。

　そして登録者数も順調に伸び、もう十万人間近であった。

「感慨深い……ッ!!　頑張ってきてよかった……」

　収益が安定してきたお陰で、返済を滞納することも無くなった。

　消費者金融の担当者も泣いて喜んでいた。もう親友だよ。

　これはもう何かお祝いするしかない。パーティーだ。

「うーん……。Ｖの記念配信といえば……」

　基本的に企業勢だと例えば新衣装だったり３Ｄだったり。

　後者は無理だ。まず頼めるツテが無く、予算も足りない。

　となれば。久々に連絡を取らざるを得ないか。

「いやっ、怖過ぎ!!　最初の依頼からあんまり絡んでないんだが!?」

　そんなもんやるとしたら新衣装だろうと。

　私だって大っぴらにママとお呼びしたい気持ちはある。

　でもさ、私ってカスじゃん。借金抱えてる不ふ甲が斐いない娘よ。

「あの神イラストレーターさんの汚点になりたくない～!!」

　だからなるべく避けてきた。先方の迷惑にならないようにと。

　しかし、私のママはその人しかいないのだ。

　始める前、勇気を振り絞って依頼したあの方以外には!!

　今の加か々が宮みやエリンがあるのはあの人のお陰だ。それは揺るがない。

「……送るか、ＤＭ。新衣装依頼したいですって……」

　グダグダ言ってても仕方ない。新あら垣がき亜あ理り紗さ、腹を括くくる。

　忙しいだろうからすぐに返信は返ってこないはず。

「はひゅっ!?　秒で返事来たが!?」

　送ってから一分足らず。すぐにレスポンスがあった。

　恐る恐る確認すると、ただ一言だけの文面が。

『お金の方は大丈夫ですか？』

「うるせー!!　いや、気を遣って言ってくれてるんだろうけど!!」

　思わず反骨心が。しかし断られてはいなかった。

　大丈夫、とは言い切れないが無理ではない。これ、大きな違いね。

　すぐに経緯を説明すると、またすぐに返信が。

『もちろん描きます!!　良かったです、あれから全く音沙汰無かったのでてっきり避けられているのかと思いました。新衣装はどんなイメージで考えてますか？』

「違うの!!　貴方あなたに迷惑をかけたくなかったんです!!　馬鹿な娘ですみません!!　あ、新衣装は……明日までに考えるので少々お待ちいただけると幸い!!　アホか私は!!」

　言葉にしながら同時に返信も。勿もち論ろん、クソほど丁寧に。

　というか見切り発車過ぎて何も考えてなかった私を誰か殴れ。

　とにかく依頼オッケーということで一安心。ママ、最高!!

「これからは……大手を振って貴方をママと呼べるのですね……っと」

『むしろずっと呼んでほしかったのに話題に出ないのでちょっとキレてました』

「ごめーーーーん!!　大好きだよ、ママーッ!!」

　無駄な気の遣い方をしたのを反省。やはり空気が読めていない。

　これからのことを考えるとワクワクが止まらない。

　どんな新衣装にしようかな。皆の度肝を抜いてやろう。




　　　　＊




「見ましたか、亜理紗さん!!　遂ついに新衣装ですって!!」

「見た見た!!　いやぁ、楽しみだよねぇ」

「あのゲーム配信の時から期待はしてたんですけど、漸ようやくですね!!」

　思わずテンション爆上がり。本人に言ってしまう事案。

　Ｖといえば新立ち絵。メイド姿じゃない加々宮エリン。

　それを想像するだけで心が躍る。オタク君が出てしまった。

「春はる人と君前言ってたもんね、Ｖの華と言えば新衣装だって」

「そりゃそうですよ!!　Ｖの特権ですからね、それは!!」

　休憩室なのにも拘かかわらず声が大きくなってしまう。

　彼女の立ち絵を担当したイラストレーターさんは、神だ。

　当時、加々宮エリンを描いた時はまだ有名では無かったが。

「もうとにかく凄い人ですよね、加々宮エリンのママは」

「ね～。ここ一年で一気に有名になったというか」

　それがきっかけかどうかは定かでは無いが、一端ではあるだろう。

　そんな人が久し振りに描く加々宮エリン。期待しかない。

「そんな人の新衣装ともなれば、リスナーの喰くいつきはいいでしょうね!!」

「そういうこと!!　良い判断だと思うなぁ、私は!!」

　最近はいつにもまして感情表現が激しい。

　前から感情豊かではあったが、最近は特に顕著だった。

「うーん、最近はいいことばっかり!!　楽しいなぁ」

（……本当に純粋にＶを楽しめてるんだろうなぁ。アンチもいるだろうに）

　人気になればなるほど良く思わない人間も出てくる。

　実際に彼女にもいることにはいた。最近は配信にもちらほらと。

　それでも全く気にした様子を見せないのが凄い。

「どんな新衣装になるんだろうね～。メイド以外は確定だけど」

　この感じだとまだ衣装は届いていないのだろう。

　きっとこのウキウキ感はお披ひ露ろ目めまで続いていく。

　俺の方でも一応予想をしておこう。普段着か、バニーガール、大穴で学生服。

　どれも見てみたいが、一番ありそうなのはバニーガールかな。

「……そうだ。純粋な疑問なんだけどさ」

「なんですか？　もう少しで休憩終わっちゃいますけど……」

「あぁ、そうか!!　でもこれだけ聞かせて!?」

　長くなるようだったら終業後の方がいいが、今が良いという。

「Ｖ界かい隈わいってどれぐらいの……え、エッチさなら許容されるのかな……？」

「ぶふっ!?　ど、どういう意図の質問ですかそれは……」

　それを俺に聞くのか。な、なんて返すのが正解だ……？

「いやっ、そのっ!!　ほら、あるじゃん!!　ＢＡＮ対象か否かみたいな!!」

「逆セクハラって言葉も最近はありまして」

「ごめんって!!　そりゃ私も春人君に聞くのは違うと思うけど!!」

　確かにいい大人が十代に聞く内容ではない。

　それでも気になるのだろう。リスナー側のその意見を。

「局部がちゃんと隠れていれば、一応はセーフなんじゃないですかね……？　あくまで性的なコンテンツじゃないっていうのを意識すれば……って何を言わせるんですか!!」

「だって気になるじゃん!!　いやでも、取とり敢あえず分かった!!　ありがとう!!」

「これ俺だけ損してません？　わざとじゃないですよね？」

「……さ、残りの時間も頑張るかね～」

　誤ご魔ま化かすかのように先に休憩室から出る亜理紗さん。

（……いつバラしてやろうかな。加々宮エリンだって知ってるってこと）

　と思いながらもそんなことは絶対にしないが。

　推しの幸せが俺の幸せ。俺が足あし枷かせになってはいけない。

「というか何を抜きにしても楽しみだな、新衣装配信……」

　どんなものになるのかよりもそれ以上に。

　また楽しそうに配信する亜理紗さんを見るのが楽しみだった。




　　　　＊




「──きちゃぁぁぁぁぁぁ!!　新しい私!!　最高過ぎてワロタァ!!」

　依頼から一週間。早すぎてあまりにも草が生える。

　軽く見積もって一か月は覚悟していたが、この仕事の早さ。

　ぶっちゃけ早過ぎて十万人いってない。参った。

　え、どうしよう。このままじゃ記念配信出来ないじゃん。

「……ま、いいか。生きてれば毎日記念日だし。生きてて偉いわ、私」

　こんなの早くお披露目するしかない。理由は作るもの。

　皆見たいというのもあるが、何より私が見せたい。

「あ、忘れてた……。これだけ早いお仕事、一体どれだけの値段が……」

　素晴らしいものを見た衝撃で忘れていたが、これは依頼なのだ。

　無償でこんなにいいものが貰もらえていいわけがないのだ。

　恐る恐る請求書を確認する。言い値でお願いしたからね。

『差分も含めて五万で大丈夫です。配信楽しみにしてますね!!』

「嘘うそぉ!?　こんないい出来なのに五万って!?　十倍はお支払いしたい!!」

　なんてこった、相手の方だけ通貨の価値が違うのか。

　そんな値段で生活とか大丈夫かな。私が心配することでも無いが。

　とにかく急いで入金するとして、新衣装を舐なめるように見る。

「え、エッチだぁ……。私の想像以上に、想像以上……」

　神絵師とは、神を描くから神絵師なのだ。

　私の目の前にはもう一人の私の姿が。神々しくて泣けてしまう。

　事前に春人君に言われたように規約も確認した。

　多分ギリギリセーフ。ギリギリセーフ……だよね？

　女の子の大事な部分は出ていない。でもとってもセクシー。

『逆の差分なんかも一応描きましたけど要りますか？』

「逆!?　逆って何、怖いんだけど!!」

　なんだなんだ、世の中にはそんなものもあるのか。

　配信では絶対に使えない、と銘打ってあるので追加徴収は無し。

　一応確認のために見せてもらうと、とんでもなかった。

「……鑑賞用ですね、これは。表には出せませんよ、こんな私ぃ……!!」

　思わず配信中でもないのに私の中のエリンが出てきてしまった。

　こんなのがネットの海に出たら軽く死ねてしまう。

　この立ち絵だと配信始めた瞬間にＢＡＮが待っている。

「とはいえありがてぇ!!　本当にママ大好きだ!!　良い配信にする!!」

　逆は一旦置いておくにしても、最高の新衣装を頂いた。

　とにかくこの配信だけは絶対に失敗出来ない。

　自分の想定以上に破格の値段だったが、出費は出費。

　ここで下手をこけば全てが無に。絶対に負けられない戦いがここにある。

「これもまたギャンブルだ!!　今こそ今まで得た収益をベットして更なる収益の向上を!!　私の信条はいつになっても変わらない!!　いつだってオールorナッシング!!」

　気持ちは言葉に出してこそ。自分の気持ちを奮い立たせる為ために。

　その勢いのまま、今日の夜に新衣装のお披露目配信をするとツイート。

　鉄は熱いうちに打つべし。待ってなんかいられないよ。

　待ってろよ、皆。今日が新しい私の誕生日だ。




　　　　＊





・なんだこの待機人数!?（驚きよう愕がく）

・流石さすが新立ち絵お披露目

・遂にメイド以外の姿が見られるのか

・千人以上待機してて草

・どんな衣装なんやろ

・突発過ぎるのももう慣れたよ

・これは見ないといけない

・待機

・興奮してきたな



（……予想の数倍早い配信!!　完全に油断してて頭の整理が追いついてない）

　新立ち絵ともなれば準備に時間がかかると思っていた。

　だが、まさか亜理紗さんとあの話をした数日後だとは思わなんだ。

「うわぁ、緊張する……!!　最初はメイド、最初はメイド……」

　マイクはミュートにしたまま、呪文のように唱える。

　珍しく緊張していた。やはり今日は特別な配信なのだろう。

　そうなるのも無理はない。新立ち絵は相当なお金がかかる。

　つまり配信の失敗は絶対に許されない、ということだ。

「っしゃ、やるか!!　出たところ勝負、台本無しの一発勝負だ!!」

　大きく息を吐いて、決意表明してからマイクミュートをオフ。

　ＯＰで使っている一枚絵を流して、彼女は息を潜めていた。


・キター!!

・待ってた

・早く早く!!

・心が躍ってる



「──お帰りなさいませ、ご主人様!!　鏡の国……って何でしたっけ、刹那で忘れちゃったなそんなもの。まだまだ見習いメイドうさぎの加々宮エリンです。こんエリ、です」


・こんエリ～

・まずはメイドからね

・刹那で忘れるなｗ

・自己紹介ネタが尽きなくて草

・一生待ってた

・新衣装はどこ……？　ここ……？



「随分とせっかちなご主人様が多いですね。いつものエリンはお嫌いですか？」


・意地悪言うな

・言うようになったな

・口が過ぎるメイド

・どっちも好き（早口）



「ふふっ、冗談ですよ。皆様が加々宮エリンを愛してくれているからこそ、本日の記念配信を成し遂げることが出来たのです。まずは精一杯の感謝と溢あふれんばかりの愛を」

（完璧なスタート……!!　もう彼女の前に敵など無い）

　既に感動の雰囲気。コメ欄でも泣いている人が多い。

　ここまで追いかけてきてよかった、と思わせてくれる。

「本来は『十万人突破記念』として新衣装を用意していましたが、ママの粋な計らいにより想定以上に早いお披露目!!　なので本日は『返済滞納しなくなった記念』ですね」


・めでたい

・絶対今日中に十万人いく

・ようやく、ようやく滞納が……!!

・連帯保証人として鼻が高い

・後にも先にもお前だけだよそんな記念するの



　なるほど、だから早かったのか。それにしてもいい記念。

　それは彼女がＶとしてある程度成功していることを意味するからだ。

「さて、前置きを長くしても仕方ありませんね。早速着替えの方に参りましょうか」


・きちゃぁぁぁぁ

・マジで期待

・微妙に生々しくて草

・無難に私服とかか？

・ミニスカメイドの可能性も

・わくわく



「では本日は少し外に出かけますね。さして時間はかかりませんが、適当に私の配信のアーカイブを流しておきますのでそちらをお楽しみください。メイドの時間は終わりです」


・今日の奉仕要素ゼロ

・いつも通り

・メイドしてたかぁ？

・この安心感よ



　そして一度マイクをミュート。流石にこれは弄いじらない。

『５─３─12、７─４─９、18─９─11、１─10─６、３─15─16……』

（これは……!!　あの伝説のギャンブルＡＳＭＲの回の……!!）


・やめろやこれは!!

・悪夢が蘇よみがえる

・毎回笑う

・狂気回



　その謎の記憶は多くのリスナーに残されていた。

　なのでこのアーカイブの再生数だけ少ない。だからって話かも。

「これをこうして……準備完了!!　さぁ、新しい加々宮エリンのお披ひ露ろ目めだ!!」

　そこで俺はチラッと先にその新立ち絵を見てしまった。

（あ、あ、これはやばい。やば過ぎる、こんなの余裕で死人が出る!!　俺は死んだ）

　予想はあくまで予想で。実際に目の当たりにした衝撃が駆け巡る。

　衝撃に備えろ、リスナー!!　一生見れるが一生が終わるぞ!!

「──お待たせいたしましたお客様!!　バニー加々宮エリンのカジノへようこそ!!　今日は嫌なこととか全部忘れて、皆で楽しく飲んで遊んでお喋しやべりしましょう!!」


・バニーだぁぁぁぁ!!

・えっっっっっ

・センシティブ!!　センシティブ!!

・うさぎ要素か!!

・露出度高くて草

・メイドから様変わりし過ぎやろｗｗｗ

・これは流石に予想外

・生きてて良かった

・神はここにいた



「という訳で!!　新衣装はバニーガールとなっております!!　うさ耳は自前ですよ？」

（最高に可愛いぃぃぃぃ!!　加々宮エリン最高!!　あんたが神だ、女神だよ!!）


・可愛い

・マジで可愛くて草

・これはやったな

・バニーは良い文明



　これは本当に良くない。最高に良いが本当に良くない。

　まず今までのメイド服はタイトであり殆ほとんど露出が無かった。

　そこからの多めの肌色成分。そんなもの誰しもが見み惚とれてしまう。

「いやぁ、この衣装は流石に解放感が違うね～。いつもは堅苦しい衣装だけど、今日はもう曝さらけ出し切っちゃってるから。セクシー過ぎて草、加々宮エリンはやっぱり最高」


・そうかメイドじゃないから……

・口調がこの前よりも更に軽いｗｗｗｗ

・絶対素だろｗ

・曝け出してきてるなぁ

・やっぱり最高

・メイド人格、休日人格、バニー人格……？



（『エリンの休日』の時より、更に亜理紗さんに近い。というかそのままだ）

　実に思い切ったことをしてきたと言わざるを得ない。

　自分の素を更に出すことの言い訳に『メイドではないから』と示してきた。

「というか意外に……あるよね。何がとは言わないけどさ、その、今までメイド服しか着てなかったからあんまり気付かなかったわ。胸が着痩せするタイプ、加々宮エリンです」


・あのさぁ……

・言うな自分でｗｗｗｗ

・実際ある（確信）

・Ｄ……いや、Ｅ……？

・マジで素晴らしい

・メイド服脱ぐと凄すごいんです



「改めて見ると、北半球がモロ出しだぁ……。というかこれどうやって止まってるんだ。何かの拍子に外れてしまったら配信終了と相成りますのでご了承のほどお願いします」


・規約は守ろう!!

・見たいような見たくないような

・絶対取るなよ!!

・激しい動きは避けよう!!



「後は……そう!!　網タイツだぁ!!　これは迷った、生足にするか否かをね!!　生足派の人はごめんだけど、やっぱりバニーには網タイツ!!　これは聖書にも書かれてるから」


・分かってるじゃないか……

・そういうことなんよ

・あまりにも正論

・網タイツは至高

・ちょっと……お太めですね……

・↑それがいいんだろうが!!

・生足派です（半ギレ）



「あくまで今日は網タイツ!!　次バニー加々宮になる時を楽しみにしときな、お客様？」

　どうやら生足の差分もあるようで、コメ欄が一気に沸く。

　とにかくこの新立ち絵は、加々宮エリンの外見的魅力を全面的に押し出していた。


・￥１００００　新立ち絵おめでとう!!　加々宮エリン最高!!

・￥１５０００　一生推す

・￥２００００　いいもの見させてもらいました



「赤スパの嵐!?　ありがとう、ありがとう、ありがとう……!!　今日はメイドじゃないから正しくお布施だぁ……。可愛く産んでくれたママに敬礼!!　生きてて良かった!!」

　赤い色のコメントが並びたつ様子を見て、思わず感極まってしまう。

「うわっ、泣きそう……。ここまで頑張ってきて本当に良かったぁ……!!」


・感動回

・こっちまで泣ける

・泣かせないでくれ

・推してきて良かった

・連帯保証人一同感動している

・頑張ったなぁ



「とはいえあくまでここは通過点!!　まだ借金は……溢れるほどあるのでね、へへっ。お客様、今日はスパチャの大盤振る舞いしていってくれてもいいんですよ？」


・現実に引き戻すな

・涙引っ込んだ

・もうあげなーい

・求めちゃうところがバニーっぽい

・メイドの時の控えめさを捨てた

・そんなもの元々ない



「とまぁ、スパチャのお礼と名前呼びに関してはまた最後に纏まとめるとして。なんと今日は私の新衣装をお祝いする為ために駆け付けてきてくれた人がいます!!　この人です!!」


・まさか

・おっと？

・加々宮エリンの相棒!!



　こんな大舞台に呼ばれる人と言えば、一人しかいない。

「こんばんは!!　鏡の国から舞い戻った奇跡の少女、アリス・ミスティーナですっ!!」


・アリスちゃんきたぁぁぁぁぁ!!

・アリスとうさぎだ!!

・これは激アツ

・本当アリスちゃん可愛い



　勿もち論ろん彼女と初めてコラボをした、アリスさんだ。やっぱり可愛い。

「エリンさん、本当におめでとうございます!!　すっごく楽しみにしてました!!」

「ありがと～!!　ほら見て見て、めっちゃセクシーでエッチでしょ？　悩殺!!」

「そ、そうですね……!!　エリンさんの新しい一面、とっても素敵ですっ!!」


・年下を困らせるな

・セクシーなのはもう分かったから!!

・悩殺!!　じゃないんよｗ

・なんか異世界のカジノっぽい

・ここは鏡の国だった……？



「鏡の国ぃ？　あんなギャンブルも出来ないよく分からんところと同じにしてもらっちゃ困るよ!!　バニー加々宮とさいかわアリスちゃん……。そう、ここは夢の国だ!!」


・堂々と喧けん嘩か売るのやめろｗｗｗｗ

・アウト～!!

・アリス関連でそれはまずい

・わざとだよなぁ？



「私は権力に屈しない。そういえばアリスちゃんも先月新衣装貰もらってたよね？」

「はいっ!!　お城での舞踏会用のドレスをママから頂きました!!」

「あれ本当に可愛かったね……。私はこの格好じゃお城には流石さすがに行けないかな～」


・痴女参戦

・給仕係ならワンチャン

・踊れはしないね……



　本当にこの二人は仲が良い。月一でコラボしているだけはある。

「ふふっ。裏でこっそり二人だけで踊る、なんていうのもありますよ？」

「しがないカジノのバニー店員と……!?　姫、夜が明けるまで踊りましょうか」


・せっかくの衣装をしがない言うなｗｗｗｗ

・ここは場末だった……？

・提案が清せい楚そ

・身分違い百合ゆりてぇてぇ



「でも本当にそのバニー衣装素敵です……!!　色々妄想が捗はかどってしまって……!!」

「やばい、始まったぞ皆。アリスちゃんのいつもの持病だ」


・もう慣れた

・アリスちゃんの魅力はそこ

・いいぞもっとやれ



「エリンさんは莫ばく大だいな借金を返す為に、バニーの格好でカジノの仕事をさせられています。でもそのお店でのお給料は雀すずめの涙程で……。辛つらい仕事と理不尽な𠮟責にどんどん追い詰められるエリンさん……!!　そして疲れ果てたエリンさんは最後には……うふふ」


・日に日に磨かれてる

・性癖壊れちゃった

・最後には、何!?

・やはりやばい（確信）



「うん、その先は流石にストップ。相変わらず歪ゆがんだ妄想するねぇ、アリスちゃん!!」


・危ない危ない!!

・何でそんなにノリノリなの？

・そうだ、こんな二人なんだ（白目）

・アリスとうさぎの名前からは想像出来ない話の展開

・清純なんて無かった



「誰かこれをネタに同人誌作っても……あ、本人が言うのってあんまり良くない？」


・良くない（確信）

・でも読みたい

・いの一番で本人が買いそう

・いや、アリスちゃんだ



　あーもうめちゃくちゃだよ。この二人はいつもそうだ。

　やはり相性は抜群。もう運命の出会いと言っても差し支えない。

「では、私はこの辺で!!　改めて本当におめでとうございます、エリンさんっ!!」

「ありがとう、アリスちゃん!!　これからも仲良くしてね～」

　コラボではなく凸待ちみたいなものなので時間は短く。

　あくまで主役は加々宮エリン。両者ともそれは弁わきまえている。

「いやぁ、本当にありがたいよねぇ。ザクロさんと永なが倉くらさんにも声をかけたんだけど、予定が合わなくてダメだったんだ～。またコラボ出来るといいんだけどねって話」


・泣かせるなよ次は

・あの二人もまた聖域

・また見たいんだよなぁ



「ってことでせっかくだしカジノっぽいこともやりたくて。出来そうなのを探したら『テキサスホールデムポーカー』しか無かった!!　あれはね、本当に難しいよ。ソースは私」


・絞られたのか

・あぁ、鏡の国の隣の国の時の話ね……

・よく帰ってきたわほんとに
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　画面はオンラインで出来るポーカーのゲームに切り替わる。

（どうなんだろ……？　上手うまいのかな、流石に。経験者らしいしな）

「まぁ、知らない人はググってもらってね。早速やっていこうかな。負ける気がせん」

　通常のポーカーとは違い、場に五枚あるのが特徴のこのゲーム。

　そして手札は二枚。場の五枚と合わせて役を作る。基本はそれだけ。

「……うん、ダメだ。手札カス、場との絡み無し、これは降りざるを得ないね」


・!?

・堅実……だと……？

・頭おかしくないよ!?

・何で勝負しないんだ（困惑）



「私って一体どう見られてるんだ……？　流石に勝てない勝負はしないよ……？」

　あまりの信用の無さに、否、逆に信用あるんだけど。

　愕がく然ぜんとした様子を隠さない彼女は、流石に疑問を呈す。

「ギャンブルの楽しさも怖さも同時に知ってるからね～。勝てる時に勝つ、これが重要」


・ま、まともだ

・それを分かっててどうして借金塗まみれに!?

・これは勝負師



「任せなって!!　メイド養成学校時代に壺つぼ割ったクソ馬鹿だけど、実はギャンブルも百戦錬磨なのが加々宮エリンなんだから!!　はい、次もダメ。何これクソゲーかな？」


・よわい（確信）

・こんなにブタになることある？

・なるほど、弱いんだ

・そういうことね



「どうしていいハンドが来ないんだ!?　というかお相手氏が運良過ぎない!?」

　亜理紗さんは場のカードを合わせてもツーペアのみ。

　対して相手はフラッシュ。ちゃんと負けていた。

「あ、なんかすごい勢いでお金が溶けていくのを思い出した……」


・やめよう（提案）

・ゲームで良かった

・ギャンブルって怖いね……



「ぐぅ……一回でいいから勝ちたい……!!　次で残り少ないチップを全ベットしたる!!」


・こうして破滅していった

・あぁ、我慢が利かないんだ……

・負けず嫌い

・なんか妙に納得

・負けが込むとこうなるのか



「っしゃ、良いハンド!!　こんなん負ける訳がない!!　勿論降りない、逃がさない!!」


・良いライム

・韻を踏むなｗｗｗ

・これだけ信用ならないのも珍しい

・オンラインだからいいけど、感情が出過ぎ

・絶望的にポーカーに向いてない



　酷ひどい言われようだが意に介することなく、場の札の開示を待つ。

「!!　この時点で既にスリーカード!?　レイズレイズ!!　逃げるなよ、貴様ら!!」

　意気揚々とチップを上乗せ。周りが降りていく中、一人突っ張る相手が。

「馬鹿がぁ!!　このままフルハウスまで見えるハンドの私に勝負!?　カモだカモ!!」


・雑魚キャラの言動

・負ける未来が

・見える見える

・頑張れ!!

・カモだカモ（自己紹介）



　そして最後のオープン。これでハンドと合わせてフルハウス確定。

「っしゃぁぁぁぁぁ!!　最後に勝った奴やつが勝者!!　勝った者が強いんだよ!!　勝負!!」


・いけいけ!!

・勝つのか……

・良いギャンブル

・上手い



　渾こん身しんのドヤ顔で手札公開。間違いなく勝ちを確信していた。

「……え？　ストレートフラッシュ……？　なして……？　夢……？」


・ｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

・逆に持ってる

・理想的で草

・ちゃんと負けたぁ!!

・勝てない宿命

・そりゃ（突っ張ってきたなら）そうよ



「あぁぁぁぁぁぁ!?　イカサマだ、イカサマ!!　脱いだら許してくれないかなぁ……」


・カジノっぽさはある

・人の発狂は気持ちがいい

・お手本のような即落ち

・感服だよ



「……一応ね？　ママが逆バニーの差分も用意してくれたんだけど。それで悩殺したらお金返ってこないかな……？　ＢＡＮなんか怖くねぇ!!　皆も見たいっしょ!?」


・ＢＡＮは怖い

・見たいけど見たくない

・早まるな

・アリスちゃん垂すい涎ぜんの状況

・お金はね、返ってこないんだ



　見事に負けたことで、本当に久し振りに壊れてしまった。

　わざとじゃないのが一番凄すごい。不正していないのは俺が一番分かっている。

「まぁ、流石さすがに恥ずかしいから出さないけど……。ＢＡＮより先に恥で死ねる」


・そんなに凄いのか（困惑）

・どっかで公開しないの？

・恥という概念があったのか……

・見たくなるだろ!!



「ってことでカジノ要素終了!!　ここからは適当に雑談してこうかな～」

　今日は要素が盛り沢山。最後は雑談で締めていく。

　背景は変わっていないが、アバターを画面に大きめに映し出した。

「新衣装の案はバニー以外にも色々あったんだよね。それこそコメントにあったように私服とか、違うメイド衣装とか。でもね、私が選んだのはスケベな衣装でした」


・しゃーない

・人間の三大欲求やから

・バニーは正解だよ

・キャラにも合ってるしな



「ママにはなるべく露出は控えめでお願いしたんだよ？　流石に過度にエッチ過ぎると規約に引っ掛かっちゃうからね。でもね、選ばれたのは最高にエッチな衣装でした」


・綾あや鷹たか構文やめろｗｗｗｗ

・自分は悪くないと

・ママの悪口言うな!!

・草

・いやまぁ、想像以上だったけども



「この際だし、皆は他にどんな衣装が見たいとか聞いてもいい？　今後の参考にする!!」


・アリスちゃんとお揃そろいのドレス

・地下労働する時の服が似合う

・パチ屋の店員

・うさぎの着ぐるみ

・チャイナ服

・無難に着物とか



　一気に加々宮エリンに着せたい衣装がコメ欄に並ぶ。

　それと並行してスパチャも今日はよく飛んでいる。流石は記念配信。

「ふむふむ、メモメモ……。地下労働とパチ屋の店員以外は全部考慮に入れたいね」

（流石に嫌なのか。見てみたい気持ちもあった）

　数多く出た案を全てメモっている。まさかとは思うが。

「これ全部実現させたいね!!　新衣装の配信めっちゃ楽しいし、スパチャ最高!!」


・全部!?

・一体幾らかかるんだ……

・金遣いの荒さが出とる



「毎月出すぐらいの気持ちでね。ママには申し訳ないけど、頑張ってもらおう……。早速次は、アリスちゃんと並んでも遜色ないぐらいのきらっきらのドレスを──」


・本当にやめろ!!

・その頻度は本当にまずい

・これが『本物』……

・破産あるで

・連帯保証人のことも考えろ!!

・止まれ、エリン!!

・もうスパチャ投げないぞ

・ママの負担もエグいから……



（この暴走具合が、彼女がＶをやることになった所以ゆえん……ッ!!）

　あまりにも無計画なそれに、コメ欄が多少荒れていく。

　すぐにそれに気付いた彼女は言葉を止める。いいリスク管理。

「──こ、この感じは本気で止められてる……!!　仕方ない、一旦諦めます」


・一旦ね？

・本当にやばいんだなこの人……

・この迷いの無さはやはり狂人

・そりゃ借金も増えるわ……

・考えなしが過ぎる



　ずっとそうやって生きてきたのだろう。それが染み付いている。

「まぁ、あくまで記念だもんね。次のお祝いは……借金半分返したらかな、へへっ」


・十万人いってるぞ!!

・おめでとう!!

・銀の盾だ!!

・うおおおおおおお!!



「え、嘘うそ!?　本当だ、連帯保証人十万人達成!!　一人百円で借金返済だよ!!　出せッ!!」


・そう考えると遠くないよな

・恐ろしい計算

・子供でもやらん

・募金かな？



「本当に皆ありがとう!!　これからも加々宮エリン、もっと頑張るからね!!」

　十万人達成を大々的に公表したことでお祝いのスパチャも多く。

　来る所まで来たというのがよく分かる配信になっていた。

「さて、名残惜しいけどそろそろバニーの時間は終わりかな。こうしてフランクに皆と話すのも楽しかった～!!　でも、加々宮エリンはどこまでいってもメイドなんだ──」

　と言い残すと、バニーの立ち絵がふっと消える。

　背景もカジノではなくいつもお屋敷に。夢のような時間だった。

「──只ただ今いま戻りました、ご主人様。長らくお屋敷を空けてしまい申し訳ありません」


・やっぱりこれも好き

・安心感ある

・メイド加々宮はほんまいい文明

・親の声より聴いた敬語

・おかえりだ



「なんだか夢を見ていたような気がします。非常に楽しい時間だったこと、少しだけ恥ずかしかったこと、ボロカスに負けたこと……皆様の記憶にも残っていると幸いです」


・エモいってぇ

・マジでいい構成

・これだからやめられない

・本当に夢のような時間だった



（これ全部アドリブ……だよな？　化け物だよこの人やっぱ）

　事前に台本無し、と言っていたのでそうなのだろう。

　やはり配信者向けのメンタル、変人なのも相まってね。

「では、頂いた皆様のお気持ちを読み上げま……本日は一体何ど処こで遊ばれたので？　私のいつものお給料より遥はるかに額が多いではありませんか!!　愛してますよ、ご主人様♡」


・感情が迷子

・やっぱ複数人格飼ってるだろｗ

・この感じだよなやっぱｗ

・そうか、遊びすぎたな……

・楽しかった



　ご主人様一同でカジノに遊びに行った。そういう体の配信だった。

　そしてスパチャのお礼を読み上げ終わる。いつもより時間が長かった。

「ここで改めて宣言を。加々宮エリンはいつまでも不滅です、借金だけは不滅で無くなるように今後も努力していきますので今後も応援の程をよろしくお願いいたします」


・マジで応援してる!!

・つまり借金が無くなっても不滅と

・そうじゃないと困る

・いつまでも続けてくれ



「ふふっ、借金返済の次の目標は億万長者ですので。ビルゲイツより上を狙います。本日も長い時間見て頂いたご主人様達に溢あふれんばかりの愛と感謝を。おつエリ、でした!!」

　おつエリで埋まっていくコメ欄も既に見慣れてしまった。

　慎重にマイクをミュートにして、彼女はゆっくりと配信を閉じた。

「さ、流石にカロリー高過ぎた～!!　いつどこでぶっ壊れるか分からなかったわ～!!」

（うん、終盤ぶっ壊れてはいたけどね。それでも気を張ってたのか……）

　緊張もあった、初めての試みもあった、期待されていた中でそれを越えてきた。

　疲労からぐったりとモニターの前でへたり込んだ彼女は、最高の配信者だ。

「うひょー、新衣装効果やば過ぎ!!　こんな額のスパチャ見たこと無いよ!!　ブラック時代の給料の二倍？　三倍？　ママに感謝のＤＭしないとだこれは!!」

　それがもたらしたものは大きく。彼女の躍進は留とどまることを知らない。




【本日のスパチャ額　￥３５７３００】
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「──あの!!　新あら垣がき亜あ理り紗ささん、ですか？」

　とある駅前での待ち合わせ中。時間より早く着いていたが。

「!!　……そういう君は有あり栖す川がわ未み来くちゃん、で合ってるかな？」

「はいっ!!　はじめまして、でいいんですかね？　なんか変な感じですけど!!」

　月一でコラボしているアリスちゃんとの初めてのオフ会。

　実際に会えたアリスちゃんは、イメージ通りの美少女だった。

「かわっ、可愛いねぇ……。お姉さんびっくりしちゃった」

「亜理紗さんもイメージぴったりです!!　綺き麗れいで、モデルさんみたい……」

　お互いに褒め合うターン。リアルでの対話も滞りなく。

　アリスちゃんの格好は、なんだか森ガールみたいだった。

「黒髪のアリスちゃんも新鮮だねぇ。リアルでも伸ばしてるんだ」

「亜理紗さんの茶髪も似合ってて素敵ですっ!!　亜理紗さんもショートなんですね!!」

　アバターはお互いに金髪だが、本当の自分は違う。黒と茶の純日本人。

　話もそこそこに、早速今日の目的地に向かう。

　約束していたカフェ巡り。そしてその前に、一番最初の目的が。

「ほ、本当に観みに行くの？　実は私そういう類の苦手なんだけど」

「だからこそですよ。ふふっ、映画よりも隣の亜理紗さんを多く見ちゃいそう」

「本当アリスちゃん、いい性格してるわ……。うぅ、ホラー映画かぁ……」

　アリスちゃんたっての希望で、ホラー映画鑑賞会。

　何やら滅め茶ちや苦く茶ちや怖いと噂うわさの新作らしい。マジでトラウマになりそう。

「大丈夫ですよ!!　終わった後のメンタルケアもちゃんと考えてますからっ!!」

「性癖に正直過ぎる……。まぁ、せっかくだし楽しもうかな……」

　そしてトントン拍子で映画に。あんまり記憶がない。

　叫びそうになっていたのを必死に抑えていたことだけは覚えていた。

「──はぁっ……!!　怯おびえて震えてた亜理紗さん、本当に可愛かったです……っ!!」

「も、もうその話はやめようよ。あ、このケーキすっごい美味おいしい」

　場所を移してお洒落しやれなカフェ。こういう経験は初めてに近い。

「良かったです!!　亜理紗さんと来ようってずっと思っていた場所なので!!」

「偶たまにはこういうのもいいねぇ。収益の方も安定してきたし」

　こうして余暇に使えるお金の余裕が沢山ある訳では無いが。

「亜理紗さん、今勢い凄すごいですもんね……!!　既に個人勢のトップに近いですよ」

「アリスちゃんももう十万人間近じゃん。私は話題性が一人走りしてる側面もあるし」

「それは亜理紗さんが必死に頑張ってるからですよ。その努力は私が一番知ってます!!」

　もう本当にこの子、お嫁に貰もらいたいぐらい好き。どうしてこんなにいい子なんだ。

「好きなことで死に物狂いに頑張れる亜理紗さんを、私は敬愛してます」

「おっふ……。照れるってぇ、そんな言い方されたら」

　実際には死に物狂いで頑張るしか道が無い、が正しいが。

　そう言われて悪い気はしない。勿もち論ろん私もアリスちゃんを尊敬している。

「今日は一日、存分に楽しみましょうね!!」

「そだね～。この話を配信でするのも楽しみだよ」

　Ｖを始めてから出来た唯一無二のお友達、そしてライバル。

　こんな未来が待っているなんて、始めた当初の私はきっと知らなかった。




　　　　＊




　一方、加か々が宮みやエリンとの突発的なコラボをした二人。

　姫ひめ崎さきザクロと永なが倉くら誠せい司じは頻繁に通話中に彼女を話題に出していた。

『──あー、ムカつくムカつく～!!　めっちゃ伸びてるじゃんか、加々宮エリン!!』

『その割にはお前もよく配信見てるよな。なんだかんだ気に入ったか』

『そ、そんな訳無いし、敵情視察!!　……そりゃ、面白いのは認めるけど』

『珍しい。お前が他の女性Ｖをそんな風に言うとはな』

『仕方ないでしょ!?　あれは本物の化け物よ!!　色々な意味で!!』

『……まぁ、確かに。まさか借金が本当の話だとは俺も思ってなかった』

『それもそうだし、私の嫌みや嫌がらせに一切動じないメンタルはどう考えたっておかしいわよ!?　しかも挙句に感謝やフォローまでするなんて、あたおかとしか思えない!!』

『お前が未熟で、彼女が一枚も二枚も上うわ手てだった。あれはそんな配信だったな』

『ぐぅ……。だからあれから頑張ったわ!!　炎上もしたけど、取り返したもの!!』

『そうだな。ここ最近のお前の努力には目を見張るものがある、頑張ったな』

『だーかーらー、子ども扱いやめなさいって!!　ふふ……今に見てなさいよ、加々宮エリン……!!　次こそは私が貴方あなたを喰くらって更に上にのし上がるわ……!!』

『ならこの前の新衣装の配信の凸待ち行けば良かったのに。俺はお祝いしたかった』

『それは……!!　……今の私だと実力不足だと思ったし、素直に祝えない。それに』

『それに？』

『また迷惑かけるのはもう御免だから。せっかくの晴れ舞台だったでしょ？』

『……今のお前ならそこまで差は無いよ。成長してるな、ザクロ』

『そりゃそうよ!!　私はＶ界かい隈わいのトップを目指してるんだから!!』

『ははっ。じゃあ俺も頑張らないとな。お前の相棒として』

『とにかく目標は加々宮エリン!!　絶対に追い抜いてやるから!!　ってことで、彼女の配信を見返して対策を立てるわよ、せーじ!!　どのアーカイブがいいかしら!!』

『これってもう普通にファンなんじゃ……？』

　良くも悪くも加々宮エリンに対して執着を見せる姫崎ザクロ。

　彼女が二人に与えた影響というのは、決して小さくはなかった。




　　　　＊




「──あ、また私のコメント読んでくれてる～!!　『いつも応援してます』、と……」

　私が彼女に出で逢あったのは、一体いつの事だっただろう。

　今の自分の人気が頭打ちかもしれないと悟った頃だったか。

「あはははっ!!　まーたおかしなこと言ってら!!　やっぱり借金返す気無いでしょ!!」

　最初は単に興味本位だった。なんかバズってるＶがいるなと。

　でもそこで終わると思っていた。だからお遊びでマシュマロに質問を送った。

「あれは凄かったな～。まさか七歳の少女からもお金貰おうとするのほんま」

　七歳のリカという名前で偽って送った質問への返し。

　こんなにおかしくて面白い人がいるのか、と思わず唸うなってしまった。

　自分のことを良くない大人だと称し、反面教師にしろと。

　とんでもない。同じＶとして尊敬出来るところが沢山ある。

　ちょっとだけ落ち込んでいた私は、それを見て確かに元気が出た。

「この前の新衣装配信も最高だったし。思わず赤スパ投げちゃったよ～」

　今まで敬語を貫いてきた彼女が見せた、素に近い姿。

　何となく自分に似ている気がして、親近感を覚えてしまった。

　とにかく私は彼女が大好きなのだ。彼女に大きな希望と勇気を貰った。

「!!　電話……？　今配信見てるから掛けてほしくなかったんだけどな」

　いつものように彼女の配信を楽しんでいたら、仕事用のスマホが震え出す。

　流石さすがに無視する訳にもいかないので、一応対応することにした。

『お疲れ様です。来週のスケジュールの話なんですけど、今お時間大丈夫ですか？』

「大丈夫ですよ、配信見てただけなので。配信より大事な話ですもんね？」

　やっぱりマネージャーだったか。週末だし仕方ない節はある。

『何か言い方に刺とげが……。今週なんですけど、企業案件やライブの練習などが立て込んでいまして、木曜だけフリーになってます。すみません、大幅に忙しくしてしまって』

「いえいえ。『プリズマ』の看板として、もっと頑張らないとですから」

　本音を言えばもっと自由にやりたいが、スケ管理は重要な仕事。

　企業所属となれば、これぐらいは覚悟していた部分だった。

「木曜は自由にやっていいんですよね？　コラボしようと思ってるんですが」

『はい、フリーの日なので。箱外であれば一応確認したいんですが、誰との予定で？』

　やっぱり確認してきたか。大事なのはサプライズだから。

「今は内緒、です。自由にやっていいと言われたので」

『……不祥事があった場合、上から怒られるのは私なの分かってますよね？』

「大丈夫ですよ!!　良いことしか無いと思いますから」

　私にとっては、とは言わずに。自由な日は私のものだ。

　後は諸もろ々もろの確認をしてから電話を切る。取とり敢あえず言げん質ちは取った。

「さて……と。どのタイミングで連絡取るのが一番いいかな～？」

　きっと彼女は驚くことだろう。自分でネームバリューがあるというのも変な話だが。

　ツイッターで愛あい野のキリカの本ほん垢あかを開いて、彼女の名前を検索する。

「加々宮エリンさん……。貴方とコラボするの、楽しみにしてるからね～」

　一ファンとして、ＶＴｕｂｅｒ界隈の大先輩かつトップとして。

　彼女が私のことを知っていてくれたら嬉うれしいと思いながら。
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「──はぁ～……。やっぱり最高のＶだわ、愛あい野のキリカさんは……。『私の愛を着払いで受け取りやがれ～』って本当にもうバケモン……!!　愛してるし……愛されてる……!!」

　配信中では無い時間はただのオタクの新あら垣がき亜あ理り紗さ。

　自分がＶにハマったきっかけになった人の配信を見てご満悦。

「本当に凄いなぁ……。私も伸びてきたかなと思ったけど、格が違うや」

　そもそも私が見始めた時から七十万以上の登録者がいた。

　それが今ではもう五百万人を越えている。まさしくトップの貫かん禄ろく。

　追いつく追い越すの問題ではない。同じ次元にいないのだ。

　私がスッポンならキリカさんは月……否、太陽だ。

　何なら宇宙だよ、宇宙。というか私はスッポンどころかノミだ。

　そんなことを考えていたら、キリカさんの配信でこんな話をしていた。

『──え、今後コラボしてみたい相手？　いるよ～、絶対にコラボしたい人が』


・誰だろう？

・プリズマでは大体コラボしてるよな

・ってことは箱外？



「何ッ!?　コラボしたい相手がいる……だと？　なんて羨ましい……ッ!!」

　プリズマ内でないとすれば、他の大きな箱の人だろうか。

　今は企業勢のＶも非常に多い。その中でもプリズマは元祖なのだ。

『加か々が宮みやエリンさんっていう人なんだけど、みんな知ってる？　知ってろよ？』


・あー、あの借金Ｖ!!

・誰だ？

・最近ちょっと話題だよな

・まさかの個人勢



「加々宮エリン!?　クソッ、キリカさんから直接指名を受けるなんて妬まし──」

　条件反射で嫉妬を覚えたところで、思考が止まった。

　なんかよく聞いたことある名前だなって、加々宮エリン。

『実は私、彼女のファンなんだよね。だから一度コラボしてみたくて』

「──はひ？　いやっ、そんなっ、筈はずは……？　こひゅっ、嘘うそ、は、え？」

　あ、あばばばばばばばばばばばばばばばば

　こんな、有り得くぁｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ

『だから今度誘ってみることにしたんだ。断られたら……愛を送料込みで送りつける～』


・俺達は着払いなのに……

・配信見てみようかな

・推すねぇｗ

・嬉しいだろうなぁ、相手も



「夢だろ!?　流石に夢でしょ……へへっ、起きろ私ッ!!　現実を見やがれ!!」

　思わず自分の頬ほおを二、三回ビンタしてしまう。クッソいてぇ。

　ってことはこれは現実？　いや、私に都合のいい幻聴の可能性が。

『もし加々宮エリンさんがこの配信見てくれてたら嬉しいね～。ちょっと恥ずかしいけど、むしろ見られてたかもって思うと興奮する。ぶっちゃけ絶賛興奮させて頂いてるよ、今』

「あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　咆ほう哮こう。人は嬉し過ぎるとこうなってしまうといういい見本。

「どどどどど、どうしよう……。こ、コメントするか……？」

　私はチキンなオタクなので基本的に配信にコメントをしない。

　しかし、今なのではないか。今こそすべきなのではないか。

『ってことで短いけど今日はここまで～。明日は歌ってみたの動画が上がるよ～』

「キリカさんの歌みたきちゃぁぁぁぁぁ!!　明日は一生ループだこれは!!」

　情報が氾濫している。ついでに情緒もおかしくなっている。

　よし、一旦今日は寝よう。今日の出来事は夢にしておくのがいい。

「っし、今日もいい一日だった……。夢のような時間だったね……」

　と自分に言い聞かせながら、ベッドでスマホを弄いじっていたら。

「ん……？　愛野キリカさんにフォローされました……？」

　まーだ夢を見ているのかこのクソ借金女は。寝ろ、寝ろッ!!

　どうせ神を騙かたっただけの罠わなアカウントだろう。そうに決まっている。

「ほんでＤＭ通知も同時に……うわぁ!?　夢だけど夢じゃないし、夢のような展開!?」

　お言葉通り私のＤＭにコラボの誘いが届いていた。

　勿もち論ろん正真正銘本物から。なんだよ、フォロワー数二百万越えって。

　もうダメだ。今このテンションで返信したら絶対に誤字る。

　そして私はそれを見なかったことにして布団を被かぶったのであった。




　　　　＊




「おはようございま……ってどうしたんですか、亜理紗さん!?」

　非常に嬉しい発表があったのでウキウキで早めに出勤。

　なんとあの愛野キリカと加々宮エリンのコラボが実現したのだ。

「あ、あぁ……おはよう。ちょっとね、現実と夢の境界が曖昧で」

　更に早めに着いていた亜理紗さんは、休憩室の壁に頭を擦こすり付けていた。

「む、夢遊病的な何かですか……？」

「はははっ、そうだったらいいね。というか今も夢か現実なのか分からない」

（じ、重症だ……!!　人は嬉しさを超過するとこうなってしまうんだよな……）

　俺はそれを経験済みだからよく知っている。

　マイクになった直後はもう、夢か現うつつか本当に分からなかった。

「そういえば、愛野キリカさんと加々宮エリンのコラボが決定しましたね」

「うん、そだね……。まぁ、それも全部夢なのかもしれないしぃ……？　だって愛野キリカさんってＶ界かい隈わいの神だよ……？　『二十四時間クソゲー配信』とか『愛野キリカ王決定戦』とか『プリズマ全員凸来るまで超耐久』とか伝説回は挙げたらキリが無いよ!?　一方、今回コラボ誘われた加々宮エリンさんは借金抱えたトンデモ女よ……？」

「俺の推しを悪く言うなぁ!!　概おおむね間違ってませんけど!!」

「だってぇ!!　絶対恐れ多いと思うんだよ!!　というか未いまだに理由が不明!!」

　まだ始めて三か月程度しか経たっていないのだ、流石さすがにスピード出世過ぎる。

「単純にファンって言ってましたし、言葉通りなんじゃないですか？」

「そ、そうなのかなぁ……？　もしそれが本当なら普通に嬉しいよね、へへ……」

（情緒が不安定過ぎる。可愛いけど、このままじゃ心配だ……）

　いい方向に転べばいいが、大御所とのコラボ配信だ。

　何より絶対にとんでもなく緊張する筈。出来ることなら代わってあげたい。

「楽しみなんだ、凄すごく楽しみなんだよ……？　でも、やっぱり怖いよね……」

「……それは配信を見るのが、ですよね？」

「!!　そ、そう!!　推しが無為に傷付くのは見たくないかもって思うな!!」

（もう俺にバレないようにする、みたいなのも忘れるぐらい精神が……）

　というかここまでして未だにバレてないと思ってるのが凄いよ。

　俺からは絶対に言わない。このことは墓まで持っていくつもりだ。

「大丈夫ですよ。何があっても、加々宮エリンは無敵です」

　だから俺は、意味も無く根拠の無い事を言ってみた。

「無敵……。加々宮エリンは最強？　本当にそう思う？」

「はい、最強です。ずっとＶを見続けてきた俺が言うんですから間違いないです」

　俺の言葉を聞いた亜理紗さんは、困ったような笑みを浮かべた。

「そっか!!　それなら大丈夫だ!!　安心してクソみたいな労働に励めるよ、これで!!」

「ですね。今日も頑張りましょうか!!」

　俺の言葉程度ではきっと、ちょっとした安らぎにもならない。

　それでも笑顔を見せてくれた亜理紗さんに敬意を示す為ためにも。

　コラボ配信では常に気を張っておこう。勿論楽しみながらなのを忘れずに。




　　　　＊




「──っはぁ……!!　加々宮エリンは強きよう靭じん、無敵、最強……!!」

　春はる人と君に言われた言葉を少しでも思い出す為に復唱する。

　遂ついに迎えてしまったコラボ当日。変な汗が凄い。

　凄いんだ、期待が。今まで見たこと無い数のリプが飛んできてる。

「死ねる……!!　もし失言でもして嫌われでもしたら、余裕で死ねる……!!」

　基本的には怖いものは少ない私だが、神に嫌われるのは違う。

　そもそもが私の原点なのだ。私の存在そのものとも言える。

「はひゃっ!?　つ、通話かかってきたが……!?」

　事前に少しでも打ち合わせしておこうと彼女から打診があり。

　いよいよ電話がかかってきてしまった。今日が私の命日か。

『あー、あー、聞こえるかな？　はじめまして、愛野キリカです』

「は、はじめましてっ!!　か、加々宮エリンですっ!!　どうぞよしなに!!」

『あははっ、緊張してる!!　そんなんじゃ配信心配だよ、私は～。大丈夫か～？』

　なんて優しい人なんだ。声は裏返ったし、有り得んほど噛かんだけど。

　取とり敢あえずこれだけは伝えておこう。声を出せ、私。

「そ、そのぉ……私、ずっとキリカさんのファンで……」

『え、マジ!?　えー、めっちゃ嬉うれしいが!!　私もエリンちゃんのファンだよ～』

「ふへっ、ほ、本当ですかぁ？　凄く嬉しいです……へへっ……」

　気持ち悪いオタク笑いが出てしまった。私のイメージ、崩れる。

　せっかくファンだと言ってもらえたのだ、毅き然ぜんと対応しよう。

「今日はよろしくお願いします、キリカさん……で呼び方大丈夫ですよね？」

『うん、大丈夫だよ。個人的にはもっと砕けてもいいかなって思うけど』

「恐れ多くて死ねます。なんとか、ど、努力はしてみますが……」

　まだ配信始まってすらないのにこの体たらく。既に泣きそう。

『そうだ。ＤＭで一緒にやろうって話したゲーム、買ってくれた？』

「あ、はい!!　勿もち論ろんです!!」

『うんうん、実に良きだね。エリンちゃんにぴったりのゲームが揃そろってるんだ～』

「た、楽しみです!!　ゲーム苦手なんですけど、精一杯頑張ります!!」

　ぶっちゃけ今それどころではない。吐きそうなのでビニール袋用意した。

　そうこうしている内に配信開始時刻が迫る。やりたいけど、やりたくない。

『──さ、時間だね。私達のことを、今か今かとリスナーさん達が待ってるよ』

　その言葉は非常に重かった。私が言うのとでは重みが違う。

（やるぞ……。少なくとも、キリカさんの足だけは引っ張らないように……）

　そんな風に考えていたことを、私は全く意識もせずに。

　今まで自分が掲げていた目標や信念が、霞かすんでいくような感覚を覚えていた。




　　　　＊





・えぐいコラボキター!!

・遂に加々宮が一線級に

・大御所相手にどう立ち回るのか

・頑張れエリンちゃん!!



　加々宮エリンの枠の待機所には話題性も相まって既に五千人以上がいた。

　当然ながら愛野キリカさん側には十万を越える同接が。流石過ぎる。

（楽しみだけど不安も……。事前の通話でも全く緊張が解けてなかったし……）

「──うわっ、今日も凄い人数いるね。全員暇か～？　ってことで最初は軽く自己紹介しとこうかな。『プリズマ』所属の愛の使者、ゆるふわ癒いやし系けい天使ライバーの愛野キリカでーす。もし知らない、って人がいたら今日で絶対覚えて帰れよな～？　約束だぞ～？」


・本当だったんだ……

・神降臨の儀

・流石に可愛い

・Ｖ界隈のラスボス



「今日はいつもの配信じゃなくてコラボなんで、ゲストがいるよ～。この前の配信でちょっとだけ話した、私が今一番コラボしたいあの方に来てもらってます。どうぞ～」

「お、お帰りなさいませぇ、ご主人様ッ!!　かッ、鏡の国からやってきた見習いメイドうさぎの加々宮エリンと申します!!　き、今日は是非ともよろしくお願いいたしましゅ!!」

[image: ]

「ってことで加々宮エリンちゃんのご登場～。あははっ、有り得んぐらい緊張してて草」


・ガチガチじゃねぇかｗｗｗｗｗｗ

・緊張が見える見える

・一周回って自己紹介が普通になった女

・なんか初期の頃を思い出すな



　やはり緊張は解けていないどころか悪化気味。顔が引ひき攣つっている。

　それがモーションキャプチャに影響して凄い顔になっていた。

「エリンちゃんは莫ばく大だいな借金を抱えてるメイドさんで、返済の為に配信頑張ってるとか。いやぁ、普通に凄いよね。もうそのコンセプト自体が面白いし何ならちょっと嫉妬した」

「は、はいっ!!　お優しいご主人様達に支えられていつも生きています!!」


・うーん？

・なんかいつものキレが無いな

・もっと攻めろ



　段々とリスナー達も気付き始める。今日の彼女がおかしいと。

　そして軽く雑談をしていく。いよいよ来るとこまで来たなぁ。

「そしてギャンブル好きとも聞いてるから、今日は私とこのゲームで勝負だ～」

　そして画面に表示されたのは『遊戯満漢』というゲーム。

　様々な種類のゲームが遊べるもので、コラボによく用いられている。

「なんかやりたいゲームあるかな？　五十種類ぐらいあるから、きっとエリンちゃんが気に入るゲームもあると思うんだけどどう～？　エリンちゃんのセンスが問われるぞ～？」

「いえっ、キリカさんのやりたいもので大丈夫です!!　選ぶなんておこがましい……」

「そ、そっか～。まぁ、初しよっ端ぱなだしまずは簡単なカードゲームからやっていこうか」


・ん……？

・会話が上手うまくいってないような

・どうした加々宮



　なんだか不穏というか、微妙な雰囲気のまま配信が進んでいく。

「──私の負け、ですね。流石キリカさん、強いです……!!　勝てません!!」

「え、あ、うん、そうだね……。エリンちゃんも……あー、なかなかだったかな？」


・見所が……

・ヨイショするだけになっとる

・もっと前に出ろ!!



　そうして結局特に面白みも無いまま複数のゲームが進行していた。

（まさかわざと負けてる……？　それだったら本当にらしくない……）

「よ、よわ……いや、これは私が強いのか？　本気を出すまでも無い……」

「つ、次は何をやりましょうか!?　勿もち論ろんキリカさんの好きなもので大丈夫──」


・いつもならもっと……!!

・借りてきたエリン

・俺達に草を生やさしてくれ



「──いや、一旦ゲームは止やめて雑談にしようか。まともにゲームやれてないの明白～」

「えっ!?　わ、私は全然大丈夫……だと思いますけど……」

「これで大丈夫なら逆に心配って話!!　その緊張状態は配信初日でもなかなか見れないよ、エリンちゃんの配信を初期から見てた私にはよーく分かる。はい、愛が出ちゃったね」


・流石に気を遣ってくれたな

・明らかに変だもんな

・これが場数の違いか……



「き、気を遣わせてしまってすみません。私にとってキリカさんは神と同格で……」

「そうかな～？　そんな大層な存在じゃないけど、褒められるのはやっぱ健康にいいね。取り敢えずもっと私に愛をくれ～？　好きなものの話してたら落ち着けるかもだし」

「えっと、借金がやばいって時に配信やってるキリカさんを見て、こんなに楽しい世界があるんだって知って……。凄すごく憧れ？　たんだと思います……。なので、なんとかＶやる為にお金を貯ため……いやっ、なかなか貯まらなかったんですけど。それで、その……」


・グッダグダ

・纏まとめてから話そう

・メイドキャラも崩れとる

・相手側のリスナーも困惑してるぞ

・違う意味で困らせるのは初だな

・どうしたんだよ……



「逆効果ってレベルじゃねぇ……。私はいつものエリンちゃんが見たいんだよ～!!」

「う、うぅ……。どうしてこんなに上手うまく喋しやべれないんでしょうか……」

　まずい。このままだと本当に事故ってしまう。

　というかもう半分事故みたいなもんだけど、どうしよう。

（……こうなったらやるしかない。ハイリスクハイリターン、貴方あなたが好きなものを）

　やるなら早くに。取り返しがつかなくなるその前に。

「うーん。あ、そういえばこの前新衣装の配信してたよね～？　あれ可愛かわいかったよ～」

「ほ、本当ですか!?　それは嬉しいで──」

　とまで喋ったところで彼女の音声は配信に乗らなくなった。

「あれ、エリンちゃん!?　突然死？　遂に緊張がピークに達した？　愛が足りない？」


・ん？

・事故か

・ミュートボタン触った？

・なんて不運な……

・テンパってマイク抜いたか？



　当然リスナーはこんな反応になる。あの日以来の明確な事故。

「生き返れ生き返れ……!!　このままじゃ私が殺したみたいになっちゃうよ!?」

（加々宮エリンの原点はミュートから始まった……!!　俺にしか出来ないことだ!!）

　勿論マイクを弄いじったのはマイクである俺しかいない。

　そして一方の亜理紗さんの方はというと。どうなんだ、どうなんだ!?

「──って、えぇ!?　何で声乗ってないの!?　こんな時に事故は普通にやばいってぇ!!」

　当然テンパっていた。しかし、あのド緊張状態よりはマシだ。

「やばいやばい……!!　足だけは引っ張らないように決めてたのに……!!」

（!!　なるほど、あのらしくない感じの原因はそこだったのか……）

「これは……マジもんのトラブルっぽいね。機械まで追い打ちかけてくるのは流石さすがにエグい、とにかくリスナーの皆もマイクトラブルが直るように愛を送ってくれ～!!」

「ぜ、全然直んないんだけど!?　何ど処こにもエラー見当たらないし、もしかして詰んでる……？　これで配信終わりとかになったら、流石に泣くどころか普通に炎上まで見え……」


・復旧いけそうか？

・相手方にも申し訳ないよな

・まさかこうなるなんて

・頑張れ……!!

・戻ってきてくれー!!



「リスナーの皆も待てるよね？　因ちなみに私は待つよ、それまで私が繋つないでおくから～」

「……ッ、マジで頼むってぇ!!　ずっと一緒に頑張ってきたじゃん、マイク君!!　どうしてこんな一番重要なタイミングで機嫌が悪くなるかなぁ!?　本当、お願いだよ……!!」

　温かい言葉が逆にしんどくなり、一瞬泣きそうになっていた。

　一緒に頑張ってきたからこそ、ここで一旦反旗を翻す。

（タイミングとしてはここ……!!　マイクである俺にしか出来ないこと……!!）

　俺が何度彼女の配信を見守ってきたと思っている。

　痺しびれを切らすなら今だ。きっとここで彼女は思わず本音を零してしまう。

　満を持して俺は、彼女が言葉を発する直前にマイクミュートを切った。

「いや本当に信じてほしいんだけどね。本来のエリンちゃんは最高におかしくてやばい女でさ。この前の新衣装配信だって、更に借金増やそうとしてて皆に止められ──」

「──こんなチャンス逃すのは有り得ない!!　私は確かにキリカさんの大ファンだけど、そのキリカさんすら踏み台にして借金を返すんだ!!　だから早く直ってくれマイク君!!」


・あっ

・おっと

・これはこれは

・草

・直ってるよ!!　直ってるよ、マイク!!

・やってしまったｗｗｗｗ

・加々宮エリンの伝統芸キター!!



　そして一番配信に乗せてはいけない部分が乗ってしまう。

「今日逃したらこんな日はもう二度と来ないよ!?　勝つんだよ、キリカさんに私はぁ!!　勝って喰くって、今日で全部の借金を返すぐらいの気持ちで挑むべきだったんだぁ……!!」

　当然冷静でない彼女は気付かない。コメント欄を見てる余裕など無い。

「──急にどす黒い野望が聞こえてきちゃったねぇ!?　もうマイク直ってるよ!!」

　そして静寂。自らの過ちに気付いた彼女は、大きく目を見開いた。

「……え？　あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?　マイク君、アホ程空気読めてないねぇ!?　いつもどうしてこんなに最悪のタイミングで私を困らせるんだぁ!!　天てん誅ちゆう!!」

「あはははははっ!!　タイミング、タイミングが良過ぎる!!　完璧だよ、エリンちゃん!!」


・はい事故ｗｗｗｗｗ

・これは……見事ですねぇ

・むしろ超空気読めてるｗｗｗｗ

・さぁ、ここからが本番だ!!



「え、え、本当に聞こえてました!?　さ、流石にそんなことありませんよねぇ!?」

「あー、っと。私を踏み台にして喰う……だっけ？　うん、聞くから続けて？」

「あっ、スゥー……。筒抜けどころの騒ぎじゃないってことですか、そうですか……」


・鬼ｗｗｗｗ

・攻めるなぁｗ

・追い詰められたうさぎ

・畳みかけてて草



（さぁ、ここが正念場……!!　臆するな、加々宮エリン……!!）

　ここでまたビビってしまったら事態は何も好転しない。

　今こそ今まで培ってきたものを発揮する時。

「……えぇ、そうですとも!!　私には全世界七十億人以上のご主人様がバックに付いておりますので!!　キリカさん……いえ、キリカちゃんがどれだけ凄かろうが私はもう引きません!!　溢あふれ出た欲望を包み隠さず、宣言通りキリカちゃんすら踏み台にして私は溜たまりに溜まってしまった借金を全額返済します!!」

「ッ……。いいねぇいいねぇ、そう来なくっちゃ!!　逆に私が食べちゃうよ、加々宮エリン。私だって全世界七十億人のファンがバックにいるからね～。舐なめるなよ～小娘が？」


・バチバチだ!!

・バトルみたいになってて草

・この展開は熱い

・加々宮エリン、復活!!

・これが見たかったんよ



（っし!!　これで初めて土俵に上がれた!!　ここからは俺に出来ることは無い!!）

　後はもう見守ろう。俺も配信を最高に楽しむ。

「さぁ、闇のゲームを始めましょうか!!　表の私がご迷惑をおかけしましたね、ここからは本当の加々宮エリン。通称、闇エリンが貴方あなた様さまのお相手をして差し上げましょう」


・アウトｗｗｗｗｗ

・俺達の魂を賭けろ!!

・連帯保証人ってそういう……

・闇（直喩）



「闇のゲーム？　私からしたらちょっと地味過ぎるぐらいだぜ!!　もっと派手にお互いの大事なものを賭けるとかさ。ってことで私はマネージャーの魂を勝手に賭ける」

「あ、じゃあ私は借用書賭けます。絶対に失なくしたらいけないものなので」


・酷ひどいｗｗｗｗ

・ご愁傷様……

・ノリが良くて草

・どっちもいらねぇｗｗｗｗｗｗ



「やるゲームはこれです、『ブラックジャック』……。負債を抱えさせてあげますよ、キリカちゃん。因みにブラックジャックは好きなエピソードが多過ぎて挙げられません」

「それが聞きたかった。私だったらこの勝負に何億賭けても惜しくは無いがね」


・盛り上がってきた

・仲良くて草

・￥１２０　この人面白いじゃん

・本当に緊張してたんだな……



「ふふっ、初手ブラックジャックです。これが所謂いわゆる『持ってる』ってことなんですよね」

「あーごめんね、こっちもなんだ。私が親だからその賭け金貰もらうね～。美味うま過ぎて草」

「……あの、せめてここだけは勝たせてほしかったです。無慈悲過ぎません？」


・クソ雑魚

・やっぱダメだ

・負ける運命



「ここはダブルです!!　賭け金を倍プッシュして、負けを取り返す……!!」

「うん、きっちりバーストだね。もしかしてエリンちゃんこういうの下手か～？」

「はい、好きと得意っていうのは必ずしも一致しないものですから」


・このふてぶてしさよｗｗｗ

・負けて平然としてるのほんま草

・借金には慣れている!!

・負けることに関しては負けない女



「圧倒的敗北!!　さて、次は何をやりましょうか。まだ有り余ってますよ、気合と根性」

「あははっ、完全に最初とは別人ってことだ!!　そんなエリンちゃんを愛してるよ」

　加々宮エリンが本調子に戻ったことで、愛野キリカさんにも笑顔が増える。

　そして事故直前から減っていた同接も、段々と増え始めていた。

「次は『ガチボクシング』なんてどうかな？　それともエリンちゃんは暴力反対派？」

「そうですね……。非暴力不服従、メイド学校の教科書にそんな文言が書かれていた気がしますが、私は落ちこぼれでしたのでそんな教科書は破り捨てました。やりましょう」


・￥５１０　そもそもメイドなのに不服従……？

・流石は鏡の国

・いつものガバガバ設定

・キャットファイトだ!!

・誰もが忘れてた落ちこぼれ設定



「私が選ぶのは当然青色の何なに某がし!!　青色と言えば確定申告……やり方が分からない!!」

「草。もし勝てたら私が精一杯の愛を込めて手取り足取り教えてあげるよ？」

「それは是非お願いしたいです。確定申告は払い過ぎた税金が返って来るイベントだと聞いてます。ふふっ、無条件でお金が入って来る神イベント……楽しみですねぇ!!」


・珍しいよな、確定申告楽しみにする人ｗ

・馬鹿の典型

・￥５１０　地獄見てほしい

・￥５００　なんというか、この人頭おかしくて好きかも



「お互い顔を売ってる商売だし、顔を殴るのは無しにするっていうのはどう～？」

「乗りましょう。私としても、キリカちゃんの美しい顔を殴るのは本意ではありません」

　顔はやめときな、ボディーにしとき。そういう約定。

　実際に殴っている訳では無いが、イメージ的な問題だろう。

「──オラッ、喰くらえ!!　渾こん身しんの顔面右ストレート!!　必殺の顔面粉砕パンチ!!」


・秒で破るなｗｗｗｗ

・はい、炎上

・メイド君さぁ……



「はい、予想通り～。上ガードからのボディがら空き、エリンちゃんよっわいね～」

「……これ、私がクズなのが多くの人に知れ渡っただけなのでは？」

「これもまた愛、だよ。愛ゆえに私はエリンちゃんをボコボコに痛めつける」


・そして当然のように負ける

・一番恥ずかしい負け方

・分かってるなぁ、配信を

・￥１００　キリカちゃんに遠慮しない人初めて見た

・￥２００　吹っ切れた人ってこんなに面白いんだなｗ



　コメ欄を見ればちらほらと相手側のリスナーが遊びに来ているのも分かる。

　気付けば既に同接は十万人近い。え、こんな同接数滅めつ多たに見たこと無いぞ。

「あぁ!?　暴力反対、暴力反対です!!　遂ついには顔も殴りましたね!?　ルール違反です!!」

「顔？　ボクシングは顔殴ってなんぼでしょ。その綺き麗れいな顔、吹き飛ばしてやるよ」

「私はガードされたので実質顔を殴っていないことになるので私の勝ちでは？」


・これ以上罪を重ねるな

・見苦しいよ……

・￥１５１０　言い訳乙

・￥２００　もうダメだこの人ｗｗｗｗｗ



　そして敢あえ無なくボコボコに。完膚なきまでの敗北。

「あの教科書は正しかった……!!　暴力は止やめましょう、平和にやれるもので」

「雑魚乙。じゃあ、協力出来るのもあるからそれやろうか？　まさかそれも出来ない？」

「え、今雑魚乙って言いました……？　ここまで煽あおられることあります……？」

　そして一緒にやるゲームはどんどん続いていく。

　協力プレイはとにかく亜理紗さんが足を引っ張っていた。

「──テニスは貴族のスポーツ……。メイドの嗜たしなみと言っても過言ではありません」

「そもそもメイドはその時間がっつり仕事してるんじゃ～？」

「えっと、Ａボタンでラケット振るんですかね？　となると横の動きとの両立が不可能では？　右手と左手を同時に違う動きをさせるのは人間には過ぎたことだと思います」


・おばあちゃんレベル

・￥２００　むしろメイドだよこれは

・キリカちゃん容赦なくて草

・一回もボールに触れないｗｗｗｗｗ

・￥３５０　こんなに下手なのも珍しい



　負けて負けて負け続け。その都度よく分からない言い訳を重ね。

「──これで私の二十連勝……。エリンちゃん、最初みたく手を抜いてないよね～？」

「え、そもそも最初からガチでしたが……。遠慮はしてましたけど、全部本気です」

「ほ、本気だったのか……。ごめん、なかなかとか言ってたけどマジでゴミだった～」

「い、言いますねぇ……。その物言い、あまりにも誉れ高くてゴミは歓喜しております」


・なんかお嬢様とメイドっぽいよな

・正統派カプ

・￥１０００　口悪いお嬢とアホメイド

・￥５１０　清せい楚そ要素皆無で草

・最初からずっと本気だったの本当に面白いｗ



　結局亜理紗さんは誰と組んでも自分のペースに持っていくのだ。

「──さ、最後にやっと勝てました……!!　実質私の勝ちですね、これは……!!」

「昔のクイズ番組的なノリね？　まぁ、ぶっちゃけ最後だし勝たせてあげたんだけど～」

「はい……。まさか緊張解ほぐれても全く勝てないとは思いませんでしたよ」


・結局弱い（確信）

・忖そん度たくさせるなｗｗｗｗｗｗ

・まぁ、キリカちゃんこのゲーム最強だし……

・新人潰しだったのか（困惑）



「でも唯一負けたことがあるんだよね。エリンちゃん、勝負に夢中で気付いてないでしょ？　配信者として、重要なことの一つは今日は大敗だ～」

「はい？　まぁ、借金額なら全然余裕で勝ってますけどそれじゃないですよね？」

「借金が最初に来るの本当にクズ。ほら、早く自分の同接見てみなよ～」

　と言われて、亜理紗さんはチラッと自分の配信のアナリティクスを見る。

「はひっ!?　ご、五十万人……？　これ、表示バグとかじゃないですよね……？」

　なんと驚きの同接五十万人越え。俺も見た時は言葉を失った。元々喋しやべれないけど。


・￥１５１０　ほんまや草

・￥１５１０　配信に夢中で気付かんかったｗ

・￥１０００　多過ぎｗｗｗｗｗ

・￥２５１０　五十万はえぐいて

・￥５１００　加々宮エリン最強!!

・￥１００００　凄すごい、おめでとう!!

・￥５００００　石油王からのお祝いです、受け取ってください



「うぅ、私のリスナーさんがエリンちゃんに浮気しちゃった。でも嬉うれしいな。このコラボは皆にエリンちゃんの良さを知ってもらいたかったから、私としてもこれは大勝利」
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・￥５１００　これはＶの頂点

・￥１５１０　愛野キリカ効果凄いな

・￥２０００　連帯保証人が増えるぞ!!



「ご、ご主人様がこんなに沢山……!?　と、というか必死だったので全く気付いてませんでしたけど、スパチャの量も額もとんでもないことになってませんかこれ……？」


・￥５１０　借金メイド覚えた

・￥１２０　お試しスパチャ

・￥２０００　キリカちゃんが楽しそうなので

・￥１０００　ご主人様になります



　そう言及するよりも前からずっと細かなスパチャが飛び続けている。

　その大半が愛野キリカさん側から面白半分で流れてきたリスナーだった。

「ちょ、ちょ、読み切れませんって!?　コメ欄が虹色になってるんですがそれは!?」

「借金Ｖなんて前代未聞。しかもそれが設定じゃなくてガチなんだもん、当然だよね」

「どう考えたってキリカちゃん効果ですよこれは!?　愛してますよ、皆様♡　ついでに連帯保証人の欄に署名と判子も頂けると嬉しく思います。絶好調、加々宮エリンです」


・￥１００００　いつでも愛は忘れない

・￥５０００　どんな状況でも打てば響く

・￥１５１０　ここまでストレートだとね……ｗ

・￥５００　連帯保証人にはならないけど

・￥３００　チャンネル登録はさせてもらった



「うんうん、最高の気分。面白い推しが皆に認知されていくこと程幸せなことはない!!」

「私はこんなに幸福でいいのでしょうか……？　私もいずれ、キリカちゃんのように誰かを救えるような存在になりたいと心の底から思いました!!　つまりキリカちゃんは神」

「私からすれば、馬鹿みたいに真まっ直すぐでおかしなエリンちゃんの生き方の方が神だよ」


・￥１５１０　これは……てぇてぇ!!

・￥１００００　普通に泣いた

・￥２００００　新たな伝説の一ページを見た

・￥６０００　神同士の百合ゆり

・￥１５００　褒め合うのっていいよね



「恐れ多くて本当に吐く。あの、キリカちゃんの口座教えてもらってもいいですか？」

「また借金増やそうとしてるし!!　本当負けるよ、エリンちゃんの生き方には……」

　心底嬉しそうな笑顔を見せながら、その生き方が好きだと言う。

　彼女の言動、生き方には彼女が積み上げてきたものがある。

「そうじゃないと恩を返せそうにないんですよ!!　お金は全てを解決する……!!」

「これからもずっと配信続けていけばいいだけだよ。それが私の活力、生きる希望」

「う、うぐ……。キリカちゃんも一生配信続けてくださいね……」


・￥３０００　一生見る

・￥５０００　マジで応援する

・￥５１００　二人なら天てつ辺ぺん取れる!!

・￥１５０００　本当に生きる希望貰もらってる

・￥２００００　配信止められたらマジでしんどい



「ほらね、皆に超愛されてる。有り余る借金だってエリンちゃんの魅力ってことだ!!」

「いや、借金は本当にゴミですよ。そろそろ私も美味おいしいご飯が食べたいです」

「ほぉ……？　気遣いを完全に無下にされるのもそれもまた愛だねぇ……」


・￥１０００　その、落差がさぁ!!

・￥５０００　マジで配信初しよっ端ぱなとは別人ｗｗｗｗ

・￥１０００　生意気過ぎて草

・￥１５００　フォローしてくれてんだからｗｗ

・￥５０００　ちゃんとカスで笑う

・￥２０００　そこはありがとうでいいいんだよｗｗｗｗ



「もうそれだよ、それ。そのカスみたいなふてぶてしい態度が本当に好きなんだ～」

「キリカちゃんも、実は口が悪いタイプっていうのが本当に好きなんです」

「口悪くないよ？　愛の使者だから正直過ぎるってだけで。ま、偶たまに炎上するけど!!」


・￥１０００　似た者同士なんだ……

・￥５０００　類は友を呼ぶ

・￥２５００　お互いがお互いのファンなの納得

・￥１００００　この配信が炎上しませんように



「楽しいことばかりなのがＶじゃなくてさ、しんどいことも辛つらいことも沢山あるんだよね。それでもこうやってそれを塗り潰すぐらい楽しいことがあるからやめらんないんだ」

「そうですね……。ぶっちゃけ今日の序盤が人生で一番辛かったですけど、私は」

「うん、それはそう。口では優しく言ってたけど実はブチ切れ寸前だったよね」

　ニコニコ笑顔で怖いことを言ってくる愛野キリカさん。

　それだけ序盤の加々宮エリンは不ふ甲が斐いなかったということだろう。

「ヒエッ……。せっかくなので一回キレてもらってもいいですか？」

「ここだけ切り取られたら嫌だから却下～。私の怒りは愛よりよっぽど高いよ？」

「ほんの小さな興味が、自分の首を絞めるきっかけになるとは思いませんでしたよ」


・￥１０００　流石さすが加々宮汚い

・￥５０００　反省してもろて……

・￥１００００　意地悪で優しい大先輩

・￥１５１００　大物に育つ予感がしてならない



「──さて、このまま話し続けるとどっちか炎上しそうだね。早いとこ撤収しとこうか」

「混ぜるな危険、という結果が残りましたね。非常に貴重な時間でした」


・￥５０００　絶対また見たい

・￥３０００　伝説のコラボ過ぎた

・￥１００００　危うさの中にこそ面白さがある

・￥５００００　素晴らしいコラボでした!!



「当然だけどまた誘うよ、エリンちゃん。今度はプリズマの皆も引き連れて……ね」

「え、今私死刑宣告されました？　企業勢本当に恐ろしいです……」

「まさか。またド緊張状態のエリンちゃんを見るのも悪くないとか思ってないから!!」

「た、楽しみにしてますね。その頃までには私も見習いを抜け出しておきたいものです」

「ってことで今日のコラボは終わり～!!　連帯保証人の皆も、沢山の愛をありがと～!!」


・次も楽しみ

・今日はありがとうございました!!

・流石にＶのトップだった



　そして別れの挨拶。事故もあったコラボだったが、無事に終了。

　通話が終了し、配信内に一瞬の静寂が訪れる。

「──ふぅ。今日もまた私の分岐点、だったかと思われます。あのまま終わっていたら、二度と皆様の前に顔を出すことも叶かなわなかったでしょう。本当に悪運の強いメイドです」


・マイクトラブルに感謝だなｗ

・本当にヒヤッとした

・良かった、マジで良かった

・終わり良ければ全てよし

・その悪運でいつも生きてきた!!



「ふふっ、ありがとうございます。では、いつものようにお給料を振り込んで頂いたご主人様を読み上げていく、必然的ブラックご主人様炙あぶり出だしのコーナーを……わお」

　と言いかけて、来ていたスパチャを見て彼女は大きく眼めを剥むいた。

「……朝までかかるかもしれませんが、読ませていただきます!!　ついてこれるご主人様だけ残ってください!!　一体総額幾らになってるんでしょうねぇ、ぐへへ……」


・なんか安心する

・それでこそ加々宮エリン

・最後まで付き合うよ

・一生ご主人様でい続ける



　こうして後に伝説と呼ばれるコラボは幕をゆっくり閉じていく。

　彼女がＶ界かい隈わいに残したインパクトは、この先も波紋を広げていくだろう。




【本日のスパチャ額　集計中の為ため不明。￥？？？？？？？？】
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「──や、やば過ぎ……。一回の配信だけでスパチャ一千万ある、よねこれ」

　約三時間以上にも及んだスパチャの読み上げがようやく終わり。

　集計すると確かにそれぐらいある。バグか、夢か、現実か。

「や、やったぁぁぁぁぁ!!　キリカちゃん効果えっぐい!!　大成功でしかないよこれは!!」

（本当に凄いコラボだった……!!　最初の酷ひどい状態も含めて、まるでフィクション……）

　結果的にいい方向に働いた、最初の借りてきたエリン状態。

　マイナスから大きく振り切って、プラスに転じた。奇跡のような配信。

「え、えっと、まずはキリカちゃんやリスナーさんにお礼？　それよりも先に返済準備か!?　やべぇ、嬉うれしさと現実味の無さに頭が混乱してしまっている!!　ははは!!」

（そりゃこうもなるよな……!!　出来ることなら俺も喜びを分かち合いたい!!）

　とはいえ心底嬉しそうな亜あ理り紗ささんを見ているだけで俺の心は満たされる。

　あわあわしていた亜理紗さんだったが、ふと視線をマイクの方に向けた。

「本当にさー、このマイク君も困ったもんだよ!!　いいところで急に不調になるんだから!!　でもぶっちゃけあれが無かったら終わってたし、結果助けてもらった感じか～!!」

（助けたとかそんな……。その後の亜理紗さんが最強だっただけです……!!）

　確かに俺がマイクを弄いじったからこそ起きた事象ではあったが。

　そんなものきっかけに過ぎない。革命を起こしたのは他でもない亜理紗さんだ。

「思えばあの借金バレもこんな感じだったよね……。ふふっ、何か不思議な力でもあるのかな？　とにかくありがとう、マイク君!!　これからも大事に大事に使っていくからね～」

　そして慈しむかのようにマイクをゆっくりと撫なで始めた。

　物であっても感謝の心を忘れないその人柄。俺はそういところに惹ひかれている。

（……俺だけこんな思いをして誠に申し訳ない!!　でもこれはご褒美だと思う!!）

　訳分からないまま推しのマイクになったが、今日が一番いい日だ。

　未いまだに謎なことも多いが、これ以上の役得もきっと無いだろう。

　もうマイクになった理由とかどうでもいい。この嬉しそうな顔を見れれば、それで。

「あ、でもこの収益でもっといいマイクにするのも吝やぶさかではない……」

（!?　そ、そうなったら俺はどうなるんだ!?　またマイクになれるのかな……？）

　長くマイクになり続けたことで少しだけ欲が出ていることを自覚しつつも。

　そうじゃなくても普通に配信見てスパチャ投げるのも悪くはない……のか？

　まぁ、死ななければそれでいい。俺はずっと加か々が宮みやエリンの配信を見たいのだから。




　　　　＊




　大山鳴動して鼠ねずみ一匹、どころかその衝撃でとんでもない金脈が見つかった。

　そんな配信内容、思い返せば序盤の私は本当にやばかったんだなぁと。

　この戦果は、私一人の力では何にもならなかったのは間違いない。

「──そうだ!!　早速担当の人に電話!!　まるっと借金返せますよって!!」

　配信終わりの余韻もそこそこに、やらなければならないことをやらなければ。

　これでクソみたいな借金生活ともおさらばだ。そして私はＶの頂点に立つ。

「もしもし、新あら垣がき亜理紗です!!　配信見てましたか!?」

『見てました。物もの凄すごいスパチャの量でしたね、私も少々投げさせていただきました』

　担当の方も喜んでくれている。こんなに嬉うれしいことは無いだろう。

　これまで積み上げてきたものは決して無駄ではなかった。今こそその清算を。

「これならすぐにでも全額返済出来そうです!!　遂ついにこの時がやってきました──」

「──そ、その新垣さん。申し上げにくいんですが」

　私の勢いに押されているのか、担当の方は何やら口ごもっている。

　いいんだ、お祝いの言葉とかは。これから貴方あなたの負担が減りますよって。

「え、何ですか!?　収益上がったらすぐにでもお支払いいたしますよ!!」

『まず新垣さんが過去に借り入れた金額が累計で一千万なんですが、度重なる延滞と滞納で利息がとんでもないことになっておりまして。スパチャ全額でも全て返済とは……』

　担当者さんのその一言で、火照っていた私の頬ほおは急速に冷えていく。

「……はひ？　り、利息!?　え、利息ってそんなに一気に増えるもんですか!?」

『契約書をよく読んでくださいとあれほど……。それに加えて、スパチャは七割程度しか配信者に還元されないのをお忘れですか？　絶対に喜びで頭から抜けていたでしょう』

　バグでも夢でもない。どっこいこれが現実、クソみたいな現実。

　現実から逃げている、そんなことを前に配信中にも言われたような。

　逃げ続けた結果、どうやら私はとんでもないものから目を背けていたらしい。

「そ、そんなぁ!?　喜んでくれていたご主人様達の気持ちを無下にするつもりですか!?」

『そう言われましても……。とにかく今回の収益は全額お支払いお願いいたしますね』

「無慈悲過ぎる!?　ってことは、私は未だに借金抱えたアホメイド……？」

　バーチャルには夢がある。だが、夢はリアルの悪夢に比べたらちっぽけで。

　目の前が真っ暗になる感覚ってこうなんだと始めて思い知った。

『これからも配信頑張ってくださいね、新垣さん。いえ、加々宮エリンさん？』

　そこで通話は切れる。なんとも不条理な世の中か。

　崖っぷちから、崖際一歩手前に。改めて私が抱えていたものの重さを知る。

「……ふ、ふふふ……!!　絶対に諦めないぞ、私は……!!　取とり敢あえず今日は豪遊だ!!」

　そして懲りずに今日だけはお祝いを。今日を祝わずして明日はない。

　まだまだ全額返済までの道のりは遠く。その日まで加々宮エリンは止まらない。







[image: あとがき]




　現実とバーチャル、その境界線が曖昧になってきている昨今。私に関しましては現実から逃げ出したい気持ちを前面に押し出しながらバーチャルへの入り口を探しています。




　初めましての方は初めまして。そうでない方はご無沙汰しております、小こ路みち　燦あきらです。

　今まで出してきた異世界ファンタジーから一転した今回の作品。とはいえ異世界も仮想空間も、どちらも大きな大きな夢と希望を内包しています。最高です。




　さて、まず初めに言及しておきますが私は所謂いわゆるＶＴｕｂｅｒというものの沼に数年程前から嵌はまっています。底が見えないんです、このジャンルは。抜けられません。

　そんな大好きなコンテンツにこういった形で関われたということを大変嬉うれしく思いつつ、本作はこんなＶがいたら絶対推すだろうなぁと完全に自分の趣味が全面に出ています。

　一見『借金』という重苦しいテーマを掲げながらも、全編を通して明るく快活に進められたのはＶＴｕｂｅｒというジャンルが持っている魅力の一つなのかなとも。




　例えば、配信を見ていると『生きがい』といったようなコメントが見られます。

　これは単なる言葉だけでなく、本当にその人の生きがいになっています。彼かれ等らが配信しているだけで生きる気力を貰もらっているという人は決して少なくないでしょう。

　私としましても本作を書き上げるにあたりまして、様々な方の配信を視聴しました。

　その結果、多くの生きがいが生まれました。素晴らしいコンテンツだぁ……。

　これだけ生きがいがあればもう何もいりません。そうして原稿と配信視聴と趣味のゲームで生活するループがここに誕生。無事に家どころか部屋からも出なくなりました。




　こうしてダメ人間まっしぐらとなってしまった訳ですが後悔はありません。

　そもそも元からダメ人間だったような気がします。なので全く問題無いですね！

　ぶっちゃけてしまうと本作でメインで活躍するＶＴｕｂｅｒ、加か々が宮みやエリンは正直もっとダメな人間です。それでも非常に人間味に溢あふれて、最高に愛らしいと思います。

　ということは私もそれなりに愛らしいのではないでしょうか。どうでしょう？

　そうであるとすれば、いっそのこと私がＶになってしまうというのも吝やぶさかではありません。しかし誰よりも傍そばで加々宮エリンを見続けた私に取れる方策など、ね？

　ってことでまずは借金をこさえることから始めなければ。ギャンブルギャンブル!!

　はい、流石さすがに身体からだを張り過ぎと怒られそうなので断腸の思いで断念いたします。




　それでは気を取り直して人間のまま謝辞を。作中で活躍するＶに命を吹き込んで頂いた伍ご長ちよう様、本当にありがとうございます！　最高過ぎて涙が零こぼれました……。

　何よりも、イメージ通りどころかイメージ以上に素晴らしく生き生きとした彼女達を描いてくださり本当に感謝しかありません。バニーガール、やっぱりいいですよね！

　最高のアドバイスとアイデアをくれた担当編集者様無しでは、本作はこの世に生まれませんでした。この度も最大限の感謝と、これからも是非ともよろしくお願いいたします。

　ならびにこの本の刊行に携わってくださった皆様に、心からの感謝を申しあげます。

　そして最後に。この作品を手に取って読んでいただいた全ての読者様、本当にありがとうございました！　今後とも、是非ともよろしくお願いできれば幸いです。

　そしてこの作品こそが皆様の生きがいになれたら。心からそう願っております。





小路　燦　
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